
    
      
        
      
    

  
























































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　プロデューサーの失踪

第一章　いつまでも、あると思うな、親と金と……あとは……ポータ？

第二章　いつも『おはよう』を言っていた相手がいない。どうする？　決まってる。

第三章　出会いと別れ。そして再会。人とのつながりで、俺たちは強く……動揺する。

第四章　俺たちの知らないところで、何かが動いている。とんでもない何かが。

第五章　優しく、自由奔放で、時に厳しく、時に難解。その存在は、たまに兵器と化す。



エピローグ

あとがき


















口絵・本文イラスト　飯田ぽち。

















プロローグ　プロデューサーの失しつ踪そう









　現実世界の日本国、東とう京きよう都と千ち代よ田だ区く永なが田た町ちよう。

　本日の天気は雨。ひしめき合うビルたちは、頭からずぶ濡ぬれになり、俯うつむき加か減げんで佇たたずんでいるように見える。鬱うつ々うつとした光景だ。

「せめて晴れてくれればいいものを……ますます気が重くなってしまいますよ」

　スーツに付着した水すい滴てきを手で払はらいながら、白しら瀬せは不満そうに呟つぶやいた。

　白瀬は所用のため、同どう僚りようの男性職員たちと共に、とあるビルを訪おとずれた。

「いらっしゃいませ。ご用件を……」

「アポイントはありませんが、こういう強制的な用件ですので、通していただきます」

「あ……は、はい！　どうぞ、お進みください！」

　受付で、執しつ行こう部ぶから貸たい与よされた特別な許可証を提示して、足早に目的の場所へ。

「では我々は、対象者が逃とう走そうした場合に備えて、通路の各所で待機します。白瀬さんは予定通りに」

「私は、自分の身の安全を第一に考えて、無理のない行動をすればいいのですね？」

「その通りです。対象者が勧かん告こくに従わず、抵てい抗こうするようでしたら、すぐに助けを呼んでください。我々が対処します。……それでは、よろしくお願いします」

　同僚の男性職員たちは散開して、各おの々おのの持ち場へ向かった。

　一人になった白瀬は、【企き画かく制作部第四課】の表札が掲かかげられているオフィスを目指す。

「どう考えても、私の役目ではないのですが……知らせてくれと頼たのまれた以上、やるしかありませんね。他ほかならぬ、白瀬だけに」

　入室した白瀬は、闖ちん入にゆう者に驚おどろいている職員たちには目もくれず、デスクの列の間を颯さつ爽そうと通過して、奥にある課長室へ向かった。

　課長室の前に立った白瀬は、押し入る前に、事務カバンの中から封ふう筒とうを取り出した。

　封筒の中身は書類だ。儀ぎ礼れい的なあいさつに続いて……小難しい文章で〝話し合による交こう渉しようを打ち切り、実力行使に移る〟という、運営からの宣告が記き載さいされている。

　いわゆる最後通告である。

「今回も勇者親子にお任せするつもりだったのですけどね……こんなにも早く、執行部が動いてしまうとは……まあ、対象者の肩かた書がきを考えれば、当然かもしれませんが。本当に残念なことです」

　ドアの前で、やや大きめの声で、独り言を言って。

　たっぷり時間を置いてから、白瀬は課長室のドアを開けた。

「失礼します。先日の、ゴボドーランドの一件ではお世話になりました。あらためまして、この白瀬が、残念なお知らせをお持ちしましたと……おや？」

　室内は、物がなく、非常にさっぱりとしている。あるのはデスクとシュレッダーだけ。

　広めのデスクの上には、ボールペン、数枚の書類、大量のメモが貼はりつけられているデスクトップパソコンがある程度で。

　肝かん心じんの対象者がいない。

「ご不在だった……というわけでは、なさそうですね」

　書類に書き込まれている最後の文字に、指を押し当ててみると、まだ乾かわいていないインクが付着した。白瀬が来る直前まで、ここで仕事をしていたに違ちがいない。

　と、白瀬は不意に気付いた。パソコン画面に、ブラウザのトップページが表示されていて、見覚えがあるアドレスが打ち込まれている。

　www8.cao.go.jp/ksn/mmmmmorpg......

　ある少年をゲーム世界へ送り込む際に、白瀬自身が使用したアドレスだ。

　対象者の行ゆく方えが判明した。

「無む駄だ足あしとなってしまいましたが、この事態は大だい歓かん迎げいですよ」

　わずかに開いているデスクの引き出しの中に、編みぐるみのキットと、可愛かわいらしくデコレーションされた写真立てが伏ふせられている。

　白瀬は写真立てを手に取り、収められている写真をじっと見つめて、確信する。

「まだチャンスは残されている……この白瀬も急ぎ、馳はせ参じるとしましょう」

　仕事場に持ち込まれていた、かけがえのない宝物を、そっと引き出しに戻もどして。

　最後通告が入っている封筒を、ついうっかり、シュレッダーに放ほうり込んで、白瀬は課長室を後にした。







　その日、ＭＭＭＭＭＯＲＰＧ（仮）の世界に、招かれざる存在が飛来した。

　それは災わざわい。世界に危機をもたらす者。

　世界の果てに舞まい降りたそれは、吹ふき荒あれる風雪の中、世界の全すべてに対して不快感を抱いだき、睨にらみ付けている。

　その存在は見ている。だが遥はるか遠い地での出来事だ。

　その視線に気付く人間はいない……ただ一人を除いて。








第一章　いつまでも、あると思うな、親と金と……あとは……ポータ？









　それは唐とう突とつな出来事だった。

　勇者一行が、草原フィールドを散策していると、いきなり。

「あれ？……ん？……」

　旅商人ポータが、急に立ち止まり、北の空を見つめた。

　小さな雲がのんびり流れている。ただそれだけの光景を、じーっと見つめている。

　そんな状態のまま、既すでに数十秒が経過した。

　背後から見守っている仲間たちは、なんだか心配になってきた。

「えっと……ポータはどうしたんだ？」

「あたしに聞かれても、わかんないけど……」

「モンスターが出現、というわけでは、なさそうですよね……」

　勇者真まさ人とをはじめ、賢けん者じやワイズも、癒ゆ術じゆつ師しメディも、状じよう況きようが全くわからないのだが。

「あら？……んー、そうね……何か、ちょっと……」

　勇者の母親、真ま々ま子こは何かを感じたようだ。

「おい母さん。何かあるのか？　教えてくれよ」

「んー……どう言ったらいいのか、ちょっと難しいんだけど……なんとも言えない不安を感じるような、そんな気がするわ」

「なんとも言えない不安って……」

「上手うまく言えないけど、不安なの。こうしていないと落ち着かない感じよ」

　真々子は真人の頭を抱だき寄せて、お母さんの胸にぎゅーっとした。「ああ、落ち着いたわ」「おいっ!?」愛する我が子の頭を優やさしく撫なでて、ホッと一安心だ。

　だが息子むすこの精神が不安定になりすぎるので、とにかく放してもらって。

「母さんまで何か感じてるってことは、やっぱ何かあるのかな……」

「そうね……あ、もしかして、密ひそかに世界の危機が訪れちゃったとか？」

「例えば、魔ま王おうの出現を感知なさったとか？」

「待て待て。そういうことなら、勇者である、この俺の分野だろ。確かめてやる」

　真人は北の空を見つめて、精神を集中させた。

　そうして、十秒経過……三十秒経過……

「どうなのよ。ねえどうなのよ。謝るなら早い方がいいわよ」

「正直に言って、楽になりましょう。私たちが生温かい笑え顔がおをお送りするだけですから」

「くっ……！」

　ちっとも期待されていない。悔くやしい。

　だからこそ、絶対に何かを感じ取ってやりたいのだが……なんかもう無理っぽい……

　いや。

「（……ん？　あれ？）」

　もしかしたら、光の加減とか、目に入った細かな糸いと埃ほこりなのかもしれないが。

　容易に切れてしまいそうで、妙みように不安に思えてしまう、酷ひどく細い糸のようなものが。

　北の空の向こうから、ポータに向けて伸のびているような……

「すみません！　自分、ちょっと、ぼーっとしてました！」

「え？……お、おう。おかえり」

　不意にポータに呼びかけられて、真人の集中が途と切ぎれた。

　駆かけ寄ってきたポータの全身を、まじまじと見つめてみるが、糸のような物は見当たらない。やはり見間違えだったのか……

「真人さん！　自分がどうかしたでしょうか！」

「あー、いや……どう言ったらいいのか……漠ばく然ぜんとした不安が、見えたような……」

「不安が見えたとか、わけわかんないんだけど」

「真人君。無理をしなくていいですよ。承知していますから」

「絶対に悪い意味で承知されてるよな。まあいいけど。俺もマジでよくわからんし」

「それで、ポータちゃんは何を見ていたのかしら」

「わかりません！　どうしてかわかりませんけど、目がそっちにいってました！」

　ポータは素す直なおに答えている。そもそも噓うそを吐つくような子ではない。

「そっか……何か感じた気がするけど、誰だれもわからない……気になるけど、気にしたところで、やっぱり何もわからんやつだな。じゃあ本件は保留といたしまして」

　真人はあらためて、仲間たちと向き合った。

「気を取り直して、予定を実行するぞ。……本日の活動内容は、この俺が考案した、新たな戦せん闘とうスタイルの試験運用だ！」

　言うまでもなく、戦闘においては真々子無む双そう。エンカウントと、ほぼ同時に、真々子が敵を一いつ掃そうしてしまうというのが定番なのだが。

　そろそろ下げ克こく上じようの頃ころ合あいである。

「我々、子供たちは、これでも意外と、日々成長している。さあ同志諸君。我々の力を、ここに示そうではないか！」

「はいはい。騙だまされたと思って、一応、参加してあげるわよ」

「既に結果は見えているような気もしますが、まずは黙だまってお付き合いしましょう」

「そこの女子二人。もうちょっとテンション上げていこうぜ？　な？」

「ねえマー君。お母さんは、その新スタイルの説明を受けていないんだけど……」

「母さんは、今まで通り、好きなように行動してもらって構わない。そこに俺たちが、どう食い込んでいけるか、それを試ためしたいんだ」

「わかったわ。じゃあお母さんは、いつも通りにするわね」

「よし。……なお、新たな戦闘スタイルを成功させるためには、ある仲間の活かつ躍やくが、非常に重要になってくる。それは誰かというと……」

　パーティのアイテム係であり、癒いやし係。十二歳の女の子旅商人。その名は。

「ポータ！　頼んだぞ！」

「はい！　自分、頑がん張ばります！」

　その真しん剣けんな瞳ひとみが、とても頼もしい。可愛らしい。「愛うい奴やつめ」「ひゃう～っ！」ほっぺの周りを、指先でこしょこしょしてあげて。

　それでは開始だ。

　一行は、まずは普ふ段だん通りに、草原フィールドを散策する。適当に歩き回っていると……

「あっ……とと！」

　ポータがモンスターを発見した。だが慌あわてて口を塞ふさいだ。

　敵の出現を知らせる前に、急いで真々子のところへ駆け付ける。

「あらあら、どうかしたの？」

「ママさん！　こちらへどうぞ！」

　ポータは、ショルダーバッグからレジャーシートを取り出して、適当な場所に敷しいた。

　さらに、ティーセットと、お茶ちや菓が子しも取り出して、手早く並べる。

　戦闘開始を目前にして、お茶の準備が整った。

「あら美味おいしそう。お休みしていいのかしら」

「はい！　ママさんは、自分と一いつ緒しよにお茶してください！……その間に……！」

　真々子がちょこんと腰こしを下ろすと、ポータから真人たちへ、視線で合図が送られる。左方向だと。

　合図を受け取った真人たちは、指示された方向へ走り出す。

「よし！　計画通りだ！　今こそ、俺たちの知ち恵えと努力で勝利を！　母さんより先にモンスターを……あ、いたぞ！」

　モンスターの群れを発見した。地上に、狼おおかみ型と熊くま型のモンスターが多数。

　さらに空にも、巨きよ大だいな鳥型のモンスターが複数いる。

「よし来た空の敵！　そっちは俺な！　いくぞ！」

　まずは真人。真々子よりも先に攻こう撃げきできる喜びを嚙かみしめながら、天空の聖せい剣けんを力いっぱい降り抜ぬく。

「空の敵は全部、俺に任せてくれちゃっていいんだ、ぜっ！」

　けたたましく鳴きながら旋せん回かいしている鳥型モンスターをめがけて、渾こん身しんの斬ざん撃げき波はが放たれた。

　敵は複数。斬撃波は一つ……だが、斬撃波が分ぶん裂れつして、四羽の鷹たかに姿を変え、それぞれが獲え物ものに襲おそい掛かかる。

「よし出た！　俺やっぱ成長しちゃってるわ！　いけーっ！」

「へー。真人のくせに、やるじゃん。じゃあ地上の敵は、超ちよう絶ぜつ賢けん者じやたる、このあたしが！」

「……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……死亡モールテ！」

「ちょっ、メディ！　あたしの分も残しておきなさいよ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……炎フイアーマ・陣チエルキオ！　さらに！　炎フイアーマ・陣チエルキオ！」

　ワイズが何か言ってる間に、ちゃっかり呪じゆ文もんを唱えていたメディが、即そく死し魔ま法ほうを発動させた。出で遅おくれたワイズも、呪文詠えい唱しようの速度を上げて、連続魔を発動させた。

[image: ]

　地上のモンスターたちの足あし下もとと頭上に、広大な魔法円が描えがかれて、火柱が上下から断続的に噴ふん出しゆつする。

　さらに火柱の間を縫ぬって、死神が行き交かい、モンスターの魂たましいを抜いていく。

「ワイズもメディも、やるじゃんか！　いやー、いいね！　いい！　この新たな戦闘スタイルは、大成功だぞ！」

「結局、ポータで真々子さんを足止めしただけなんだけど」

「素直に『先に攻撃させてください』とお願いするだけで、いいような気もしますけど」

「あー……まあ、その通りかもだけど……それはちょっと悔しいというか……」

「戦闘の度たびに真々子さんを接待するのか、って話になっちゃうけど」

「真々子さんが摂せつ取しゆされる糖分や水分の量も、気になるところですけど」

「あー……その辺は……えっと……後で考えることにしてさ！　今はとにかく、戦闘を楽しもうぜ！　ここからずっと俺たちのターンだ！　わはははーっ！」

　この新戦闘スタイルは、たぶんボツだろうなーと、既に思っているが、とりあえず戦いに熱中する真人である。

　その様子を、真々子が微笑ほほえましく見守っている。

「マー君たちは、あんなに立派に戦えるようになっていたのね……」

「はい！　真人さんも、ワイズさんも、メディさんも、すっごく強いです！」

「それから、ポータちゃんも。みんなをサポートするのが上手になって、こんな素敵なおもてなしまで、できるようになったのね。驚おどろいちゃったわ」

「自分、色々できるようになって、嬉うれしいです！」

「うふふ。そうね。みんなの成長を感じられて、私も嬉しいわ。……だけど……」

　真々子の表情が、曖あい昧まいな笑みへと変わった。

「だけど、ちょっとだけ、寂さびしい気もするわね」

「え？……寂しい、ですか？」

「そうなの。子供たちが、どんどん成長して、色々なことを任せられるようになったら、お母さんはすることがなくなっちゃうから……もしかしたら、お母さんはもう、要いらないのかしらねって……」




「そんなことないですっ！　自分は、お母さんにいてほしいですっ！」




　突とつ然ぜんの叫さけびだった。

　真々子も、絶賛戦闘中だった真人たち三人も、モンスターたちも、即死魔法の死神さえも、きょとんとして停止している。

　今にも泣き出しそうな顔で叫んだポータが、ハッとして我に返った。

「あ……お、大声を出してすみません！　自分は……えっと……！」

「いいのよ。私の方こそ、変なこと言っちゃって、ごめんなさいね？」

「い、いえ！　ママさんは悪くないです！　でも、自分は……お母さんが要らないなんて、そんなことはないと思ったので、つい……」

「そうなのね……」

　しょんぼりと項うな垂だれたポータの頭を、真々子は優やさしく撫なでる。

「ポータちゃんは、お母さんを必要としてくれるのね。とっても嬉しいわ。……それじゃ、まだお母さんは必要だってところを、思いっきり見せちゃうわね」

「は、はい！　お願いします！」

　真々子はゆったりと立ち上がり、聖剣を両手に握にぎって。

　早さつ速そく「えいっ」真々子の攻撃。石せき刃じんが突つき上がり、水すい弾だんが降り注いで、残っていたモンスターたちが一いつ瞬しゆんで掃そう討とうされた。「ちょっ……おいいいっ!?」真人がどんなに叫んでも、戦闘終しゆう了りようだ。

「これがお母さんの力よ。どうかしら」

「はい！　やっぱりお母さんはすごいです！　お母さんは必要です！」

「そうよ。まだまだお母さんは必要。傍そばにいちゃうから。うふふ」

　おどけた様子で、ポータにそっとウィンクを送って。

　真々子は真人のところへ歩いていく。「おい母さん！」「あら、何かしら」非常に悔くやしい息子むすこが猛もう抗こう議ぎを開始しそうだ。仲良し親おや子こ喧げん嘩かに発展するかも？

　そんな様子を、じっと見つめて。

「やっぱり、お母さんにいてほしいです……お母さん……」

　小さく呟つぶやいたポータは、また北の空を眺ながめた。







　新戦闘スタイルの試験運用を終えた真人たちは、近くの宿場町に帰き還かんした。

「真人が考案しただけあって、やっぱり失敗だったわね」

「案の定、失敗でしたね。自身の成長を過信したことが原因だったように思います」

「いやいや！　決めつけるのは良くないぞ！　まだ失敗じゃない！　通常戦闘では使いづらいスタイルだけどさ、ここぞという時には、絶対に効果的だから！　というわけで！」

　一休みする間も惜おしんで、まずは冒ぼう険けん者ギルドへ。

　一直線に、依い頼らい書が貼はり付けられている掲けい示じ板ばんへ向かう。

「さらなる試験運用のために、クエストをやるぞ！」

「なんでクエストなのよ……」

「理由は簡単だ。俺が考案したスタイルは、ボス戦でこそ効果を発揮すると思われる。そうに違ちがいない。よって、討とう伐ばつクエストで試そうというわけだ」

「いざ試したものの、真々子さんが、お茶とお菓子を堪たん能のうしながら、片手間で撃げき破はしてしまう予感が……」

「やめて言わないで!?　本気でそんな予感がしちゃうだろ!?……と、とにかくな！　そういうことだから、みんなでそれっぽいクエストを探してみてくれ！」

「わかりました！　自分、頑張ります！」

「お母さんも頑張っちゃうわ。頼たよりになるところを見せちゃうから」

「それはそれで、悔しいんだが……まあ、よろしく」

　ワイズ、メディ、真人、真々子、ポータが、大きな掲示板の前に横一列に並んで、依頼書を一枚ずつチェックしていく。

　依頼書は、文章だけのものと、写実的なイラストが添そえられているものがある。それが掲示板に、びっしりと貼り付けられている。小さなメモ書きも含ふくめると、百枚くらいあるだろうか。希望する内容を探し出すのは一苦労だ。

「特定の敵を、ズバッと倒たおせそうなクエスト……ふーむ……」

　討伐クエストの一つくらい、あっさり見つかりそうなのだが……こういう時に限って、なかなか見つからない。素材収集や、おつかい系クエストばかりで……

　と、真人がじりじりと横移動していたら、真々子と肩かたがぶつかった。

「っと、悪い」

「あら、いいのよ。マー君だったら、ずーっとくっついててくれていいわ」

「それは断る」

　真人は身を引くが、真々子がしっかりくっついてくる。「……おい」「うふふ」磁石に直じかに付いてしまった砂鉄より厄やつ介かいだ。

　厄介なのだが……それならそれで、少し都合がいいかもしれない。

　真人には、こっそり真々子に聞きたかったことがある。

「……なあ母さん。ちょっと質問なんだけどさ。さっき戦せん闘とうしてた時にさ、ポータが急に叫んだだろ？　あれって、なんだったんだ？」

「ああ、あれは……」

「ふえぇっ!?」

　真々子がこっそり説明しようとした瞬間、少し離はなれた場所にいたポータが、激しく驚いた声を上げた。

　内ない緒しよ話ばなしが聞こえてしまったのかと思ったが、違うようだ。

　ポータは、一枚の依頼書を手に取って、口をぽかーんと開けて、固まっている。

「ど、どうしたポータ？　驚くほどいいクエストが見つかったのか？」

「ふぇっ!?　あっ、えっと、み、見つかってないですっ！」

「あら、そうなの？……手に持ってるのは……」

「はわわわっ!?　なっ、何もないですっ！」

　手にしていた依頼書を、くしゃくしゃっと丸めて、後ろ手に隠かくして、ポータは全力で首を横に振ふっている。

　何か隠してる、怪あやしい、とかいうレベルじゃなく、完全にアウトだ。

「んー、ポータ？」にっこり

「ポータちゃん？」にっこり

「何もないですっ！　見てくださいっ！」

　背中の方で、何やらもぞもぞして、ポータはパッと両手を開いて見せてきた。

　なるほど、何もない……わけがない。

「よしポータ。ちょっと回れ右してみようか」

「えっと、えっと……じ、自分、右がどっちかわからないので、回れませんっ！」

「お箸はしを持つ方の手が、右よ。お茶ちや碗わんを持つ方が、左」

「じゃあ俺は、ポータの右手側から回り込むから、母さんは左手側から攻せめてくれ。……ポータは何を隠したのかな～っと……」

「はわわわっ!?　なっ、何も隠してないですうううっ！」

　あたふたしているポータの、両サイドから、真人と真々子がじりじりと回り込む……

「あ、真人君。ちょっといいですか？」

　不意に、真人の背後から、メディが呼びかけてきた。

「ごめんな、メディ。今はポータの取り調べをしている最中だ。後にしてくれ。……さあポータ。大人しくするんだ。痛いことはしないから大だい丈じよう夫ぶだぞ。くっくっく……」

「私の用件を聞くか、不ふ審しん者だと通報されるか、どちらがいいですか？」

「メディさんのご用件を承りますです」

　我ながら、今の発言は不審者すぎると気付き、大人しく従う真人だった。

　メディが一枚の依頼書を見せてくる。上質な紙に、箔はく押おしまでされている、見るからに上品な依頼書だ。

　依頼内容は〝大地と海の様子を調査してほしい〟というもの。

　依頼者は、カーサーン王国女王、ジョオー・オブ・カーサーンだ。

「女王陛下からの依頼……大地と海の調査……調査範はん囲いは、世界中……別サーバー世界の、ゴボドーランドも調査対象になってるぞ……なんか規模が大きいな」

「調査が必要な事態が発生しているようですね。少々、気になります」

「だな。女王陛下とは、面識もあるし、特に母さんは個人的に親しくしてる間あいだ柄がらだから……ここはやっぱ、協力した方がいいよな」

「そうね。お母さんもそう思うわ」

「はいっ！　自分もそう思いますっ！　今はその依頼書が一番大事だと思いますっ！」

　ポータも大賛成のようだ。元気のいい声が上げられた。

　でも、とても嬉しそうに言ったらダメだ。「んー、ポータ？」「ポータちゃん？」「はわわっ!?」女王からの依頼書に意識を向けてほしいという気持ちがバレバレだ……

　と、真人が再びポータに詰つめ寄ろうとすると、後頭部をスパーンッと叩たたかれた。

「そこの不審者、ちょっといい？　こっちにも気になる依頼があるんだけど」

「俺は断じて不審者などではないけど、なんだよワイズ」

　ワイズは、棒状に丸めた依頼書を広げて見せてくる。こちらは一いつ般ぱん的な依頼書で。

　依頼内容は〝子供の不自然な急成長に関する情報を寄せてほしい〟というもの。

　依頼者は、お母さん屋の店員、モーネだ。

「モーネが情報提供を呼び掛かけてるのか？……子供たちの、不自然な急成長って……何かあったのか？」

「わかんないけど、そういうことでしょ。こっちも放ほうっておくわけにはいかなくない？」

「そうね。子供に何かあったのなら、大変だわ」

「はいっ！　自分もそう思いますっ！　今はその依頼書が大至急ですっ！」

　またしてもポータが以下略だ。「んー、ポータ？」「あわわっ!?」真人としては、容よう赦しやなく追つい及きゆうして、とことん可愛かわいがりたいところだが。

　ふざけている場合ではなさそうだ。

「こっちの予定は中止にして、そっちの案件に対処するべきだな」

「お。偉えらいじゃん真人。もっとガキっぽいこと言うかと思ったのに」

「俺を見くびるんじゃねーよ。……それじゃ、どうするか……」

　海と大地の調査。子供たちの急成長。そして、やっぱり気になるポータの様子。

　二枚の依頼書と、見事に挙動不審なポータを、それぞれじっくり眺めて。

　勇者でリーダーである真人は、決断を……！

「やっぱり子供のことが心配だわ。まずはお母さん屋へ行って、モーネちゃんから話を聞きましょう。ね、マー君」

「はいよ。わかってた。じゃあそういうことで」

「おっけー！　あたしの転送魔ま法ほうに任せて！　サクッと移動するわよ！」

　真々子の決定に従い、行動開始だ。

「では、そういうことで……よかったですね、ポータちゃん？」

「は、はい！　自分、安心しま……い、いえ！　自分は何も隠してないですっ！」

　冒険者ギルドから飛び出した真人たちは、転送魔法の光に包まれて、宿場町から一いつ瞬しゆんで飛び去った。







　真人たちは、カーサーン王都の入り口に降り立った。

　道行く人たちが、すぐに気付いて声をかけてくるが、急ぎの用事の最中だ。真々子がそつなく挨あい拶さつをして、一行は足早にお母さん屋へ向かう。

「町の様子は、特に変わっていないわね。大きな事件というわけじゃないのかしら」

「みたいだな。でも、これから大事になられたら困るから、さっさと解決してやろうぜ。……はい到とう着ちやくっと」

　勝手知ったる気軽さで、喫きつ茶さ店てんのような佇たたずまいのお母さん屋にずかずか入ると。

　店の奥のカウンターに、店員の少女モーネがいる。さらにテーブル席には、まだ幼い男の子と母親の親子連れがいる。ちょうど来客中のようだ。

「あ、真人君！　みんな！　来てくれたんだね！」

「ああ、そうなんだけど……モロに接客中だな。タイミング悪かったか」

「そんなことないよ！　タイミングばっちり！　まーさーとーくーん！」

　モーネは、小動物のような身軽さで、真人の胸に飛び込んできた。幸せそうに蕩とろけた顔を、真人の胸に押し当てて。「すりすりー」「おいっ！」客の母親が、ぽかーんと口を開けて見てるよ。

　他ほかの面々は、慣れた反応だ。真々子はにっこり。ポータもにっこり。そして。

「はいはい。平常運転」知らんぷり

「呆あきれてしまいますね」やれやれ

「ワイズとメディはさ、ちょっとくらいジェラシーな反応してくれてもいいと思うんだが……んなことより落ち着けモーネ！　今は仕事中だろ！　甘えてる場合じゃないだろ！」

「ちょっとだけだからー。甘え成分を補ほ充じゆうさせてよー。なんだか大変なことになってて、私、お疲つかれちゃんなんだからー」

「大変なことって、子供の不自然な急成長ってやつか？　俺たち、それに関する依い頼らい書を見て来たんだけど……」

「そう、それ！　ちょうどね、そこにいるお客さんがそうなの！　紹しよう介かいするね！」

　途と端たんに仕事の顔に戻もどったモーネが、真人たちと親子客を引き合わせた。

　お母さん屋を訪おとずれていたのは、四歳になる息子むすこと、その母親。

　母親は、真々子と挨拶を交かわすや否いなや、あからさまなファンのようなテンションで、握あく手しゆを求めてキャーキャー騒さわいでいたが……その表情が次し第だいに曇くもっていく。

　母親は、息子のことで悩なやんでいるらしい。

「もっと字を、よめるようになれば、おかーさんに本をよんでもらわなくてよくなる……もっと、べんきょーしないと……むかし、むかし、ある、ところに……」

　四歳の息子は、四歳の子にしてはあまりに引き締しまった表情で、テーブルに置いた絵本をじっと見つめて、文章を紙に書き写しながら音読している。

　非常に熱心に、周りの様子は一いつ切さい気にせず、読み書きの勉強をしている。

「見た感じ、すげーいい子に見えますけど……？」

「そうなんです。そうなんですけどね……」

　苦笑いを浮うかべた母親は、息子に近寄って話しかける。

「お勉強できたわね。それじゃ、ちょっとお休みして、おやつにしましょうか」

「ううん。いい」

「『いい』って……要いらないの？」

「たべたくなったら、じぶんでよういする」

「そ、そう？……それじゃ、お母さんは他に何をしようかしら……」

「なんにもしなくていいよ。ぼくね、じぶんでできることは、じぶんでする。なんでもじぶんで、できるように、もっとおべんきょーしたいから、じゃましないで」

「わ、わかったわ。ごめんなさいね……」

　引き下がった母親は、真人たちの前で寂さみしげに俯うつむいてしまった。

「こういう状態なんです……つい昨日までは、『おかーさん！　おかーさん！』って、何をするにも私を頼たよって、甘えて離はなれないような子だったんですけど……」

「それが、いきなりこれなの？　おかしくない？」

「急にここまでの自立心が芽生えるなんて、明らかに不自然ですね」

「そうですよね……純じゆん粋すいに、子供が成長したということだったら、喜ばしいことなんですけど……それが、あまりに急なことだったので……心配に思って、こちらに相談に来たんです」

「なるほどな。確かにこれは、不自然な急成長だ」

「だよね。……しかもね、このお客さんだけじゃないんだよ」

　モーネはカウンターに駆かけ戻って、書類の束を手にして戻ってきた。

　書類は、お母さん屋に持ち込まれた相談をまとめたものだ。来店した親から直接聞き取ったものの他に、手紙が貼はり付けられているものもある。全部で五十通はあるだろうか。

「同じような相談が、もうこんなに来てるの。最初の相談は、一週間くらい前だったかな……それから、どんどん増えて、この有り様」

「ママン村、ハハウェ……チャンカー、オカンヤーデ、ミーマ……ゴボドー大集落からも……世界中から問い合わせが来てるのか」

「そうなの。これ、絶対におかしいよね？　何か起きてるよね？」

「そうだな。……でも、考えるのは後回しにしよう。ここで俺たちがやるべきことは、一つだ。まず目の前にある問題をなんとかしよう」

　こうして真人たちが全員集まってるにもかかわらず、何もできなかったら、世界に遍あまねく知れ渡わたるお母さん屋の名折れだ。気合いを入れて、解決に乗り出す。

　毅き然ぜんとした真人の姿に、母親は感動して、今にも涙なみだを零こぼしそうだ。真々子も貰もらい泣きしそうになっている。

　なおワイズとメディは〝えー〟って顔してる。

「おいそこの二人。その不満そうな顔はなんだよ」

「なんかさ……真人がリーダーシップを発揮してる感じが、嫌いやっていうか？」

「嫌ってなんだよ。嫌がるなよ。歓かん迎げいしろよ」

「これも不自然な急成長ですよね。真人君らしくありません」

「俺はここまで地道にこつこつ成長してきただろ。不自然じゃないだろ」

「マー君は立派に成長して、なんでもできるようになって、お母さんはどんどん要らなくなっちゃうのね。しくしく」

「母さんまで！　ふざけてる場合じゃないだろ！　ちゃんとしろよ！」

「うふふ。そうね、ごめんなさい。……でも大だい丈じよう夫ぶよ。一番の頑がん張ばり屋さんが、もう調査を開始しているわ」

「なぬっ!?　先を越こされた!?」

　ぐだぐだやっている間に、既すでに行動を起こしている仲間がいる。

　ポータだ。

「えっと……おねーちゃん、なに？」

「おかしなところはないか、調べています！　気にしないでください！」

「う、うん……」

　ポータは、男の子の向かい側にちょこんと座って、男の子の様子をじっと見つめている。

　並々ならぬ意い欲よくを燃やしているようだ。

「甘えられる時に甘えないのは、もったいないです……お母さんは、いつも傍そばにいてくれるわけじゃないです……だから……むむむ！」

　男の子が全く集中できないほどの、猛もう烈れつな鑑かん定てい眼がんで見つめ続けて、一分ほど。

　ポータは気付いた。

「その、胸に付けてる、ネコさんのバッジを見せてもらっていいでしょうか！」

「え？　これ？　んー……おねーちゃんは、おかーさんじゃないから、みてもいいよ」

　男の子は、可愛かわいらしい猫ねこの顔があしらわれたバッジを外して、ポータに手て渡わたした。

　その途端。

「ん～……なんだか、おなかへったぁ～……おかーさん！　おなかへった！」

「え？　ああ、そうなのね。それじゃ、おやつたべる？」

「うん！　おやつたべる！　おやつちょーだい！」

「おやつ、食べるのね？……お母さんが用意していいの？　お勉強はもういいの？」

「おべんきょうなんて、しないー！　おかーさんのおやつ、たべるー！」

　男の子は、表情をふにゃっと緩ゆるめて、母親の脚あしに抱だき付いた。「んー！」夢中で頰ほおずりしまくって、母親の手を握にぎって、ぶんぶん揺ゆらして、また脚に抱き付いた。

　急に変わった息子の態度に、母親はきょとんとして、真人たちを見つめてきた。

　真人たちも、同じくきょとん顔で、母親を見つめ返した。

「えっと……え？」

「なんか、思いっきり甘えてるけど……」

「は、はい。すごく、いつもの感じです。勉強が嫌きらいで、とにかく甘えてくる、間ま違ちがいなくうちの子の感じです……」

「急に元に戻った、ということですか？……となると……」

「不自然な成長の原因は、そのバッジだったということかしら」

　真人たちは、ポータが手にしているバッジに注目した。

　じっくり鑑定していたポータが、力強く頷うなずいた。

「はい！　これが原因だと思います！　ここを見てください！」

　バッジの裏側、隅すみの方に小さく、【[image: まるしー]２０ＸＸ反はん抗こう組織リベーレ】と刻まれている。

　万国著作権条約に準じゆん拠きよして、製作者の権利を主張している、堂々たる製品だ。

「無む駄だなところにこだわる奴やつらのおかげで、早くも謎なぞが解けたぞ」

「要するに、あの連中の仕し業わざってわけね」

「子供の成長を無理やり促そく進しんさせて、親おや離ばなれを促うながし、母親を不要とさせる。そんなところでしょうか。バッジには、一種の洗脳効果がありそうですね」

「闇やみ色いろの宝石と同じ効果か。アジトにあった製作場所は潰つぶしたはずなのに、またどこかで作ってるのかよ。イタチごっこだな。……で、入手経路については……」

　母親をうかがうと、心当たりがないのか、難しい顔をして小首を傾かしげている。

　となると、知っているのは、身に付けていた当人のみ。真々子が、男の子の前にしゃがんで、にっこりと微笑ほほえみかけた。

「ねえボク、ちょっと教えてくれる？　あのバッジは、誰だれかから貰ったの？」

「サンタさんだよ！　あさ、おきたらね、まどのとこにね、おいてあった！」

　組織の黒いコートを着た三人のサンタクロースが、子供のいる家を探し回って届けたのだろうか。そうだとしたら、非常にご苦労なことだ。

　と。

「みんな、これ見て！　他の親子のところも、バッジが関係してるかも！」

「おいマジか」

　モーネがあらためてチェックしていた書類を回し読むと、確かに。

　親の所見として、動物の顔のバッジについて触ふれている記述が複数ある。

「〝子供が、見覚えのないバッジを付けているが、取ろうとすると怒おこり出す〟か……こっちも、こっちの親子も……これは決まりだな」

「原因はバッジ。取り上げて解決ね。じゃあ行動開始よ」

「書類に住所が書かれていますから、取り急ぎ、このカーサーンでの回収作業を済ませてしまいましょうか」

「私は、注意喚かん起きのお知らせを作って、世界中で配ってもらうようにするから！　バッジの回収は任せたよ！」

「よし。それじゃ……」

「みんな、気を付けて……」

「よくないバッジを回収しますっ！　自分、頑張りますっ！」

「お、おう……」

　真人を差し置いて号令をかけようとした真々子をも先制する勢いで。

　誰よりも早く駆け出したポータを先頭に、一同はお母さん屋を飛び出した。







　真人たちは手分けをして、問い合わせをしてきた家を訪ねて回る。

「こんにちはー！　お母さん屋でーす！」

「こんにちは！　なにか、ごようでしょうか！　あやしいおにーさん！」

「どこも怪あやしくないよ!?　通報しないでね!?」

　大人びた対応で出で迎むかえてくれた女の子の胸に、ウサギさんバッジを発見。いきなり苦労しそうだが、真人は一つ目の回収対象をロックオンした。

　別の家に向かったワイズも。

「んふふー。可愛いバッジじゃん。それ、お姉ちゃんに見せてくれる？」

「んー、いいけど……おばちゃん、だあれ？」

「おばっ!?……ま、まあ、そっちの年ねん齢れいからしたら、そりゃまあ、あたしはすごく年上だけど……ぐぬぬ……！」

　ワイズも、振ふり上げた拳げん骨こつを、全力で引っ込めて、なんとかバッジを回収できそうだ。

　同じ頃ころ、さらに別の家に向かったメディは。

「大人しく差し出した方が、身のためですよ？」……ゴゴゴゴ……

「は、はひっ！　これ、あげますっ！」

　恐おそるべきダークパワーを敏びん感かんに感じ取った子供から、バッジを差し出されて、楽々回収だ。一つ目をゲット。

　だが、子供たちが順調に作業を進める一方で、真々子は苦戦している。

「あなたは、だれかのおかーさんですよね！　じゃあ、いやです！」

「そんなこと言わずに、ね？　ちょっとだけ見せてもらえないかしら」

「いやです！　かえってください！」

　母親を拒こばむよう、細工がされているようで、子供は真々子の呼びかけに応じようとしない。「困ったわね……」「すみません……」子供の母親と顔を見合わせて、真々子は苦笑いを浮うかべるばかりだ。

　そんな中、最高のパフォーマンスを見せているのは、ポータ。

「そのバッジを、自分にください！」

「うん。おねーちゃんなら、いいよ。はい」

　訪ねた家で、速すみやかに子供とコンタクトを取り、難なくバッジを回収している。これでもう四つ目。

　割り当てられた担当分を、全すべて回収できた。

「自分、任務完かん了りようです！　やりました！」

　最後の家を後にしたポータは、ぎゅぎゅっと拳こぶしを握り、達成感を露あらわにして、来た道を引き返す。

　回収作業が終わったら、お母さん屋に集合することになっている。

　だから真っ直すぐに集合場所へ……向かうつもりだったのだけど。

「……あ、ここは……」

　ポータは偶ぐう然ぜん、冒ぼう険けん者ギルドの前を通りかかった。

　カーサーン王都の冒険者ギルドは、ポータが真人や真々子と初めて出会った、思い出の場所。冒険の出発点となった素す敵てきな場所だ。

　でも今は、それよりも気になることがある。

「っ……」

　ポータは、辺りを気にしながら、建物の陰かげに身を潜ひそめた。

　誰にも見られないように、ショルダーバッグから、くしゃくしゃに丸められた紙を取り出して、そっと広げる。

　それは、宿場町の冒険者ギルドで見つけて、とっさに取って隠かくした依い頼らい書だ。

　正確には、犯人を捕つかまえるための情報提供を呼び掛かけている、手配書である。

　手配書には、写真をそのまま描かき写したかのような、対象者のリアルな似顔絵が添そえられている。

　正面から顔を逸そらして、とても疲つかれた目を伏ふせている、眼鏡をかけた女性。年齢は三十代の中頃。

　犯人とされているその人物の顔を、ポータはよく知っている。たぶん世界で一番、知っている。

「ここの冒険者ギルドにも、貼はり出されているんでしょうか……だったら！」

　回収して、誰の目にも触れないようにしないといけない。そうしないと、誰かがその人を捕まえてしまうから。

　ポータは物陰から素早く飛び出して、冒険者ギルドに駆かけ込んだ。

　一直線に掲けい示じ板ばんのところへ向かって、「……あっ！」残念なことに掲示されている手配書を、誰にも気付かれないように、こっそり回収する……

　いや、受付の女性職員が見ている。

「あ、ちょっと待って！　それは……！」

「わわっ!?　え、えっと、自分は何も取っていませんっ！　すみませんっ！」

「待ってってば！　それは、掲けい出しゆつを控ひかえるようにって指示が……ああ、行っちゃった」

　制止を振り切って、ポータは建物を飛び出した。

　とりあえず、人がいない方向へ。必死に、無我夢中で、なんだか勝手に溢あふれてくる涙なみだを拭ぬぐいながら走って……再び、人目に付かない物陰に身を潜めた。

　心臓の鼓こ動どうと、悪いことをしてしまった時の、すごく嫌いやな気持ちを、他ほかに方法はなかったという言い訳で無理やり抑おさえつけて。

「こ、これから、どうすればいいんでしょうか……自分は、どうすれば……」

　手配書に描かれている顔を見つめながら、ポータは考える。もう滅め茶ちや苦く茶ちやになっている頭で、なんとか次の行動を決めないと……

　そんな時、ポータの視界の端はしで、何かが揺ゆれた。

　ショルダーバッグにぶら下がっている、マスコットの人形だ。

「……あ、そうです！　これがありました！」

　大事なことを思い出したポータは、ショルダーバッグを抱かかえて、また走り出した。







　ポータはカーサーン王都を抜ぬけ出して、フィールドに出た。

　モンスターたちは、非戦せん闘とう職のポータを敵として認にん識しきしていない。不思議そうに眺ながめてくる怪かい物ぶつたちの間を、一目散に駆け抜けていく。

　向かうのは、王都を見下ろす高台にある、転送ポイント。転送宮きゆう殿でんがあるエリアを中ちゆう継けいして、現実世界や別サーバー世界との双そう方ほう向こう移動ができる、特とく殊しゆな移動装置である。

「ここならきっと、すぐに連れん絡らくが取れます！　連絡を取って、ちょっとお話しして、すぐお母さん屋に戻もどれば、きっと大だい丈じよう夫ぶです！」

　ポータは階段を駆け上がり、魔ま術じゆつ的な石柱に囲まれた転送ポイントまでやってきた。

　すかさず、マスコット人形〝ピータ〟を使用する。

「いきます！　せーのっ……えいっ！」

　ポータは、ピータの脚あし部分を引っ張った。

　同時に、ピーッ！　ピーッ！　ピーッ！　と、けたたましい警報が鳴り響ひびいた。

「これで大丈夫です！　こうして緊きん急きゆう事態を知らせれば……」

　ピーッ！　ピーッ！　ピーッ！

「様子を見に来てくれると……思うんですけど……」

　ピーッ！　ピーッ！　ピーッ！

「えっと……ちょっと、うるさすぎですぅ……」

　もう充じゆう分ぶんに知らせてくれたと思うので、ピータの腕うで部分を引っ張って、音を止めた。脚でＯＮ、腕でＯＦＦという仕様の、子供用防犯ブザーである。さておき。

　待つこと、しばし。

「……あっ！　来てくれました！」

　上空から転送ポイントへ、大きな光の塊かたまりが降り立った。待ちに待った人が転送されてきたようだ。ポータは大喜びで駆け寄る……

　が。

「やっとＨＡＨＡＫＯから逃にげられたと思ったら、次は緊急招集だなんて。忙いそがしすぎて目が回りそうよ。まったく」

「こっちの呼びかけには応答しなかったくせに～、急に呼び付けるとか～、何様のつもりだろうね～」

「義務じゃけぇ、来てやったが……事と次し第だいによっては……ん？」

　光の眩まぶしさが霧む散さんすると、そこに、三人いる。

　虎とらのように獰どう猛もうに、不ふ機き嫌げんな気配をまき散らしている、母ぼ逆ぎやくのアマンテ。

　気け怠だるく蕩とろけた瞳ひとみで前まえ髪がみを眺めて、骨の装そう飾しよくを弄もてあそんでいる、母ぼ蔑べつのソレラ。

　そして、鮫さめのフードを目ま深ぶかにかぶり、厳いかつい口調で漢おとこをアピールする、ぼんやり目つきの格かく闘とう家か女の子、母ぼ脅きようのフラテロ。

　反はん抗こう組織リベーレの、四天王の三人が現れた！

　ポータは、開いた口が塞ふさがらない。

「あわ……あわわわっ……!?」

「なんじゃ？　ポータがおるぞ」

「本当だわ。どうしてこんなところに？」

「やっほ～。久しぶり～。ポータちゃん一人だけかな～？」

「は、はい！　ここにいるのは自分だけです！……って、答えてる場合じゃなくて……えっと、えっと……えええっ!?」

　ポータが呼ぼうとしたのは、間ま違ちがっても、この三人じゃない。全然違う。

　違うけど、急に来てしまって、近付いてくる。

　ポータが、そぉ～っと一歩、後退すると、二歩三歩と、どんどん迫せまってくる。

「私たちは一応、敵同士という立場なのだけど、ポータちゃんに危害を加えるつもりはないわ。だから安心して、質問に答えてくれるかしら」

「私たちを呼んだのは～、ポータちゃんなのかな～？」

「ち、違いますっ！　自分は呼んでないですっ！」

「ポータしかおらんのに、ポータは呼んどらんのか？　おかしな話じゃ。ワシらは確かに、組織の緊急信号を受け取ったけぇ、ここへ……おい待て。止まるんじゃ」

「ふぇ？……あっ……！」

　高台の縁ふちまで後ずさっていたポータが、すかっと、足を踏ふみ外した。

　フラテロが咄とつ嗟さに手を伸のばすが、届かず、ポータはそのまま倒たおれ込み、落下する……！

　その刹せつ那な。ポータの背後に、闇やみ色いろの渦うずが忽こつ然ぜんと現れて、中から突つき出された手がポータの背中を支えた。

「……あ、あれ？」

「ふん。この期ごに及およんで、マスターご登場か」

「え？　マスターって……反抗組織リベーレの、偉えらい人……？」

「ん。ワシらのボスじゃ。あの闇色渦を扱あつかえるんは、マスターしかおらんけぇの。間違いない」

　ポータを高台に押し戻しながら、闇色渦から人が出てくる。

　漆しつ黒こくの鎧よろいの上に、組織の黒いコートを羽織っている、やや年ねん齢れいを重ねた女性だ。

　眼鏡の奥にある目は、あまりに疲れているようで、下に向けられたまま、目の前にいるポータを見ようともしない。

　酷ひどく暗い表情も含ふくめて、あたかも闇の世界の帝てい王おうのように佇たたずんでいる、その女性は。




「あっ！　お母さん！」

「「「……え？」」」




　ポータが見間違えるはずもない。闇色渦から現れたのは、ポータの母親だ。

　今度は四天王の三人の開いた口が塞がらない。

「ちょっと待ちなさいよ……ど、どういうことなの？」

「あの人は～、ポータちゃんのお母さんで～……で、でも～、闇色渦を使えるってことは～、私たちのマスター……なの～？　どうなの～？」

「ワシも初対面じゃけぇ、わからん。……おいポータ。説明せぇ」

「え、えっと、自分もよくわからないですけど……でも、自分のお母さんです！」

　ポータは、ぱぁっと笑え顔がおを咲さかせて、手配書を手にして駆け寄った。

「お母さん！　自分、こんなのを見つけて、驚おどろいたので、連絡しました！　何かの間違いだと思うんですけど、心配だったので……あっ……」

　ポータの母親は無言のまま、手配書をつまみ上げて、丸めて捨てた。

　娘むすめには目もくれず、四天王たちに呼びかける。

「必要なことは全すべて説明するわ。ただ、ここは場所が悪い。勇者の母親やＨＡＨＡＫＯに感付かれる前に、移動するわよ。ついてきなさい」

「そ、そうね……ポータちゃんがいる、ということは、大おお好すき真々子たちもきっと近くにいるわよね……あと厄やつ介かいなＨＡＨＡＫＯも……」

「じゃあ～、とりあえず～、ついていってみる～？」

「ん。素す性じようについても、ゴボドーランドでワシらを放ほったらかした件についても、説明してもらわんといかんけぇの。虎こ穴けつに入いらずんば虎こ子じを得ず、じゃ」

　ポータの母親は踵きびすを返し、闇色渦の中に入っていく。四天王の三人は、充分に警けい戒かいしながら、その後に続いた。

　四人の姿が消えて、ポータだけ、その場に残された。

「あ、あの、お母さん……自分は、どうしたら……」

「仲間のところへ戻ればいいわ」

　冷たい声がして、闇色渦がじわじわと縮小していく。

　ポータは、唇くちびるを嚙かみ、零こぼれ落ちそうになった涙を拭って、じっと考える。

　母親を追いかけて、闇色渦の中に飛び込むか。

　仲間たちがいる、カーサーン王都に戻るか。

　二つの行き先を交こう互ごに見つめたポータは……決断した。







　いつしか日が暮れて、間もなく夜。

　真人たちがお母さん屋に集合してから、かなりの時間が経過した。

　テーブル席に座っている真人は、乾かわき切ったティーカップの底を眺めるのをやめて、顔を上げた。

　隣となりの席に、黙だまり込んでいる真々子がいる。向かいの席には、天てん井じようを見上げているワイズと、じっと窓の外を見つめているメディがいる。

　モーネは、カウンターの奥にこもって、書類の整理をしている。

　一人足りない。

「……さすがに、遅おそすぎるな。ちょっとその辺を見てくる」

「そうね。お母さんも行くわ」

　真人と真々子が席を立つと、ワイズとメディも立ち上がった。入れ違いになった時のため、モーネに留守番を任せて、真人たちはポータを探しに行くことにした。

　すると、ちょうどその時だった。ドアベルが軽快に鳴った。

「おっ！　やっと戻ってきた……か？」

　真人たちが一いつ斉せいに目を向けると。

　玄げん関かんから、大きな風ふ呂ろ敷しき包づつみが、無理やり押し込まれようとしている。大きすぎて、戸口に引っ掛かかって、なかなか入らないのだが、でも強引にねじ込まれようとしている。

「ぐぬぬっ……縦にすればよかったかのう……ワシとしたことが、しくじったわ」

「え？……その声……フラテロか!?」

「ん、あんちゃんか。久しぶりじゃの。悪いがちょっと手伝ってくれ。そっちから引っ張ってくれれば……いや、いけそうか？　んゃあああっ！」

「ちょ待て！　何を持って来たんだよ！……まさか、なんかヤバいものか!?」

　子供たちに妙みようなバッジを配った、黒いコートのサンタクロースが、お母さん屋に災さい厄やくを届けにきたのかもしれない。真人は慌あわてて押し返そうとするが……遅かった。

　不意に、風呂敷包みの結び目が解ほどけて、中身が雪崩なだれのように飛び出してくる。「ヤバいっ!?」「マー君!?」真人は頭から、どさっと浴びてしまった。

　だが無傷だ。衝しよう撃げきが、すごく軽かった。

「え、なんだこれ？」

　真人の頭の上に、何か乗っかっている。つまみ上げてみると、三角形の布だ。

　緑のストライプ柄がらの、女子用下着だ。

「これ、見覚えが……ああ、そうだ！　ワイズの、木曜日のパンツじゃんか！」

「え、マジで？……あ、ホントだ。あたしのじゃん」

「だろ？　メディのと区別できるように、タグのところに〝Ｗ〟って書いてあるのが、ワイズのだよな。メディは〝Ｍ〟でさ」

「そうそう。でもさ、逆さまにしたら、どっちにも見えるから、よく間違えるのよねー……って、あんた詳くわしく知りすぎでしょ」

「そうですね。詳しく知りすぎですね」

「こ、この前さ！　俺の洗せん濯たく物ものに紛まぎれ込んでて、チラッと見ただけだから！　悪気はなかったんだけど！」

　悪気があってもなくても関係ないようだ。ワイズとメディが、すごい笑顔で迫ってくる。「ぶへっ!?」魔ま法ほう書でビンタされて、「うごっ!?」杖つえで脳天を叩たたかれた。結局、真人は無傷ではいられなかった。さておき。

　真人の周囲には、様々な日用品が散乱している。下着の他ほかにも、パジャマや、セーラー服や、水着。米や味み噌そ、醬しよう油ゆなどの調味料もある。

「俺の着き替がえに、母さんが入手したコスチューム……普ふ段だん使ってる食材もあるぞ……これって、俺たちの荷物じゃんか」

「ん。あんちゃんたちの荷物じゃ。確かに返したぞ」

「返したって……おい待てよ！　これは全部、ポータに預けてた物だぞ！……お前ら、まさか、ポータに何かしたのか!?」

　真人は立ち上がり、剣けんを構えた。ワイズとメディ、さらに真々子も、緊きん迫ぱくした様子で身構えている。「私は、えっと……避ひ難なん！」モーネはカウンターの奥に引っ込んだ。

　フラテロは、戦せん闘とう態勢の真人たちをぼんやりと眺ながめて、そっと両手を上げた。

「……おい、なんの真ま似ねだよ」

「今はあんちゃんたちと戦う気はないけぇの。……あんちゃん、早とちりはいかんぞ。ワシらはポータに何もしとらん」

「全く信用できない」

「じゃったら、本人の口から言ってもらうしかないのう」

　フラテロはあっさり引き下がった。「待てよ！」真人たちはお母さん屋から飛び出して後を追う。

　通りに出ると、フラテロだけでなく、アマンテとソレラの姿もある。

「お前らまで……いきなり四天王が勢せい揃ぞろいかよ」

「フフッ。そうね。その通りよ。こちらは、四天王が、勢揃いよ」

「何よそれ。なんか、もったいぶった言い方じゃん」

「何かあるのでしたら、いちいち説明していただいて構いませんよ？」

「馬ば鹿かなことを。この私が……」

「はいは～い。アマンテがいちいち説明しちゃうより～、本人に登場してもらった方が早いよ～。はいどうぞ～」

　アマンテとソレラが、そっと身を引いて、二人の間に通り道を空けた。

　小こ柄がらな人ひと影かげが、確かな足取りで進み出てくる。

　組織の黒いコートに身を包み、ショルダーバッグを肩かた掛かけしている……

　張り詰つめた表情のポータだ。

「おい、ちょっと待てよ……ポータが、なんで……え？」

「聞いてください！」

　戸と惑まどう真人たちへ、ぺこりとお辞じ儀ぎをして。

「真人さん、ママさん、ワイズさん、メディさん！　今までお世話になりました！　自分は、反はん抗こう組織リベーレの、四天王の一人になりました！　自分は……お母さんが大好きな者、〝母ぼ好こうのポータ〟です！」

　ポータが、真人たちの仲間から外れて、敵に寝ね返がえった。

「えっと、ちょっと待って？……ねえポータ、冗じよう談だんよね？」

「本当です！　自分は四天王の一人です！　アマンテさんと、ソレラさんと、フラテロさんの仲間です！」

「あり得ませんね。あり得ません。……ああ、わかりました。あのバッジですね。組織の策略により、ポータちゃんは洗脳されているのでしょう。さあ説明をどうぞ」

「バッジ？　洗脳？　なんのことを言っているのか、わからないのだけど」

「おいアマンテ！　とぼけるなよ！　今こそ、勝手にべらべら説明しろよ！　お前はそういう係だろ！」

「失礼ね！　私は勝手にべらべら説明したことなんて、一度もないわよ！　そんな係になった覚えもないわ！」

「はいは～い。自覚がない人は～、ちょっと黙っててね～」

「あんちゃんたちも、ちょっと落ち着け。驚いてるんは、わかるが……一体なんのことを言っとるんか、全然わからんぞ？　ワシらは洗脳なんぞ、しとらん」

　バッジや洗脳について、アマンテたちは本気で心当たりがないようだ。どうにも不可解なのだが……追つい及きゆうしている暇ひまはない。

「荷物はお返ししました！　挨あい拶さつもしました！　自分は、組織のお城に帰ります！」

　ポータがアイテムを取り出した。〝移〟の字が表示されている、転送魔法の効果が込こめられた宝ほう珠じゆ型のアイテムだ。

「待てよポータ！　ちょっと待てってば！」

「待ちません！　すみません！　さよならです！」

「ポータちゃん！　お願いだから待って！……せめて一つだけ教えてくれないかしら！」

「ママさん……な、なんでしょうか！」

「ポータちゃんは、私たちと一いつ緒しよにいるのが嫌いやになったの？　だから四天王の仲間になったの？」

「それは違ちがいます！　自分は、ママさんたちのことは大好きです！……でも自分は……自分は、やっぱり、自分のお母さんと一緒にいたいです！　なので！」

　宝珠が放ほうり上げられた。ポータと、ポータの傍そばに集まった四天王たちの姿が、光の繭まゆに包み込まれる。眩まぶしい光の塊かたまりが、一いつ瞬しゆんで暗い夜空に飛び上がった。

「お母さんと一緒って……どういうことだ……？」

　真人の問いかけに、答えてくれる者はいない。真々子も、ワイズも、メディも、言葉を失って、光が飛び去った空を見つめ続けている。

　真人が冒ぼう険けんを始めた頃ころから、ずっと仲間で、ずっと傍にいて、ほんの一瞬前まで、そこにいたはずなのに。そこには、もう誰だれもいない。

　ポータは、真人たちのもとを去ってしまった。

















第二章　いつも『おはよう』を言っていた相手がいない。どうする？　決まってる。









　その城は、どこにも窓がなく、日の光が差し込まない。

　朝の訪おとずれを告げるのは、死し霊りようたちだ。体を失っても在あり続ける霊れい体たいが、広大な城内を行き交かい、魔法石の照明にそっと触ふれて、青白い輝かがやきを灯ともしていく。

　壁かべを自由にすり抜ぬけて、個人の寝しん室しつにも灯して回る。

「……ん……ふぇ？　ふわわわぁっ!?　おばっ、おばっ、おばけぇ!?」

　眩しさに気付き、ポータが目を開けると、ちょうど目の前に死霊の顔があった。

　死霊は、びっくり仰ぎよう天てんしたポータを気にも留めず、また壁をすり抜けて去っていった。

「こ、怖こわかったですぅ……」

　おかげで、すっかり目が覚めた。起きる時間だ。

　ぬいぐるみで埋うめ尽つくされている、ふっかふかのベッドから抜け出して、まずは洗顔。

　壁かべ際ぎわに備え付けられている洗面台まで、走る。

「ううぅ～、冷たいです！　でも、すっきりしました！」

　顔を洗ったら、次は着替えだ。部屋の逆サイドにあるクローゼットまで走る。部屋がとにかく広い。

　着ぐるみパジャマから、四天王のコートに着替えて。

「ちゃんとショルダーバッグも持って……次は、ご飯です！」

　ここには、仲間で一緒に朝食を取る習慣がないらしい。

　部屋の中央にあるテーブルに、トレーに載のせられた朝食セットが置かれている。死霊が用意してくれたのだろうか。メニューは、トースト、ハムエッグ、ポテトサラダとスープ。

　美味おいしそうだが、作ってから時間が経たっているようだ。

「自分はちょっと寝ね坊ぼうしちゃったみたいです！　これは自分のせいです！　じゃあ、いただきます！……んーっ！　美味しいです！」

　冷めたトーストにかじりついて、冷めたスープを一口飲んで。

　とびきり明るい声が、一つきり。広い部屋に響ひびいた。

　そうして、ポータは夢中で食べる。背中を丸めて、食べ物だけ見つめて食べる。

　顔を上げる必要はないのだ。誰かが周りにいるわけではないから。

「……大だい丈じよう夫ぶです。自分、ゲーム世界に来る前はずっと、こんな風に、一人でご飯を食べてました。だから大丈夫です」

　言い張って、言い聞かせて……でも、ふと手が止まってしまって。

　ベッドから運んできた、四体のぬいぐるみを隣となりに座らせて、ポータは一気に朝食を平らげた。







　予定については、昨日の内に通達されている。今日はまず会議から。

　支し度たくを済ませたポータは、集合場所である玉座の間へ急ぐ。「お、おはようございます！」通路の要所に立っているスケルトン騎き士しに挨拶しながら、とにかく広い城内を駆かけ抜けて。

　反抗組織のマークが刻まれている大おお扉とびらの前に到とう着ちやくした。

「えっと……おはようございます！　ポータです！　中に入っていいでしょうか！」

　呼びかけて、待っていると。

　大扉が少し開かれて、アマンテが顔を覗のぞかせた。

「いちいち聞く必要はないわ。ポータちゃんは四天王の一人よ。堂々と入ってきなさい」

「は、はい！　ありがとうございます！　失礼します！」

　厳しい口調ながらも、優やさしさが感じられて、ちょっと元気が出てきたかもしれない。

　玉座の間には、既すでにポータ以外の全員が集まっている。「おは～」ソレラが暢のん気きに手を振ふってくれている。「ん」フラテロは、ビシッと拳こぶしを突つき出してきた。

　つい昨日まで敵同士だったはずなのに、随ずい分ぶんと気さくな反応だ。

　ポータは安あん堵どして、表情を緩ゆるめる……

「遅おそかったわね。まあ、別に構わないのだけど」

　その声が聞こえた途と端たん、和なごやかな雰ふん囲い気きが一瞬で消し飛んだ。

　壇だん上じように据すえられた玉座に、魔ま王おうと呼んで差し支つかえない気配を放つ存在がいる。

　鎧よろいをまとい、コートをまとい、ゆったりと腰こしかけて頰ほお杖づえを突いたまま、直属の部下である四天王さえも眼中にない。孤こ高こうの魔王だ。

「あの……お、お母さん……おは……」

「重要な用件があるのなら、手短にお願い」

　朝の挨拶をするのは、重要な用件か……違う気がする。ポータは口を閉じて俯うつむいた。

　すると、他ほかの四天王たちがポータの周りに集まってきた。「ぎゅ～」「え……？」ソレラが後ろから抱だき締しめる。フラテロは無言のまま、ポータを背に庇かばうように立った。

　アマンテは、ポータの肩かたを軽く叩たたいて、壇上を睨にらみ上げる。

「ねえマスター。早さつ速そくだけど、一つ提案していいかしら」

「言ってみなさい」

「私たちがこうして、一堂に会するのは、これが初めてだわ。だからまずは、お互たがいに自己紹しよう介かいをするべきだと思うの。どう？」

「必要ないわ。私は、あなたたちのことを知っているから」

「そちらはそうかもしれないけど、私たちはマスターの素す性じようを知らないわ。だから……」

「私は、反抗組織リベーレの創設者にして支配者。名前は……そうね……死した母親が堕おちる冥めい界かいの主あるじ〝冥めい母ぼハハーデス〟とでも名乗っておくわ」

　適当に、その辺を眺ながめながら、単なる思い付きで作られたような自己紹介だ。

　アマンテは不快感を滲にじませている。

「充じゆう分ぶんな情報ではないわね。私としては、マスターが本当に、ポータちゃんの母親なのか、その点を明言してもらいたかったのだけど」

「戸こ籍せき上は、そういうことになっているわ」

「戸籍上は、って……その言い方はどうなのよ。もっと言い方があるでしょう？　目の前に子供がいるのに、そんな……っ！」

「自分は大丈夫です！」

　ポータは咄とつ嗟さに、アマンテのコートを引っ張って止めた。思い切り、首を横に振って見せる。全然気にしてないと。

「大丈夫って、そんなわけが……」

「アマンテ～。そこまでにしよ～」

「聞く方の身にもなれ。余計に騒さわぎ立ててやるな」

「……そうね。わかったわ」

　ソレラとフラテロにも止められて、アマンテはしぶしぶ口を閉じた。

　自身の発言が原因で発生した騒ぎさえも、冥母ハハーデスは見ていない。

「そちらの用件は済んだわね。なら私から指示を出すわ。まずは、この城の守りを固めなさい。大至急」

「守りを固めるって～、誰か攻せめてくるの～？……あ～、そっか～。マスターの手配書が出回ってるんだっけ～」

「とは言え、この城は到とう達たつ不可能な場所にあるけぇ、誰も来れんじゃろ」

「私を捕つかまえたがっているのは運営よ。設定を変えてくる可能性もある。……それに、運営の手に余る問題を、滅め茶ちや苦く茶ちやなことをして解決してしまう人たちもいるわ」

「「「あー……」」」

　誰のことを言っているのか、四天王たちは実体験から理解したようだ。

「遅かれ早かれ、相手はここに辿たどり着くでしょう。だけど、あまり早すぎては困るの。私の計画を、中ちゆう途と半はん端ぱに終わらせないために、しばらく時間を稼かせぐ必要があるわ。……そういうことだから、速すみやかに……」

「はい！　自分が、罠わなとか色々作って、誰もお母さんに近付けないようにします！　自分にお任せください！」

　ここぞとばかりに、ポータは元気よく挙手をした。

　冥母ハハーデスは、少し驚おどろいたように眉まゆを上げただけで、やはり目を向けてこないが、それでも元気よく。なおさら大きな声で。

「……攻めてくるのは、あなたの元仲間たちだと、そう言ったつもりだけど」

「はい！　よく知っているので、なんとかできると思います！　自分は、今は四天王の一人なので、四天王として頑がん張ばります！」

「そう……だったら、やりたいようにやればいいわ」

「わかりました！……えっと……この、母ぼ好こうのポータが、お母さんを守ります！　見ていてください！」

　四天王としての名乗りを上げて、ポータは回れ右。大急ぎで玉座の間を飛び出した。
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　ポータの姿を見送ることなく、適当にその辺を眺めていた冥母ハハーデスが、ふと口を開いた。

「私はあの子に、母を喪そう失しつせし者として〝母ぼ喪そう〟の二つ名を与あたえたはずなのだけど……ぼこう、とは、なんなのかしら」

「ポータちゃんが自分で付けた二つ名よ。母親が大好きな者として、勝手にそう名乗っているみたいね」

「私としては～、やめた方がいいと思うんだけどね～」

「ん。四天王の肩かた書がきとして相応ふさわしくない。……何より、こんな母親を好きなんて、ポータは頭がおかしいんかと……」

「黙だまりなさい」

　冥母ハハーデスの剣けん吞のんな視線と、フラテロのぼんやりとした視線が、真っ向からぶつかって、どちらも引かない。

「ほう。ワシとは目を合わせられるんか。……で、どの辺が気に障さわったんかのう。こんな母親呼ばわりしたことか？　それとも、ポータを馬ば鹿かにしたことか？　母親らしいことは何もせんくせに、母親として怒おこったんか？」

「黙れと言ったわ。……無む駄だ口ぐちを叩いている暇ひまはないはずよ。あなたたちも作業に取り掛かかりなさい。素直に命令に従うのであれば、その失礼な態度は不問とするわ」

「従わんと言ったら、どうじゃ？　お仕置きでもしてくれるんか？」

「……本当に不ふ愉ゆ快かいな態度ね。なんのつもりかしら」

「なんのつもりか、ですって？」

「それはこっちのセリフだよね～」

　冥母ハハーデスとフラテロの睨み合いに、アマンテとソレラも乱入する。

「あなたはまだ説明責任を充分に果たしていないわ。ゴボドーランドで、私たちがまだそこにいるにもかかわらず、組織のアジトを海に沈しずめようとしたわよね。一体どういうつもりだったのかしら」

「運営による調査解かい析せきが、予想以上に素早かったの。活動の証しよう拠こを押さえられないようにするために、急いで消去する必要があったわ。一刻を争う事態だったのよ。配はい慮りよが足りなかった点については謝罪します」

「じゃあ～、その後～、私たちが何度も呼びかけたのに応答してくれなかったのは～、どういうことなの～？」

「同様に、運営の捜そう査さをかわす作業に追われていたの。応答する暇がなかったのよ。それについても謝罪するわ」

「見事に口先だけの謝罪じゃのう」

「さて、説明は以上よ。私の指示に従って……」

「ふざけないで」

　明らかな敵意を込こめた視線で、四天王の三人が冥母ハハーデスを見つめた。

「いちいち言う必要はないでしょうけど、こちらの態度をはっきりさせてやるわ。……私たちは、私たちの扱あつかいに納なつ得とくがいかない。あなたに反感を持っているわ」

「あらあら、聞き分けのない部下たちね」

「当然じゃろ。それでなくとも、ワシらは母親に反はん抗こうする組織の四天王じゃけぇの」

「嫌きらいな母親にあれこれ指図されて～、ほいほい従う私たちじゃないよね～」

「なるほど。それはそうね。あなたたちは正しいわ。組織の理念を確実に遂すい行こうしている。……だったら、こうしましょう」

　冥母ハハーデスは、そっと手を掲かかげた。

　頭上に、ポータのバッグよりも遥はるかに大きい、怪かい物ぶつの頭のような形状のショルダーバッグが出現して、口を開いた。

　刹せつ那な、剣けんに刀、槍やりや斧おのなど、大量の武器が飛び出して、アマンテたちを取り囲んだ。鋭えい利りな切っ先が喉のど元もとに突き付けられる。

「これは……」

「私の本来の職業は、商人よ。母親補正の効果で、武器、防具、アイテムを無制限に所持できるわ。さらに、こうして使用することもできる」

「なんでも使えちゃうの～!?　それはズルいよ～！」

「落ち着けソレラ。全すべての武器を扱えても、当てられんかったら意味はない。……そうじゃろ、アマンテ」

「ふふん。そうね。私にはいかなる攻こう撃げきも通用しないわ。こんな物、全て弾はじき返して……！」

「できるかしら？」

　冥母ハハーデスは、唱える。

「下取トレイデインヌ」

　その途と端たん、アマンテたちの体から、魂たましいにも似た輝かがやきが抜ぬき出された。

　輝きは、辞典のような書物に姿を変えて、ショルダーバッグの中に吸い込まれた。

「え？……今度は何を……？」

「反射、能力低下、母親に対する特とく殊しゆ攻撃補正……あなたたちが所有していた固有スキルを、スキル書として、こちらで買い取らせてもらったわ」

「何言ってるの～？　スキルは～、売り買いできるものじゃないよ～？」

「可能よ。私は商人だもの。あらゆるものを、取引の対象にできるわ。……ああ、そうだわ。代金を支し払はらわないと。査定価格は……これくらいかしら」

　ショルダーバッグから、一マム硬こう貨かが三枚、ぺっと吐はき出されて、四天王たちの足あし下もとに転がった。

「馬鹿な……おい、アマンテ」

「ちょっとアマンテ～！」

「え？」

　フラテロは、アマンテの腹にパンチした。「んぼっ!?」攻撃が命中。反射されない。

　ソレラも、アマンテの頭を引っぱたいた。「いたっ!?」攻撃が当たった。反射されない。

「どどど、ど～しよ～!?　ホントにスキルがなくなってるよ～!?」

「そのようね。……二回も確かく認にんする必要は、なかったと思うのだけど」

「とにかく、ワシらは戦う術を失ったようじゃ。やってくれるのう。……で？　ワシらを力ちから尽ずくで抑おさえ込んで、ご命令か」

「そうよ。私に従いなさい。……あなたたちは、組織の四天王として、ここで為なすべきことをしなさい。この指示を遂行できた暁あかつきには、スキルの返へん還かんに応じるわ。以上」

　浮ふ遊ゆうする武器たちが、完全包囲を解いて、玉座の間の出口への通り道を開けた。出ていけ、と。

「……最後に一つ、聞かせてくれないかしら。大おお好すき真まさ人とたちが、バッジとか、洗脳とか、私たちには身に覚えがないこと言っていたのだけど……」

「現在、私自ら主導して、世界から母親を除去するための作戦を実行中よ。でも、あなたたちがそちらに関かかわる必要はないわ。下手に手を出されて、失敗しては困るから」

「あらら～。邪じや魔ま者もの扱いだね～。……つまり～、私たちは三人とも～、見限られちゃったってことかな～」

「望むところじゃ。清々するけぇの。ふんっ」

　強気に啖たん呵かを切って、四天王の三人は退出した。

　その背を見送る冥めい母ぼハハーデスが、まるで自じ嘲ちようするように笑ったことには、誰だれも気付かなかった。







　玉座の間を後にした三人は、揃そろってため息を吐ついた。

「……まさか、マスターが本当に、ポータちゃんの母親だったとはね。予想外だったわ」

「だよね～。ポータちゃんのことを～、特に気にしてたとこがあったから～、家族の誰かかな～とか思ったけど～……まさかお母さんとはね～」

「でもって、母親のくせに、世界から母親を消すために活動しとる……一体、何を考えとるんじゃ……」

　ふと立ち止まったフラテロは、後方にある玉座の間の大おお扉とびらを眺ながめた。

　もちろん、疑問の答えは見当たらない。

「わからないと言えば、ポータちゃんに対する態度もわからないわね」

「それね～。あれで母親とか～、あり得ないよね～。ポータちゃんが～、あんなに大好きアピールしてるのに～、目を合わせようともしないんだよ～？」

「かと思えば、待たい遇ぐうは悪くない。部屋も、四天王のコートも、元々、ポータ用に用意されとったようじゃ。前に潰つぶされたアジトにも、同じような部屋があったじゃろ」

「そうね……マスターはそもそも、ポータちゃんを四天王の一人にするつもりだったように思えるわ。でも、来たら、あの冷たすぎる態度。……なんなのよ、まったく！」

　たまたまそこにいただけの、罪のないスケルトン騎き士しが、アマンテの憂うさ晴ばらしのために殴なぐられて、頭が吹ふっ飛んだ。

　だが命に別状はない。そもそも死んでいる。体が、大急ぎで頭を追いかけていった。

「あらら～。荒あれてるね～。まあ気持ちはわかるけど～……でもさ～」

「わからんことを考えとっても仕方ないけぇの。こういう時は、シンプルでええじゃろ」

「……そうね。その通りよ。フフフ」

　苛いら立だちを、大きなため息に混ぜて吐き出して、アマンテは悪質に含ふくみ笑った。

「少なくとも、マスターが母親であることは、はっきりしている。しかも、この私たちを虚こ仮けにしてくれた、非常に腹立たしい母親よ。だとしたら、私たち四天王が為すべきことは決まっているわ」

「だね～。めちゃめちゃムカつく母親が何かしようとしているんだったら～？」

「もちろん、邪魔しちゃる」

　ソレラとフラテロも悪質に、にやりと微笑ほほえんだ。

「あんな母親を守ろうとしているポータちゃんを、どうにか説得したいところだけど、それは後回しにしましょう。まずはマスターの作戦を妨ぼう害がいしてやるわよ」

「マスターは～、この城へ攻せめてくる人を警けい戒かいしてるみたいだよね～。だったら～」

「なおさら、お招きしちゃる」

「というわけで、通常の移動方法では到とう達たつ不可能なここへ、マスターが最も警戒している人を案内したいのだけど……そんなことができる無茶苦茶な人が、その辺りにいたりしないかしら？」

　と、アマンテは通路の隅すみに呼びかけた。そこには誰もいないのだが……

　床ゆかの部分が、飴あめ細工のように持ち上がり、人間に姿を変えていく。

　真ま々ま子この顔、真々子の髪かみ、真々子そっくりの体に、黒いワンピースを身に着けて。

　真々子を模した特とく殊しゆな存在、ＨＡＨＡＫＯが現れた。

「どうしてわかったのかしら……ああ、そうね。これが親子の以心伝心なのね。うふふ」

「違ちがうわよ。今まで、散々、追いかけ回されていたおかげで、なんとなく気配がわかるようになったのよ。……そんなことより」

「ええ。任せておいて。ポータちゃんのお母さんが、最も警戒していそうな人……真々子さんたちを、ここへ案内するわね」

「くっくっく。ええそうよ。大好真々子たちをここへ……え？」

「敵として戦っていた相手を、招いてあげるなんて、とっても親切ね。いつの間にか、仲良しさんになっていたのかしら。素す敵てきなことだわ。うふふ。みんな、いい子」

　嬉うれしそうに微笑んで、ＨＡＨＡＫＯは再び床に溶とけ込んでいった。

「えっと～……マスターの敵は～、組織の敵で～……」

「ワシらにとっても、最も警戒せんといかん相手じゃけぇ……」

「わざわざ招いてあげるなんて……私たち、馬ば鹿かなの？」

　呆ぼう然ぜんと見つめ合ったアマンテたち三人は、「「「……馬鹿だ……」」」わかりきった答えを口にして、ずーんと落ち込むのだった。







　一方、その頃ころ。

「……これは、どういうことでしょうか」

「ご覧の通りの状じよう況きようですが、何か？」

　真人は、謎なぞの修道女シラーセに膝ひざ枕まくらされて、じーっと見下ろされている。

　後頭部に、五歳の娘むすめがいる、他所よそのお母さんの太ももの感かん触しよくを感じている。

「（……なんだこれ？　何が起きている？）」

　状況の整理が必要だ。

　真人の現在地は、カーサーン王都の宿屋の一室。

　チラッと周囲をうかがうと……壁かべにもたれかかって、冷ややかな目で真人を眺めているワイズとメディがいる。

　今日はみんな、早くに目が覚めて、早めに朝食を取り、今は午前中。

「（ポータを探しに行きたいけど、どこへ行けばいいのか、わからなくて……）」

　仲間たちは、思い思いの場所に落ち着いて、ひたすら不安に耐たえていた。

　真人は、ベッドに寝ね転ころがり、固く目を閉じて、ポータの無事を願っていた。

「（そう。その時だ）」

　真々子が『マー君、ちょっといいかしら』声をかけてきて、真人の頭を持ち上げて、その場所に座ったのだ。膝枕しようとしているのはわかった。

　思い悩なやむ真人を心配していたのだろう。

　真人は、いちいち対応するのが面めん倒どうに思えて、好きにさせておいたのだが……なんとなく、いつもと感触が違うなと思って、目を開けたら。

「折角ですから、耳かきでもしましょうか？」

　冷静に、じーっと見下ろしてくる、シラーセの顔がある。やっぱりある。

　真々子はベッドの脇わきに立っている。ちょっと申し訳なさそうに微笑んでいる様子から察するに、シラーセと組んで、一ひと芝しば居い打ったのだろう。

　状況を理解できた真人は、ゆっくりと体を起こした。

「……どうも、お世話になりました」

「おや、冷静な反応ですね。怒ど鳴なり散らすかと思ったのですが」

「そういう気分じゃないんで。すいません」

「そうですか……でしたら……真人君、歯を食いしばってください」

「え？」

　シラーセが手を振ふり上げて、痛つう烈れつに、真人の頰ほおを叩たたいた。

　真々子も、ワイズも、メディも、頰を叩かれた真人も、呆然とシラーセを見つめる。

「真人君！　その有り様はなんですか！　ワイズさんも、メディさんも、腑ふ抜ぬけている場合ではないでしょう！　しっかりしなさい！」

　初めて聞く、シラーセの本気の怒鳴り声だった。表情までも怒いかりに満ちている。

　痛みよりも、驚おどろきよりも、言葉が真人たちに沁しみ込んでくる。じわじわと、活力を与あたえてくれる。

「そう、ですよね……ですよね！」

「あたしたちが、ここで暗くなってたって……！」

「状況は何も変わりませ……！」

「私がこうして訪ねて来たのに、気付きもせず、まともに相手もしてくれないとは、どういうつもりですか！　ちゃんと構ってください！」

「ええっ!?　怒おこってるとこ、そこですか!?」

「怒りますとも！　私は、今日もちゃんとノルマを達成しようと、宿屋の玄げん関かん先さきで、棺かん桶おけに収まって待っていたのです！　それなのに、小一時間経たっても出て来ないなんて！」

「死んで登場はノルマじゃないでしょ……」

「しかも！　待ちに待って、やっと蘇そ生せいされたと思ったら、通りすがりの、見知らぬヒーラーさんでした！　てっきり、皆みなさんだと思って、普ふ段だん通りに挨あい拶さつをしたら〝え、誰？〟みたいな、とても冷ややかな対応をされてしまいましたよ！　あれは本当に恥はずかしかった！　恥ずかしくて、もう一度死にそうでしたよ！」

「その辺は俺たちのせいじゃないと思うんですけど」

「まあそうですね。そこは私の早とちりでした。てへ」

　普段通り、しれっとした表情に戻もどったシラーセは、真人の頰をさすってくる。

「どうすれば、この重苦しい雰ふん囲い気きを茶化せるか、私なりに考えてのことだったのですが……手を上げるのは、よくありませんでしたね。すみません」

「動機が不純すぎるんですけど……まあ、いいですよ。おかげで目が覚めましたから」

「真々子さんにも、謝らなければいけませんね。大切な息子むすこさんに、酷ひどいことをしてしまいました。申し訳ありません」

「いいえ……本当なら私が、マー君たちを元気付けるために、声を上げるべきだったの。だけど、私はどうしても、強く言えないから……シラーセさんのおかげで助かったわ」

「そうですか。私のおかげで助かりましたか。でしたら、全く気にしないようにします。私はこうして、ふざけ続けることをお約束しますよ。フフフ」

　迷めい惑わくな話だが、俯うつむいていた気持ちが上向きになったのは事実だ。

　真人たちは姿勢を正して、あらためてシラーセを迎むかえた。

「こうしてシラーセさんが来たからには、何か重要な情報をお知らーせしてくれるんですよね。お願いします」

「もちろんですとも。……ポータさんの離り脱だつについては、皆さんが馬鹿みたいにぼけーっとしていた間に、真々子さんから詳くわしくお話をうかがいました」

「ちょ言い方。まあ否定はしないけどー」

「まずは、ポータさんが仲間から離はなれることになった理由……ポータさんの母親について、お知らーせいたします」

　シラーセは、懐ふところから一枚の紙を取り出して、ローテーブルに置いた。ポータの母親の似顔絵が描えがかれている手配書だ。

「この人が、ポータの母さん……？」

「お名前は〝堀ほつ田た佐さ央お理り〟さん。ポータさんの、実の母親であり……〝ＭＭＭＭＭＯＲＰＧ（仮）〟の、プロデューサーをされている方です」

「……え？」

　予想外に飛び出した肩かた書がきに、真人の思考が一いつ瞬しゆん、停止した。

「ポータの母さんが、このゲームのプロデューサーって、マジですか？」

「マジです。本作は〝ママの、ママによる、ママのための〟ＭＭＯＲＰＧということで、私のような末まつ端たんの職員も含め、母親が優先的に起用されています。職場で女性が活かつ躍やくできる機会を増やしたい、という、運営者である政府の意向もあるわけですが……堀田さんに関しては、経験と実績が評価されて順当に選出されたそうです。いわゆる〝叩き上げ〟のプロデューサーさんですよ」

「子育てしながらプロデューサーまで上り詰つめたってこと？　すっご」

「相当な努力をなさったのでしょうね。母親プロデューサーですか……ああ、そういえば……親子二人一組での参加が基本条件にもかかわらず、ポータちゃんが子供だけで参加できていたのは、もしかして……？」

「まあお察しの通りでしょう。立場上、多少の無理を押し通すことは可能ですから。……ただ、堀田さんは……それとは別に、裏で大変なことをしていたため、こういう事態になりました」

　シラーセは、手配書の表記を指でつついた。

「堀田さんは密ひそかに、ゲーム内に、ある組織を設立し、ゲーム世界から母親を排はい除じよするため、様々な活動を行っていました。その組織の名は、反はん抗こう組織リベーレといいます」

　息を飲んだ真人たちを見み渡わたして、シラーセは続ける。

「堀田さんが組織の首しゆ謀ぼう者しやである……その事実を突つき止めた運営は、事情を聴きくために、まずは堀田さんの身み柄がらを押さえようとしました。ですが、一足遅おそく、堀田さんはこのゲーム世界に逃にげ込んで、行ゆく方えをくらましてしまいました」

　ポータの母親が、組織の黒幕。ゲーム世界に逃げ込んで行方不明。

「その時点で、私もすぐに、こちらへ馳はせ参じるつもりだったのですけどね……このように不適切な措そ置ちの差し止めや、今後の対応について協議をしていた関係で、随ずい分ぶんと遅くなってしまいました。……子供がこれを目にしたら、どう思うか……まったく配はい慮りよが足りていません。怒りすら覚えましたよ」

　ポータは手配書を目にして、どうにかして連れん絡らくを取り、母親のところへ向かったのだ。

　そうして、母親と一いつ緒しよに、反抗組織リベーレに身を置くことになったと。

「ああ、そっか……冒ぼう険けん者ギルドで隠かくしてたのは、それで……そういうことだったのか……」

　ポータの行動を理解した真人は、ゆっくりとベッドに倒たおれ込んだ。

　天てん井じようを見上げて、しっかりと納なつ得とくする。

「ポータだけは、ずっと母親不在で旅してたからな……会いたくもなるか」

「真人は真々子さんとずっと一緒だし、あたしのママも、メディのお母様も、一緒だったことあるし……ポータだけだったもんね。そりゃ恋こいしくもなるわよ」

「たとえ、全すべての事件の黒幕だったとしても……追われているとしたら尚なお更さら、傍そばにいて、力になりたいと思ったのでしょうね」

「そうね……ポータちゃんは、本当に素す直なおな子だから……自分の気持ちに正直に、お母さんのところへ、一目散に駆かけていったのね。状況がわかって、ちょっと安心できたわ」

　真々子は優やさし気に微笑ほほえんで、真人の頭をそっと撫なでる。「やめろって」「うふふ。ごめんなさい」うちの子も、もうちょっと素直に、なんて思っているのかもしれない。

　仲良し親子の様子を見て、一同の表情が緩ゆるむが……

「これで万事解決、とはいきませんよ。捨て置けない問題が残されたままです」

　シラーセの冷静な一言に、真人たちは再び表情を引き締しめた。

「ですよね。……親子の再会はいいとしても、親の方がな……後は親子水入らずで、お幸せに、というわけにはいかないから……よっと」

　真人は、反動をつけて、勢いよく体を起こして立ち上がった。

「ここであれこれ考えてても、何も始まらない。とにかくポータ親子に会いに行こう」

「それしかないわよね。会ってみて、話してみて、それからどうするか考えましょ。行き当たりばったり上等よ！」

「まずはご挨拶ということで。……手ぶらでおうかがいするのも失礼でしょうから……」

「そうだな。万が一の事態に備えて、装備を万全に……」

「ご挨拶用のお菓か子しを持参しないといけないわね。アマンテちゃんたちも食べるだろうから、二箱くらい必要かしら」

「おい何言ってんだうちの母親。菓子折り持参で、敵地に乗り込む気かよ」

「といいますか、肝かん心じんの、ポータさん親子のところへ辿たどり着く方法については、何かお考えがあるのですか？」

　シラーセの冷静な問いかけに対して。

　真人たちは、にっこり笑って見せた。

「そこは、ほら、シラーセさんが……」

「そうよね。こうして堂々と現れたんだから……」

「既すでに居場所を摑つかんでいて……」

「知りませんよ？」

　シラーセが平然と言った。「「「……え？」」」「知りません」二回も言われた。

「急を要する事態だということは、重々、承知しています。ですが、世の中そう上手うまくはいきません。そういうものですよね？」

「それは、まあ……」

「それでなくとも、真人君たちは勇者一行なのです。自ら考え、苦労を重ねて、やっとのことで道を切り開き、先へと進んでいく……それが勇者の冒険ではありませんか？　他人の力に頼たよって、安易に物事を進めて、それでいいのですか？　いかがですか、真人君」

　すごく正しいことを言われた。

　完全に他力本願になっていた真人は、己おのれを恥じて俯き、唇くちびるを嚙かむ……

「そうですよね……俺たちは、自分の力で……」

「などと厳しいことを言いつつ、既に手を打ってあります。そろそろかと思うのですが……ああ、いらっしゃいましたね」

「え？」

　不意に、部屋の片かた隅すみの床ゆかが異様にせり上がり、真々子そっくりに姿を変えた。

「あっ、ＨＡＨＡＫＯさん!?」

「こんにちは。タイミングは、ばっちりだったかしら」

「最高のタイミングですよ。……それで、首しゆ尾びは」

「上々よ。シラーセさんからのご依い頼らい通り、ポータちゃんのお母さんの居場所を発見したわ。ポータちゃんもそこに。……すぐに案内することができるけど、どうしましょうか」

　そう言って、ＨＡＨＡＫＯは真人に微笑みかけてくる。

「なんやかんや、ふざけながら、ちゃんと手段を整えてくれてるとか……シラーセさん、ズルいですよね。いい意味で」

「運営の不ふ手て際ぎわで、ご迷惑をおかけしてしまいましたからね。そのお詫わびということで」

「わかりました。じゃあ有あり難がたく、ＨＡＨＡＫＯさんに案内してもらいます」

「ああ、ついでに、私という、他所よそのお母さんの膝ひざ枕まくらを経験した真人君には、特別に【お母さんの膝枕マスター】の称しよう号ごうもプレゼントしま……」

「それは要いらないです」きっぱり

　ちょっと褒ほめると、すぐ調子に乗るので、シラーセに背を向けて出発の準備だ。







「それじゃ、出発するわね。準備はいいかしら」

「大だい丈じよう夫ぶよ。菓子折りを二箱、ちゃんと持っているわ」

「母さんは本気で、菓子折り持参かよ……でも考え方によっては好都合だぞ。母さんの両手が、菓子折りで塞ふさがってる限り、武器を持てないからな」

「戦せん闘とうは、あたしたちにお任せってわけね。やってやるわよ」

　念のため、各自で回復ポーションなどを携けい帯たいして、準備万ばん端たん。

「では皆みなさん、どうぞお気を付けて」

「シラーセさんは、ご一緒されないのですか？」

「私は、こちらに残り、子供の不自然な急成長への対処に当たります。モーネさんが注意喚かん起きの広告を配ってくれているようですが、それだけでは抑おさえきれないでしょうからね」

「ああ、そうじゃん。それもあった。……何気に問題だらけよね……」

「大元を押さえていただければ、こちらは自おのずと解決しますよ。ですので」

「わかりました。そっちもこっちも、なんとかしてやります。……いってきます」

　床から生えて来た、無数の白い手に包まれて、真人たちは床に沈しずみ込んでいく。

　それは、ゲーム世界で独自発生したＨＡＨＡＫＯにのみ可能とされる、データ内を潜せん航こうする移動方法だ。「なんだろ、これ……」「底なし沼ぬまに落ちてく感じ、かな……」初めての感覚に、一同の顔が青ざめているようだが。

　勇者一行の姿が見えなくなるまで見送って、シラーセは軽く一息吐ついた。

「では、こちらも速すみやかに行動しましょう。まずは、お母さん屋に顔を出して、モーネさんと情報共有ですね」

　シラーセは部屋を後にして、宿屋から出た。

　と、一歩を踏ふみ出した瞬しゆん間かん。

「おや……？」

　足を置いた場所が、斜ななめになっていて、ずるずると、下まで滑すべってしまった。

　宿屋の前の通りが、べっこりと凹へこんで、クレーターのようなものができている。シラーセはそこに滑って落ちたのだ。

「これは……？」

「おーい、修道女のお姉さん。大丈夫かい？　ロープがあるから、摑まんなよ。ほれ」

　通りすがりの、魚屋のエプロンを着けた男性が、シラーセを引き上げてくれた。

「ありがとうございます。お手数をおかけしました。……それで、これは一体……？」

「俺もよくわからんけど、色んな所で起きてるらしいぜ？　なんかこう、地面が急に、べっこり凹むんだとよ。ここみたいな感じで」

「それはまた、おかしな話ですね……」

「おかしな話だよなぁ。……ああ、そういえば……今朝方、漁に出た時、海でもこんな感じの凹みを見たっけなぁ。範はん囲いは小さいんだけど、海の一部が、べっこり凹んでてな」

「海が凹む、とは……想像しにくいのですが……」

「俺の見み間ま違ちがいかもしれんけどな。まあとにかく、足あし下もとに気を付けて歩くこった」

　男性は朗ほがらかに笑って去っていった。

「ふむ。妙みような話ですね。これも何かの事件でしょうか……まあ、二に兎と追う者は一兎も得ず、と言いますし……まずは予定通り、子供の不自然な急成長への対処からですね」

　ひとまず、この件は記き憶おくの端はしに留とどめておく程度にして。

　シラーセは、お母さん屋へ向か「おや？」と、また滑り落ちた。いつの間にか、音もなく、二つ目の凹みが発生していたようだ。

　それは、事態が着実に進行している証あかしである。







　真人たちは高速で移動している。

「海中散歩みたいに、データの海を素敵に移動……とか言えたらよかったんだけど」

「強しいて言えば、深海散歩でしょうか。周囲は真っ暗で、何も見えませんね」

「仕方がないわ。だってここはデータ空間だから」

　世界を構成するデータの領域、つまりゲーム世界の裏側を、こっそり進んでいるのだ。

　形も色も、何も表示されていなくて当然である。

「書き割りの裏側を進んでる感じかな……ゲーム世界は作り物だと、見せつけられてるみたいで、なんとも言えない気分だけど……まあ、我が慢まんするしかないな」

「ねえＨＡＨＡＫＯさん。あとどれくらいで着くのかしら」

「もうすぐよ。あと一秒くらいかしら。はい到とう着ちやく」

「え、早っ……」

　真人が一言、言うよりも早く、目的地に到着したようだ。

　横移動の感覚が、上じよう昇しよう移動の感覚に変わった。真人たちはゆっくり浮ふ上じようする。

　白い手の繭まゆが解かれると……真人たちの目に、青白い光で照らされた、エントランスホールの光景が映った。

「ここは……なんだか雰ふん囲い気きが、カーサーンの城の入り口に似てるかも？」

「そうよ。ここはお城。ポータちゃんのお母さん……堀田佐央理さんこと、冥めい母ぼハハーデスと名乗る人の居城、ハハーデス城よ」

「冥母ハハーデス？……大層な名前を付けたわね……」

「ゲーム世界だからと、羽目を外してしまったのでしょうか。どなたとは言いませんが、ワイズさんのお母様と同系統の方かもしれませんね」

「はっきり言ってるし！……でもまあ、事実だけど。うちのママ、胸を張って『私が夜の女じよ帝ていよ！』って名乗ってたわ。恥はずかしくて死ぬかと思ったわ。……そんなことはさておき。ねえＨＡＨＡＫＯさん。ここからどうすんの？」

「協力者がいるから、まずは……っ！」

　何かを告げようとした瞬間、ＨＡＨＡＫＯの背後に、忽こつ然ぜんと、闇やみ色いろ渦うずが出現した。

　闇色渦の中から、警備用のイエローテープのようなものが伸のびてきて、ＨＡＨＡＫＯの体に巻き付いていく。

「おいっ！　いきなりなんだよ！」

「これは……プロデューサー権限による措そ置ちね。私の行動が制限されてしまったわ。さすがにこれは、簡単には解除できないわね」

「プロデューサー権限……てことは、ポータの母さんの仕し業わざか！　くっそ！」

　拘こう束そくされたＨＡＨＡＫＯは、そのまま闇色渦に引き込まれていく。「あらあら！」「待てよ！」「このーっ！」真人たちは、四人がかりで引っ張るが、引き戻もどせない。

「抵てい抗こうは無む駄だよ。相手の権限が強すぎるわ。諦あきらめましょう」

「いや、でも！」

「あくまで行動規制よ。身の危険はないから、安心していいわ。……それよりも……騒さわぎを聞きつけて、うっかり見に来ちゃったのかしら。お目当ての子が、ひょっこり顔を出しているわよ？　ほら、あそこに」

「え？……あっ！　ポータ！」

　エントランスホールからまっすぐ延びている、中央通路の先。「わわっ!?」四天王の黒いコートを着たポータが、柱の陰かげから顔を覗のぞかせている。だがすぐに逃とう走そうしてしまった。

「早く追いかけて。そのために来たんだから」

「そうね。その通りよ。……マー君！　みんな！」

　真々子の力強い声が、戸と惑まどう真人たちの背中を押した。

「……わかりました！　いってきます！」

「ＨＡＨＡＫＯさん、ありがとね！　マジで助かったわ！」

「このご恩は、いつか必ずお返ししますから！」

「お構いなく。……ああ、そうだわ。さっき言いかけたことなんだけど……組織の中に、協力者が……素す直なおじゃないけど……根は、いい子たちだから……仲良く……」

　上手うまく聞き取れなかったことにしたい言葉を最後に、ＨＡＨＡＫＯは闇色渦の中に引き込まれて、消えた。同時に闇色渦も消失した。

「組織の中に協力者、か……どう考えても協力しなさそうな連中なら、心当たりがあるんだけどな」

「ＨＡＨＡＫＯさんが誤解してるだけでしょ。四天王の三馬ば鹿かが、何か馬鹿やって、結果的に、あたしたちにとって都合のいい状じよう況きようになっただけじゃない？」

「その可能性はありますね。うっかり接せつ触しよくしてしまったら、逆に苦労させられそうな気がしますから、努めて遭そう遇ぐうしないようにしましょう」

「だな。……それじゃ、ポータを追いかけるぞ。ここは組織の本ほん拠きよ地ちだ。急ぐことも大事だけど、警けい戒かいを怠おこたるなよ！」

　真人は聖せい剣けんフィルマメントを鞘さやから抜ぬき、しっかりと握にぎりしめた。

　ワイズはその手に魔ま法ほう書を出現させた。もう一方の手には、あらかじめ、魔法封ふうじを解除する宝ほう珠じゆを握りしめている。万が一の備えもばっちり。

　メディは杖つえの素す振ぶりをしている。攻こう撃げき用意が整っている。ヒーラーだけど。

　とにかく準備万端。ということで。

「さあ、マー君！　みんな！　攻略開始よ！」

　真々子が、両手に菓か子し折おりを持って、真っ先に走り出した。

「おい母さん!?　今は特に突つっ走っちゃダメだろ!?　自分が持ってるものを、よく見て!?」

「大丈夫よ！　個別包装のクッキーにしたわ！　型かた崩くずれしにくいから、多少は激しく動いても安心よ！」

「そういうこと言ってるんじゃなくて……おいっ！　前！」

　突っ走る真々子の前に、スケルトン騎き士しの集団が立ちはだかった。

　だが真々子は走る速度を緩ゆるめない。そのまま突っ込んで！「あら」上級アンデッドである、「どうも」スケルトン騎士たちの鋭するどい攻撃を、「こんにちは」軽く声をかけながら、「皆さんお揃そろいで」華か麗れいな身のこなしで回かい避ひして通り抜けていく。

　それは母親特とく殊しゆスキル【母のパリィ】。

　急ぎの用事がある。だが目の前に、知り合いの奥様たちが出現。

　挨あい拶さつをしないわけにはいかない。だが挨拶をしたら必ず話が長引く。

　そんな時、印象を悪くしないよう、素早く対処して、速やかに立ち去るためのスキルである。

「そういうことができるなら、どうして普ふ段だんの買い物の時とかに発揮しないのか……」

「いつ使うかは、真々子さん次し第だいでしょ。んなことより！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……豪風フオルテイ・ベント！　さらに！　豪風フオルテイ・ベント！」

「邪じや魔まな敵だけ排はい除じよして、私たちも一気に通り抜けましょう！　せいやっ！」

　ワイズが放った猛もう烈れつな風に煽あおられて、浮うき足になったスケルトン騎士を、メディが杖で横よこ殴なぐり。景気よく吹ふき飛ばしていく。

「よし！　浮き上がって空にいる敵は、俺の獲え物もの……！」

「じゃなくて、通路の確保！」

「はい……」

　折角の活かつ躍やくチャンスだが、仕方ない。真人はしぶしぶ、剣でぺしぺし、左右に払はらいのけて、通り道を確保した。真人たちもスケルトン騎士の群れを突とつ破ぱした。

　通路の先に、真々子の姿が見える。立ち止まっているようだ。

「よし追い付いた！　母さん！　あんま先走るなよ！」

「あ、マー君！　ちょっと待って！　ここに来ちゃダメよ！　動けなくなっちゃうわ！」

「え？」

　待てと言われたが、もう遅おそい。真人たちは真々子のところに集合してしまった。

　そこは、中央通路の終点であり、次のエリアの入り口。

　目の前には、ダンスホールのような広い空間がある。天てん井じようからぶら下がっている、豪ごう華かなシャンデリアに目を奪うばわれてしまうところだが。

　床ゆかに、およそ一メートル四方のマス目が描えがかれていて、真人たちは【スタート】と書かれたマスの上に立っている。
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「なんだこれ……おい。マスの外に出られないぞ。見えない壁かべみたいなのがある」

「そうなの。ここに立った途と端たん、どこにも行けなくなっちゃったの」

「うわー。これってさ、思いっきり罠わなにかかったんじゃない？」

「かもしれませんね。……マス目の列が、蛇だ行こうしながら、ホールの出口まで続いていて……まるで、すごろくのように見えますが……」

「そうです！　これは、自分が用意した、罠すごろくです！」

　ポータの声が響ひびいた。ホールの出口、【ゴール】と書かれているマス目のところに、ポータの姿がある。

「おーい、ポータ！　ちょっといいか！」

「な、なんでしょうか！　自分は、四天王の一人で、真人さんたちとは敵同士になったので、仲良くおしゃべりしたりは……！」

「おはよう！」

　真人が元気に挨拶すると、ポータが目を見開いてぱちくりした。

「……ふぇ？」

「あー、いや、もう朝じゃないから、なんか違ちがうけどさ。やっぱ言いたくてな」

「わかる。まずは挨拶よね。そこからよ」

「お互たがいを感じるために、大切なことです」

「うふふ。みんな、ポータちゃんの元気な声が聞けなくて、寂さびしかったのね。それじゃ……せーの……ポータちゃん！」




「おはよう！」「やっほー！」「こんにちは！」「朝ご飯はちゃんと食べたかしら」




　呼吸を合わせても、言葉がまったく合わなかったが、それはそれとして。

　挨拶されたポータの目に、じわじわと涙なみだが溜たまっていく。でも。

「そ、そんな、嬉うれしくなっちゃうこと、言ってくれてもダメですっ！　自分は、お母さんを守りますっ！　お母さんのために戦いますっ！」

　わずかに歩み寄ろうとしたポータだったが、ぐっと立ち止まり、踵きびすを返して走り去ってしまった。

「軽く挨拶しただけなのに、嬉しくなっちゃう、か。……母さん、どう思う？」

「ちょっと無理してるみたいね……お母さんと一いつ緒しよに、楽しく過ごしているかと思っていたけど、違うのかしら。なんだか心配だわ」

「だな。急いで追いかけて、色々と聞かせてもらった方がいいな。……てことで」

　真人たちは、すでにスタート地点に立ってしまった罠すごろくと向き合う。

　空中に、大きなサイコロが出現して、真人の手元に落ちてきた。

「自分で〝罠〟とか言っちゃう、可愛かわいいポータからの挑ちよう戦せんを、サクッと攻略してやるぜ。……とうっ！」

　真人はサイコロを放ほうり投げた。サイコロが床を転がって、出た目は……２だ。

　真人が二マス進むと、マス目に文字が表示された。

【おめでとう！　素敵な強化アイテムをゲット！】

　真人の前に小さな宝箱が出現した。

「おお！　いきなりラッキー！……のはずなんだけど……」

　宝箱には、張り紙がされている。

【これは罠です！　開けちゃダメです！】

　ポータによる注意書きのようだ。

「ということは、開けたらダメか……いや、でも……」

　今は敵であるポータが、真人のために助言をするだろうか？

　実は、この注意書きが罠で、本当は素敵な強化アイテムが入っている可能性も……？

　宝箱をじっと見つめた真人は。

「罠すごろく、だからな……罠だから……ポータが言ってることが罠で、実は、俺に最適な、すごいお宝が入っているに違いない！　絶対そう！」

　冒ぼう険けん者の心を揺ゆさぶる宝箱と、物ぶつ欲よくに後押しされて、開けてみると……！

　罠が発動。デバフ効果のエフェクトが発生して、真人の攻撃力が大おお幅はばに低下した。

「うあああっ！　ちっくしょおおおっ！……くっ、マジで罠だったのかよ……中身は空っぽだし……」

「あらあら。深読みしすぎちゃったわね」

「いいえ。あれは欲を出した結果ですよ」

「やれやれ。真人は自制心が足りないわね。……次はあたしの番よ！」

　ワイズのターン。足元に転がってきたサイコロを拾い上げて、放り投げる。出た目は……２だ。

「うわ、真人と同じとか。まあ、あたしは真人と違って、罠には引っかからないけどね。……ほら、どいてよ。マス目が狭せまいんだから」

「くっ……」

　四よつん這ばいで絶望している真人を押し退のけて、ワイズが強化アイテムのマスに到とう着ちやくした。再び小さな宝箱が出現する。

【これは罠です！　開けちゃダメです！】

　ポータの注意書きが添そえられていて……魔法封じを完全に防ぼう御ぎよする、首くび飾かざりアクセサリ〝プレヴェニーレ〟のイラストが、表面にびっしり描き込まれている宝箱だ。

　ワイズの瞳ひとみが、一いつ瞬しゆんで、欲望の色に染まった。

「こっ……こここっ、これって!?　え、ちょっと待って!?　これって!?」

「おーいワイズ。それ罠だからな。絶対に罠だからな」

「わ、わかってるわよ！　これ罠だから！　だから……ちょっと見るだけね」パカッ

　ワイズは、ほんの一ミリくらいだけ、宝箱を開けて、中を覗のぞき込んだ。

　罠が発動。デバフ効果のエフェクトが発生して、ワイズは魔法を封ふうじられた。

「んあああっ！　ちっくしょおおおっ！」

「お前こそ自制心なさすぎだろ。仲間としてホント恥はずかしいわ」

「あらまあ。ワイズちゃんも、うっかり引っ掛かかっちゃったわね。残念」

「真人君も、ワイズさんも、ポータちゃんの策略にあっさり嵌はまってしまいましたか。……ですが、この私は、そうはいきませんよ。私の自制心は、どんな事態が発生しても揺らぎません」

　メディのターン。サイコロを軽く転がして……出た目は４だ。

　無様に這いつくばっている真人とワイズの間を、颯さつ爽そうと通り抜ぬけて、四マス進む。

　メディが到着すると、マス目に文字が表示された。

【うっかり壁を壊こわしちゃった！　片付けが終わるまで、サイコロを振れない！】

　だそうだが。

「壁を壊した、ですか？　私はそんなことしていませんから、これは無効かと……っ！」

　その時、メディのすぐ横に、畳たたみサイズの壁がせり上がってきた。

　ヒロインに関するランキング表が貼はり付けられている。一位は真々子。二位はワイズ。三位は、なんとシラーセ。以下、多くの女性の名が連なっていて……

【第98位：石ころ（女）】【第99位：メディ】【第１００位：馬のふん（女）】

　途端、メディが瞬間的に昏くらい目になり、全身からブワッとダークパワーを放出して、無言で壁を蹴けり始めた。ガスガスガスッ！　と、ヤクザキックで蹴り壊しまくっている。

　なおポータによる【これはランダムに作成される、噓うそのランキングです！】という注意書きも貼り付けられているが、メディの視界に入っていない。

　自制心なんて、どこにもない。もう手が付けられない。放置するしかない。

「成績とか、ランキングの順位は、メディが特にこだわるとこだからな。ただでさえ効果覿てき面めんなのに、しかも、石ころと馬のふんの間……というか石ころの性別とか、逆に興味あるわ」

「あれって意外と真実のランキングなんじゃない？　あたしはそうだと思うわ。そうであってほしい。お願い」

「メディちゃんも、残念ながら、うっかり引っ掛かっちゃったわね。……それじゃ」

　満を持して、真々子の番だ。

「おい母さん、気を付けろよ。ずっと一緒にいただけあって、ポータは俺たちのことを熟知してるぞ」

「さすがに真々子さん無む双そうを止められるとは思わないけど……でも、やっぱり注意は必要よ。気を付けてね」

「そうね。ここは真しん剣けんに、ポータちゃんと勝負ね。……えいっ」

　大事な菓か子し折おりを片手に、もう一方の手でサイコロを転がして……出た目は６だ。

　真々子が進んだマス目には、こんな文字が表示された。

【お得なセールが開かい催さい中ちゆう！　転送装置でお店へ急げ！】

　真々子の心に、ズキューンと突つき刺ささる！

「あらあら。セールですって。どこのお店かしら」そわそわ

「母さん落ち着け！　それ罠だから！　間ま違ちがっても行くなよ！」

「ＨＡＨＡＫＯさんが捕つかまっちゃったから、転送されたらアウトよ！　ここは世界のどの辺なのか、わかんないから、転送魔ま法ほうで往復する自信ないし！」

「そ、そうね。これは罠なのよね。冷静に……あら？」

　不意に、真々子の目の前に、一枚のチラシが出現した。

【これが罠のスイッチです！　触さわっちゃダメです！】

　ポータの注意書きが、端はじっこに添えられているが。

「あらあら、セールは今日までですって！　お得なクーポンも付いてるわ！」ぱしっ

　真々子は思わず、チラシを手に取ってしまった。

　同時に、足あし下もとに魔法円が出現した。転送の光が真々子を包み込む。

「……あら？」

「おいいいいっ！　何やってんだよ！」

「マジで真々子さんが転送されちゃう!?　ちょ真人！　なんとかしないとヤバいわよ！」

「わかってるけど、俺はマス目から出られないし！……母さん、どうにかできないか！」

「そうね……こうなったら、仕方がないわ……本当は、よくないことだけど、緊きん急きゆう事態だから……マー君！」

「なんだよ！　何かいい方法が……ん？」

　真々子が、真人に向かって何かを放り投げた。

　菓子折りだ。ぽーんと山なりに飛んできた二箱を、真人は上手にキャッチした。

「マー君に託たくすわ！　ポータちゃんのお母さんに、ちゃんとご挨あい拶さつしてね！　お母さんのことも、よろしく伝えてね！　頼たのんだわよ！」

「人はマス目から出られないけど、物はいけるのか……じゃなくて！　この状じよう況きようで何を気にしてるんだよ！　母なる力で、すごろくをぶっ壊して回かい避ひするとか……ああっ！」

　遅おそかった。笑え顔がおで手を振ふる真々子が、転送されて……







　こちらは、カーサーン王都の、お母さん屋。

「……問い合わせが増えている？　どういうことですか？」

「情報が広まって、原因のバッジはどんどん回収されてるけど……でも気が付くと、子供たちがまた身に付けてるんだって。どこかから拾ってきちゃうみたい」

　店を訪おとずれたシラーセが、カウンターに置かれた書類の山に目を通して、モーネと議論している。状況は芳かんばしくない。

「無限にばら撒まかれている、ということでしょうか。まるでバッジの大セールですね。キリがありません」

「おかげで、お母さんたちからのＳＯＳも大セール状態で……中には、もう諦あきらめちゃう人もいるみたい。子供は、いつの間にか成長して、親から離はなれていくものだから、ってさ」

「確かに、そういうものでしょうけど……涙でぼやけた文字で訴うつたえられても、説得力がありませんね」

「だよね。寂さみしがって、すごく落ち込んでるお母さんたちの気持ちが、手紙から伝わってくる……ん？　何あれ」

「どうかしましたか？」

　店内の、玄げん関かん前に、忽こつ然ぜんと魔法円が出現して。

　膨ふくれ上がった光の中から、真々子が姿を現した。

「「え？　真々子さん？」」

「……あら？　セールをやってるのって、ここなの？」

　二人と、真々子が、顔を見合わせて、目をぱちくりさせた。







　再びハハーデス城。ポータの罠わなすごろく会場。

　真々子が無事に転送された様子が、映像で表示されて、消えた。

「お母さん屋へ飛ばされたのか……まあ、全然知らない場所じゃなかっただけマシだな。母さんの方は心配なさそうだ」

「一方、こっちは戦力が激減で、ヤバいことになったけど……ねえ真人。真々子さんがいないと何もできないよー、なんて、泣き出したりしないわよね？」

「んなわけねーだろ。こうなったら、覚かく悟ごを決めて、俺たちだけで攻こう略りやくしてやるさ。俺たち、成長しちゃってるからな」

「まあね。んじゃ、そういうことで」

　罠すごろく再開だ。

　真人のターン。子犬のように、人ひと懐なつこく転がってきたサイコロを、ぽーいと放ほうり投げる。

　出た目は、６だ。

「いち、に……メディ、ちょっと通るぞー」

「ええ、どうぞ。ちょうど掃そう除じが完かん了りようしたところで……あ、あら？……真人君！　真々子さんの姿が見当たりませんが、何かあったのですか!?」

　メディが、やっと我に返ったようだ。「ワイズ、説明よろ」「はいよー」そっちは任せて、真人は六マス進んだ。マス目に文字が表示される。

【四天王が現れた！　勝たないと次へ進めない！】

　見間違いだと思いたいが。

「おいおい。こんな所で、ご登場かよ……いきなりピンチとか、やめてくれよ？」

　真人は念のため、いつでも差し出せるように、菓子折りを構えて、「あっ、これじゃない！」武器を構えて迎むかえ撃うつつもりだったのだが、間に合わなかった。

　床ゆかに魔法円が浮うかび上がり、反はん抗こう組織リベーレの四天王が浮ふ上じようしてくる。

　母ぼ逆ぎやくのアマンテ、母ぼ蔑べつのソレラ、母ぼ脅きようのフラテロ。

　三人の強敵が、真人の目の前、距きよ離りにして十センチくらいのところに現れた！

「最初に一言だけ言わせてくれ……近すぎだろ！　もうちょっと考えて出て来いよ！」

「私だってそう思うわよ！　というか顔の前で怒ど鳴ならないでよ！　唾つばが飛ぶでしょ！」

「ほらほら～フラテロ～。狭せまいからさ～、もうちょっと真人君の方へ寄ってよ～」

「ワ、ワシは男じゃけぇ、あんちゃんとくっついても、全然気にならんけぇの」

「お、おう。俺も別に、気にしないぞ。実は女の子だって、わかってるけどな。うん」

　とにかく四天王が現れた。

　ワイズとメディが、慌あわてて駆かけ付けようとするが、現在のマスから出られない。真人も逃とう走そう不可。真人ＶＳ四天王の三人だ。

「満足に動くこともできない状況で、三人と戦えって、これ完全に詰つんでるだろ。……まさかとは思うけど、俺たちをここへ招いてくれた協力者として、すんなり通してくれるとか……ないよな？」

「ないわね。その件については、ＨＡＨＡＫＯが勝手に勘かん違ちがいしただけだもの。私たちと、あなたたちは、敵同士よ。そういうわけだから……大好真人！」

「くっ！」

　絶体絶命の、戦せん闘とう開始！

「真人君は～、グーだよ～」

「ほれ、あんちゃん。じゃん、けん」

「ぽん？」

　真人は、自然にグーを出した。四天王の三人は、三人とも、チョキを出している。

　真人は四天王の三人を倒たおした！

「よし！　俺の勝利！……って、そんなわけないだろ！　ふざけんなよ！」

「いいえ。大好真人の勝ちよ。勝敗を決める方法は、特に指定されていないもの。だからこれは、正当な勝負であり、正当な結果よ。いちいち説明させないでほしいわ。ふんっ」

「……マジで？」

　アマンテが言っていることは本当なのか……ソレラとフラテロをうかがうと、そちらの二人はうなずいている。

　だったら、真人は本当に勝ったのか……？

「真人！　騙だまされちゃダメよ！　これは、罠すごろくなんだから！」

「しかも相手は四天王です！　ここは冷静に！　少しの油断が命取りになります！」

「あ、ああ、そうだな……俺は騙されないぞ！」

　真人は戦いに備えて菓子折りを「だからこれじゃないって！」構えるものがない。

　そんな様子を見て、アマンテが呆あきれたように嘆たん息そくした。

「やれやれだわ。さらに説明してあげないと理解できないのかしら。仕方ないわね。……ソレラ。あの動画を見せてあげなさい」

「はいは～い。壁かべに注目してね～」

　ソレラの頭上に開かれた、巨きよ大だいな魔法書が、プロジェクターのように光を投射する。

　映し出されたのは、今朝のポータの様子だ。

　贅ぜい沢たくに設しつらえられた部屋で目覚めて、顔を洗って、着き替がえを「プライバシーよ」「真人君は見ちゃダメ～」「お、おう」大事なところで、アマンテとソレラに目を覆おおわれてしまったが……

　そこから先の映像こそ、真人にとって、目を覆いたくなるものだった。

　ぬいぐるみと身を寄せ合って食べる、一人きりの食事。

　母親のところへ駆け付けても、挨拶の一つさえ許されない。

　母親のために頑がん張ばると宣言しても、喜ばれるどころか、視線すら合わせてもらえない。

　それでも、なんとか笑って、元気に駆け出すポータの姿を最後に、映像は終しゆう了りようした。

「さあ大好真人。まずは感想を聞かせてくれるかしら」

「感想なんて、そんなの……言葉にならん」

　真人は、やるせない気持ちを、ため息に混ぜて、思いっきり吐はき出した。

「実はさ、今の映像は作り物で、これも罠の一つとか……」

「あんちゃん。ワシの中の男に誓ちかって言う。今、見せたんは全部、本当の出来事じゃ」

「勘かん弁べんしろよ……フラテロにそう言われたら、マジじゃんか……」

「ん。ワシは男じゃけぇ、噓うそは言わん。騙したりもせん」

「でもって～、こういうことなんだよ～」

　ソレラが紙切れを見せてくる。

【一分以内に決着がつかない場合は、全員まとめて、スタート地点に戻もどされます！】

　ポータの注意書きは全部、本当のことだ。何一つ、噓はない。

「……アマンテ。説明よろ」

「私たちのマスターは、ポータちゃんの母親だったの。しかも子供に対して、あんな仕打ちをする母親よ。すなわち敵。……しかも私たちの扱あつかいが……ああもう、思い出すだけでも、はらわたが煮にえくり返りそうよ……ぐぬぬ……！」

「な、なんだよ。何かあったのか？」

「こちらの話よ。とにかくマスターは、この世界から排はい除じよするべき相手ということ。……だけど、ポータちゃんはそれに賛成してくれなかったわ」

「まあ当然だろうな……ポータの方は、それでも母親が好きみたいだからな……」

「どうしてそうなるのか、まったく理解できないわ。ポータちゃんは説得に応じず、挙句に怒おこりだして……私たちを、ここに閉じ込めたの。ルールに従わなければ出られない、この厄やつ介かいなすごろくにね」

「それで、ジャンケンでさっさと決着を付けて、勝負を済ませたわけか。なるほどな。……これはいちいち説明してもらわないと、わからんだろ」

「まあ、そうかもしれないわね。……でも状況が理解できたなら、話は以上よ」

　アマンテと共に、ソレラとフラテロも踵きびすを返した。

「ねえ真人く～ん。もしよかったらなんだけど～……」

「少し思うところはある。でもポータの母さんを倒すことには賛成しない。ポータの状況を教えてくれたことについては、ちゃんと感謝するけどな」

「ん。予想通りの答えじゃ。あんちゃんたちとワシらは、所しよ詮せん、敵同士じゃけぇの」

「私たちは、マスターを敵として撃げき破はするわ。大好真人たちは、ここで好きなだけ遊んでいなさい。それじゃ、お先に」

　悪の後ろ姿を見せつけて、アマンテたちが立ち去る……

「「「んべっ」」」ゴツンッ！

　立ち去れなかった。マス目の周囲には、見えない壁がある。

　顔面からぶつかった三人が、涙なみだ目めで振ふり返った。鼻が真っ赤だ。

「お前らさぁ、なんでこうも締しまらないかなぁ」

「う、うるさいわね！……どうやら私たちも、すごろくをクリアしないと出られないみたいだわ……大好真人！　サイコロを渡わたしなさい！」

「サイコロは……」

「あたしの番だから、あたしのところにあるわよー。ほいっと」

　順番は、真人の次の、ワイズから。出た目は、「げっ！」６だ。

　そしてサイコロは、メディの手元へ。

「４以外でお願いします。絶対に４以外で……お願いします！」

　メディが転がしたサイコロは、「うっ!?」４が出た。

　ということで。

「ワイズさん。もうちょっと詰めていただけますか」ぐいぐい

「限界だってば！　真人！　もっとそっち行って！」ぺったん

「無理だって！　押すなよ！　ああほら、フラテロが潰つぶれてるんだけど！」

「ワ、ワシは別に、あんちゃんとくっついとっても、なんとも思わんけぇの」ぺったん

「真人君はついてないね～。折角のチャンスなのに～、ぺったんこの二人に挟はさまれちゃうなんて～」むにむに

「ソレラ！　馬ば鹿かなこと言ってないで、サイコロをよこしなさい！　早く！」

「え～？　私が先でしょ～？」むにむに？

「私よ！　早くしないと、あなたの胸で窒ちつ息そくさせられそう……というか、わざと……!?」

　罠わなすごろくの、八マス目。

　誰だれが先に抜ぬけ出して楽になるか。一メートル四方の範はん囲い内に収まった六名全員による「……がくっ……」「アマンテ脱だつ落らくだよ～」五名による壮そう絶ぜつな戦いが幕を開けたのだった。







　こちらは、玉座の間。

「協力態勢を築いてくれたら、私の理想通りになるのだけど……難しいかしらね」

　水すい晶しよう玉だまの中に映されている、真人たちの賑にぎやかな様子を見つめて、冥めい母ぼハハーデスが僅わずかに頰ほおを緩ゆるませた。

　だがそれは一いつ瞬しゆんのこと。すぐに表情は硬かたくなり、視線は逸そらされた。

「……もう拘こう束そくを解いたの？　見事なものね」

「とても苦労したわ。あなたの決定を覆くつがえすのは、簡単なことではないから」

　玉座の脇わきの床が異様にせり上がり、ＨＡＨＡＫＯに姿を変えた。

　ＨＡＨＡＫＯは、自身への待たい遇ぐうを非難することなく、優やさしげな表情で冥母ハハーデスを見つめている。

「……何か？」

「あなたは、子供のことが嫌きらいというわけではないのね」

「そうね。特別に嫌う理由はないわ。子供を害悪だとは思っていないから」

「自分の子供も、もちろん、嫌っていないのよね？」

　その問いに、冥母ハハーデスは答えない。

　その代わり、水晶玉に手をかざして、映されている映像を変えた。

　ポータが、城の中を駆け回り、至る所にぬいぐるみを設置して回っているのが見える。

　冥母ハハーデスは、目を逸らさずに、じっと見つめている。

　ＨＡＨＡＫＯはますます嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「あなたは、ちゃんと、お母さんなのね」

「待ちなさい。その点については、はっきりと否定させてもらうわ」

「あら、どうしてかしら」

「子供が好きだから、母親？　そうではないでしょう？　その理り屈くつでは、血けつ縁えんも、性別や年ねん齢れいすら関係なく、母親になれてしまうわ。それはおかしい」

「あらあら。細かいことを気にする人なのね。だったら……もしかして、子供にもそういう、きちっとしたところを要求しちゃう人なのかしら」

「いいえ。何も要求しないわ。自分の思い通りに、厳しく育てたいとも思わない」

「あら、そうなの……だとすると、困ったわね……あなたに該がい当とうする母親タイプがないわ……たくさんの参加者から、お母さんデータを集めたつもりなんだけど……」

「当然でしょうね。そもそも私のような母親だったら、母親同どう伴はんのゲームなんて、参加しようとは思わないわ」

「え……？」

　冥母ハハーデスは、ポータの映像を消して、玉座から立ち上がった。

「母親同伴で冒ぼう険けんなんて、あり得ない。ゲーム世界は、子供たちのための世界であるべきよ。そこに母親の存在は不要」

「私は、そうは思わないわ。お母さんと一いつ緒しよに冒険するのは、とても素す敵てきなことだと……」

「でも、その一方で、子供の成長が損そこなわれるのではないかしら」

「成長が、損なわれる？」

「母親と共にいて学ぶことが、子供の全すべてなの？　違ちがうでしょう？」

「それは……そうだけど……」

「子供たちは、子供同士で関係を作り、共に経験を積むことで、多くのことを学んでいくの。……ＨＡＨＡＫＯ、よく聞きなさい」

　戸と惑まどいを見せるＨＡＨＡＫＯの真正面に立って、冥母ハハーデスは告げる。




「親はなくとも、子は育つ」




　それこそが冥母ハハーデスの信念。

　少なくとも、今この瞬間、絶対的に信じられているもの。

「ＨＡＨＡＫＯ。あなたが、あの三人を自分の子供にしたいというなら、すればいいわ。私の名義で許可してあげてもいい。それがあなたの望みでしょう？」

「そ、そうだけど……」

「だけど、あなたという母親が本当に必要なのか、よく考えなさい。それが本当に、あの子たちのためになるのか。……判断を誤れば、どちらにとっても、つらい事態に陥おちいるわ」

　思い悩なやむＨＡＨＡＫＯの肩かたを、そっと叩たたいて。

　冥母ハハーデスは、玉座の奥にある私室へ向かう。

「……一つ、聞かせてくれるかしら」

「内容によるわね。何かしら」

「あなたは、自分の子供に冷たくして、嫌われようとしているみたい。嫌われ者として、あなたを倒たおすためにやってくる子供たちを、歓かん迎げいしているみたい。……あなたの計画って、どんなものなの？　あなたは何を考えているの？」

　冥母ハハーデスは、ふと立ち止まって。

「私の行いは全て、子供のため。何もかも、子供のためなのよ」

　自分の発言を、自分で確かく認にんするように、小さく呟つぶやいて、私室に入っていった。

　残されたＨＡＨＡＫＯは、迷いに囚とらわれて動けない。

「親はなくとも、子は育つ……だとしたら、私は、母親として存在しない方がいいのかしら……私は、不要なのかしら……」

　それが正しいことのように思えて、ＨＡＨＡＫＯはひたすら落ち込んでいく……







　ＨＡＨＡＫＯは、母親になりたいと願う存在。

　その想おもいは強く、最強の母親と謳うたわれる真々子と同等の、絶大な母なる力を行使できる。

　母なる力の発生源は、主に三つ。母親本人と、母なる大地と海だ。まだ母親ではないＨＡＨＡＫＯは、大地や海と密接につながることにより、力を行使している。

　故ゆえに、それは引き起こされた。







　カーサーン王国の国旗を掲かかげた弩ど級きゆう軍ぐん艦かんが一隻せき、大おお海うな原ばらを巡じゆん回かいしていた時だった。

「ん？……波が、止まった？」

　船乗りの男は、船首から海面を覗のぞき込んで、我が目を疑った。

　穏おだやかに波打っていた海面が、ピクリとも動かない。

　これは〝凪なぎ〟ではない。風は吹ふいている。軍艦は帆ほに風を浴びて、順調な速度で進んでいるが、海の動きだけが完全に止まってしまったのだ。

　と。

「なっ、なんだあれ!?」

　その時、帆柱の上、見張り台に立っている別の船乗りが悲鳴を上げた。

「おい、どうした！　報告しろ！」

「進行方向の海が凹へこんでいく！　距きよ離りは……ダメだ！　凹みが、すごい勢いで広がっていて、距離を測定できない！　とにかく、このまま進むと船が落ちる！」

「わかった！……面おも舵かじ一いつ杯ぱい！　緊きん急きゆう回かい避ひだ！　総員、何かに摑つかまれ！　滑すべり落ちるなよ！」

　操そう舵だ輪りんが全力で回されて、船体が大きく右に傾かたむき、急旋せん回かいする。

　目前まで迫せまっていた、すり鉢ばち状じようの凹み……小さな宿場町なら丸ごと収まってしまいそうな、あまりにも大きな凹みの縁ふちを、僅かにかすめて離り脱だつした。

　危機を脱した軍艦は、厳重に警けい戒かいしながら、拡大を停止した凹みの周囲を周回する。

「どうにか落ち着いたな……っと、そうだ！　女王陛下は、ご無事か!?　急いで確認を！」

「問題ないわ。すごい揺ゆれで、驚おどろいたけど、私はこの通り。無事よ」

「こ、これは女王陛下！……ぁ……」

　船室から、カーサーン王国女王、ジョオー・オブ・カーサーンが姿を現した。

　船上でも、高貴なドレスを身にまとい……きっと食事中だったのだろう……ナイフとフォークと、茹ゆでたロブスターが盛り髪がみに突つき刺ささっている、女王陛下だ。

「ご無事ではない、ようですね……申し訳ありません……」

「何を言っているの。私は、この通り、無事だと言っているでしょう？……それよりも、説明してくれるかしら」

「は、はい……それでは……」

　どうしても、頭に刺さっているロブスターに目がいってしまうが、いやダメだ見ないようにして、船乗りの男は現状報告をした。

　話を聞いた女王は、巨きよ大だいな凹みを見つめて、じっと考え込む。

「まさか、これほどの事態になっているなんて……確かめに来て、正解だったわ。早急に手を打たなければならないわね。……船をカーサーン王都へ戻もどしてくれるかしら」

「了りよう解かいいたしました！」

　頭のロブスターに、ではなく、女王に敬礼して、船乗りの男は勢いよく走り去った。

「世界中で起きている親子の問題。そして母なる大地と海の異変。……この二つは、何か関係がありそうな気がするわ……親子と、母……だとしたら、解決できるのは、きっと」

　女王は、そっと目を閉じて、緊急事態であることを理解しながらも、少しだけ微笑んだ。

















第三章　出会いと別れ。そして再会。人とのつながりで、俺たちは強く……動どう揺ようする。









　ハハーデス城に展開された、ポータ謹きん製せいの罠わなすごろく。

　攻こう略りやくを進めていくうちに、真まさ人とと四天王たちの間に、特別な感情が芽生えたようだ。

　見つめ合う瞳ひとみと瞳が、熱を帯びている。

「大おお好すき真人。私は、いつの間にか、あなたのことを、ずっと見つめていたわ。私の胸の中にある、この気持ちは、もしかして……なんて、いちいち説明させないでよね。フンッ」

「アマンテ……ありがとな。なんか、照れるわ」

「実はさ～、私も～、真人君って結構イケてるよね～、って思ってたんだよね～。年上のお姉さんとか～、興味あったりするかな～？　素敵なこと、してあげるよ～。んふふ～」

「ソレラの、そんな色っぽい目で見つめられたら……本気で気になるだろ……」

「あんちゃん。ワシの気持ちは、もう知っとるじゃろ？　ワシは、あんちゃんのことが大好きじゃけぇ、このままずっと一緒にいたいんじゃ。な、ええじゃろ？」

「フラテロ。お前のストレートな気持ち、本気で嬉うれしいよ。胸が熱くなるっていうかさ」

　真人は、四天王の三人と見つめ合い、自分の胸にそっと手を置いて、鼓こ動どうを感じる。

　ドキドキ、ドキドキ。ドキドキが止まらない。

「アマンテ。ソレラ。フラテロ。三人とも、ありがとう。……俺は、お前らと！」

「「「ずっと一緒に！」」」

「ずっと一緒に……いてたまるかよっ！　もういい加減にしろよっ！　頼たのむから、本気で頼むから、こんにゃろおおおおおおおおおおおっ！」

　真人のターン。真人はサイコロを放ほうり投げた。

　出た目は、１だ！

「「「あああああっ!?」」」

「よっしゃあああっ！」

【１が出るまでゴールできない！】という表示を踏ふみつけて、真人はゴールのマスに飛び乗った。真人は罠すごろくをクリアした！

　先にクリアして、通路で菓か子し折おりを抱かかえて居い眠ねむりしていたワイズとメディが、ふと目を覚ました。

「……ん？　ああ、やっと終わったの？　つーかさ、時間かかりすぎなんだけど。あんた、どんだけ運がないのよ」
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「二十回くらいまでは数えていましたけど……結局、何回でしたか？」

「五十八回だよ！　もうムカつくを通り越こして、悟さとりを開きそうな勢いだったよ！」

「六分の一を、そこまで外すって、ある意味ミラクルよね。すごいわー」

「とにかく、これで私たち三人はクリアですね。……ということですので」

「というわけで！」

　真人たちが、とびっきりの笑え顔がおを向けると！

　ゴールまであと一歩のところで、延々と足止めを食らっている、四天王の三人が、亡ぼう霊れいよりも恨うらみがましい顔つきで睨にらみ返してきた。青筋ピッキピキだ。

「ふざけんじゃないわよっ！　その嬉しそうな顔が、果てしなくムカつくんだけどっ！」

「あ～も～、何も信じられない～。ちょっとは仲良くなれたかな～、とか思ったりしたんだけど～、そんなことなかった～。最悪ぅ～」

「あたしたちに八つ当たりしないでよ。そっちに運がないだけなんだから」

「日ひ頃ごろの行いのせいですね。自業自得ということで」

「なあ、あんちゃん。上手うまい具合に、ワシをこう、そっちから引っ張るとか……」

「それは、できない相談だ。……俺たちは、敵同士なんだろ？　そっちがやろうとしてることにも賛成できないからな。悪く思うな」

　真人たちは、四天王の三人に背を向けた。

「ねえ大好真人。参考までに聞かせてくれるかしら。あなたたちの目的は何？」

「俺たちの目的は……まずはポータだな。とにかく会って、話をしたい」

「だったら～、ポータちゃんのことは任せるよ～。あの頑がん固こさは～、私たちの手に負えないからね～。……だから～……」

「ポータの母さんについても、こっちで引き受ける。お前たちに手出しはさせない」

「そうはいかん。ワシらも、この罠すごろくをさっさとクリアして、出し抜ぬいちゃる」

「ここぞという場面で登場して～、やっちゃうよ～。んっふふ～」

「邪じや魔まするようなら、あなたたち諸もろ共とも、蹴け散ちらすまでよ。覚かく悟ごしておきなさい！」

「どうあっても母親を打だ倒とうする気かよ……ったく……」

　強気に騒さわいでいる三人へ、チラリと目を向けて、真人は軽く笑った。

「な、何よ」

「たいしたことじゃないんだけどさ……さっき見せてもらった映像の中で、お前らが、ポータを元気付けようとしたり、庇かばおうとしてたとこがあっただろ」

「それは～、なんていうか～……お母さんを求める気持ちは～、賛成できないけど～……あんな健けな気げなところを見せられちゃったら～、やっぱりね～」

「ワシは男じゃけぇ、義理人情は大切にしとる。情に絆ほだされて、ちいとばかし助けてやっても、ええじゃろ」

「そっか。……ＨＡＨＡＫＯさんが言う通り、これで意外と、根は悪い奴やつじゃないのかもな……だったら、何かきっかけでもあれば、お前らも変わったりするのかもな」

「何を言うのかと思えば、馬ば鹿かなことを……あなた本気で馬鹿なの？　ああ馬鹿なのね」

「ああ、そうだな。馬鹿な独り言だ。忘れてくれていいぞ」

　アマンテからの、せめてもの口こう撃げきを、余よ裕ゆうで受け止めて。

　真人、ワイズ、メディの三人は、真しん剣けんな表情で頷うなずき合い、走り出す。通路に点々と置かれているぬいぐるみを目印に、ポータ追撃を再開した。







　その頃ころ、カーサーン王都の、お母さん屋では。

　真ま々ま子こ、モーネ、シラーセの三人が、難しい顔をしてテーブル席に集まり、世界地図をじっと見つめている。

「真々子さん、どう？　転送できそう？」

「んー……ちょっと難しいわね。私はこういうのを使ったことがないから、感覚が全くわからないわ。肝かん心じんの場所もわからないし……」

　真々子は、転送用アイテムの宝ほう珠じゆを握にぎりしめて、ハハーデス城への再移動を試みるが、なかなか上手うまくいかない。

「でしたら、母なる大地の力に協力を求めてみるのはいかがですか？　意外と、なんとかなってしまうかもしれませんよ」

「そうね。それじゃ、ちょっと試ためしてみようかしら」

　地面が何かを引き起こしてくれるように、世界地図を床ゆかに置いて。

　真々子は、聖せい剣けんテラディマドレを高く掲かかげて、願う。

「母なる大地よ……私は、可愛かわいい我が子と仲間たちのところに、急いで戻りたいの……この気持ちがわかるなら、どうか力を貸して！」

　その願いに大地が応こたえて、地図上の、真人たちがいる場所に！　子供の居場所を見つけ出す母親特とく殊しゆスキル【母の牙きば】が、にょきっと……！

　突つき立たない。何も起きない。

「あらあら。失敗しちゃったわ」

「いつも通りに、どんな無茶振ぶりでも、当たり前のように叶かなえてしまうかと思ったのですが……これでもダメとは……相手方が、何か対策をしているのでしょうか」

「何か対策……んー……例えば、真人君たちの居場所が、結界で封ふうじられていて、見つけられないようになってるとか？」

「そうなのかしら……確かに、そういう感じもするけど……でも……んー……」

　真々子は小首を傾かしげて、じっと足あし下もとを見つめる。

「なんだか、大地に元気がないというか……マー君たちの居場所を見つけて駆かけ付けることに、あまり賛成していないみたいな、そんな感じもしたわね」

「賛成していない？　真々子さんが出向く必要はない、ということですか？」

「真人君たちに任せておけばいいってこと？」

「そうね……そういうことかも、しれないわね……」

　真々子は剣を鞘さやに収めて、静かに椅い子すに座った。

「後のことは、マー君たちに任せておけば大だい丈じよう夫ぶ……その通りだと思うわ。だってマー君たちは、立派に成長しているもの。戦いもそう。普ふ段だんの生活もそう。私が傍そばにいて手伝わなくても、自分たちだけで、ちゃんとできるようになっているわ」

「そう、なのかな？　私はよくわからないけど」

「確かに、随ずい分ぶんと頼もしくなったとは思いますが……」

「でしょう？　だからね……心配は心配だけど……お母さんはもう、いいのかしらねって……そんな風にも思えてきちゃったわ」

　子供が成長して、手がかからなくなった。親の役目は終わり。

　それは嬉しいことのはずなのに、どこか寂さびしいような、なんともいえないもので。

　複雑な親心に揺ゆれる真々子は、弱々しい微笑ほほえみを浮うかべて、窓の外へ目を向けている。

　モーネとシラーセは困こん惑わくして、顔を見合わせた。

「私としては、いつまでだって、ママに甘えていたいと思うから、ママにはずーっと傍にいてほしいと思っちゃうんだけど」

「モーネさんはそもそも、甘えを司つかさどる魔ま神じんとして生み出された方ですから、まあそう思われるでしょうね。甘えを克こく服ふくして自立するため、お母さん屋で働いてはいますが、根っこの部分はそう簡単には変わらないでしょう」

「ぶーぶー。まるで私が、成長しないって言われてるみたいで、ちょっと不満なんですけどー」

「いえいえ、そんなつもりはありませんが……とにかく、一いつ般ぱん的には、真々子さんがおっしゃる通りかと思いますよ。成長と共に、子は親おや離ばなれを、親は子離れを……あっ……」

「ん？　シラーセさん、どしたの？」

　シラーセは急いでカウンターに駆け寄った。

　そこに置かれている、子供の急成長に関する問い合わせの書類を手に取り、じっと考え込む。

「子供が成長して、親は不要に……母親は難しい感情を抱いだきつつ、身を引いて……母なる力もまた、自ら力を抑おさえて低迷……となると、マズいですね」

「え？　何がマズいの？」

「何もかも、敵にとって都合のいい状態になっている、ということです」

　手法は強引だが、子供が成長して、親離れするのは、自然な流れだ。

　その自然な流れに乗り、あるいは自らの意思で、母親という存在が表おもて舞ぶ台たいから姿を消したら……母親を排はい除じよしたいという、反はん抗こう組織リベーレの思おも惑わくが、難なく達成されてしまう。

「（相手の思い通りにさせるわけにはいきません……ですが……）」

　最も効果的な対たい抗こう戦力である真々子まで、親として身を引くことに納なつ得とくしかけている。

　おまけに、母なる力までもが意い気き消しよう沈ちんとなると。

「（さて、どうしたものでしょうか……）」

　尤もつともな理り屈くつで固められていく劣れつ勢せい状じよう況きようを、どう攻こう略りやくすればいいか、シラーセは考えなければならない……

　と、そんな時だった。

　馬の嘶いななきが聞こえた。お母さん屋のすぐ前の通りに、馬車が停車したようだ。

　正装した、城仕えの役人が、大おお慌あわてで駆け込んでくる。

「突とつ然ぜんお邪魔して申し訳ありません！　火急の用件に付き、どうかご無礼をお許しください！……こちらに大好真々子様たちは、おられますでしょうか！」

「あら、私だったらここに……」

「おお！　いらっしゃいましたか！　お子様たちの姿が見当たりませんが……と、とにかく、急ぎ、城までお越しください！　女王陛下が、折り入って頼たのみたいことがあると仰おおせです！」

「女王陛下が？　あら、何かしら」

　真々子は、シラーセと、モーネと見つめ合って、三人仲良く、小首を傾げた。







　子供の急成長に関する問い合わせが、いつ飛び込んでくるかわからないため、店を空けられないモーネはお母さん屋に残った。

　真々子はシラーセと共に、招きに応じて王城へ向かう。大急ぎで駆ける馬車に揺られること、少々。

　城に到とう着ちやくした真々子たちは、友人として、謁えつ見けんの間ではなく女王の私室へ通された。

「女王陛下、失礼しますね」

「あらあら、真々子さん！　よく来てくれたわ！　そちらの方は……確か、運営の方、シラーセさんだったわね！　王子のお見合いパーティの時に、お見かけしたわ！」

「私のことをご存知だったとは、恐おそれ入ります。女王陛下のご尊顔を拝はい謁えつする栄を賜たまわり、誠まことに……に？」

　恭うやうやしく挨あい拶さつをしようとしていたシラーセが、ピタッと止まって……その目が、女王の盛り髪がみに突き刺ささっているナイフとフォークとロブスターに釘くぎ付づけになった。

「これは……私のツッコミ力が試されているのでしょうか」

「え、えっと……そういうことではないと思うけど……」

「お二人とも、どうなさったの？　私の頭ばかり見て……ああ、そうだわ。視察から帰ってきて、そのままだから、乱れているのね。いやだわ、お恥はずかしい。……誰だれか」

　隣りん室しつのドアが開き、数名の侍じ女じよが、おしとやかに入室して。

　髪形を整えるフリをして、女王の頭からナイフとフォークとロブスターを回収して、顔色一つ変えずに去っていった。「これでいいわね。一安心だわ」「そうですね」「まったくです」女王自身よりも、真々子とシラーセの方が安あん堵どした。さておき。

　二人は応接用ソファへ案内された。女王が向かい側に腰こしを下ろす。

「まずは、突然の招きに応じてくれたこと、心から感謝するわ。本当にありがとう。……お子さんたちの姿が見当たらないけれど……」

「マー君たちは、その……冒ぼう険けん中で……」

「冒険中？　真々子さんを残して、どこかへ行ってしまったの？」

「そうではないんですけど……なんて言えばいいか……」

「真々子さんたちは、ある事件の解決を目指して活動中だったのですが、相手の策略により、真々子さんだけカーサーンへ飛ばされてしまったのです」

「あら、そうなのね……」

　女王は、じっと真々子を見つめている。真々子らしくない、はっきりしない態度を気にしているようだ。

「お忙いそがしいところだったのね。だったら、呼び立てしてしまったのは迷めい惑わくだったかしら」

「い、いいえ。そんなことはありませんよ。そちらの問題は、マー君たちに任せておけば大丈夫ですから。……私が傍にいなくても、立派にやり遂とげてくれます。だって、自じ慢まんの息子むすこたちですから」

　真々子はにっこりと微笑んだ。本人としては、元気に笑顔を浮かべたつもりのようだが。

　女王には、そうは見えていない。眉まゆを顰ひそめて訝いぶかしんでいる。

「……ねえシラーセさん、教えてくれるかしら。真々子さんはどうなさったの？　どこか暗くて、落ち込んでいるようにも見えるのだけど」

「つまりこういうことで、真々子さんはこの有り様なのです。このシラーセが、お知らーせいたします」

　シラーセは、お母さん屋から持ってきた書類を数枚、女王に差し出した。

　それは子供の不自然な急成長に関する問い合わせの書類で、特に、子供の親離れを受け入れてしまった母親たちの、沈ちん痛つうなコメントが書かれているものを持ってきている。

　書類に目を通した女王は、理解して、深いため息を吐ついた。

「そういうことなのね。わかりました。……だったら、これは逆に、いいタイミングだったと言えるわね。チャンスだわ」

「と言いますと？」

「私は真々子さんから、母親のあるべき姿を教えられて、親子共々、助けられたの。……私は真々子さんにお礼をしなければならない。そして今こそ、その時。今度は私から、真々子さんにお伝えするわ……母親として、とても大事なことを」

「わかりました。でしたら、ここは女王陛下にお任せいたします」

「ええ。任せておいて」

　シラーセの会え釈しやくを、笑顔で受け取って。

　女王はあらためて真々子と向き合った。

「本題に入るわ。よく聞いてちょうだい。……現在、世界各地で、世界の存亡にかかわる恐れがある、重大な事態が発生しているわ」

「え？……何かあったんですか？」

「まず一つは、大地や海が突然、陥かん没ぼつする現象。先ほど私は、海が広こう範はん囲いに凹へこんだ光景を目まの当たりにしたわ。同規模の現象が、陸上で、あまつさえ町がある場所で起きたとしたら、甚じん大だいな被ひ害がいが出ていたことでしょう」

「その件については、私も確かく認にんしています。直径三メートル程度の、比ひ較かく的てき小規模なものでしたが、すでにカーサーン王都の城下町でも発生しています。なお私は落ちました。一度ならず、二度までも」

「そんなことが……」

「そしてもう一つ。子供の不自然な急成長による悲しい親離れも、見過ごせないわね。ここは、親子が、いつまでも仲良く、手を取り合って幸せに生きることを目指す世界……最大のテーマであるその部分が、否定されてしまったら、世界そのものの存在理由が失われてしまうわ」

「存在理由が失われるって……そうなると、どうなっちゃうのかしら……」

「簡潔に言って、このゲーム世界は失敗。運営からサービス終しゆう了りようのお知らせ……いいえ、お知らーせされることになるかしら。ね、シラーセさん？」

「女王陛下にノリを合わせていただけるとは、光栄です」

　シラーセは女王と会釈を交かわした。駄だ洒落じやれを愛する心が通じた気がした。

　真ま面じ目めな話である。

「私は思います。おそらくこの二つの事態は、繫つながっています。真々子さんを見て確信したわ」

「私が、何か……？」

「真々子さんは、息子さんが成長して、離れていってしまうことを、とても寂さびしく思い、落ち込んでいるわね。それは俗ぞくに〝凹む〟といわれる状態。……だから、大地や海も凹んでいるのよ」

「……え？」

　きょとんとする真々子に、女王は深く頷うなずいてみせる。

「母なる大地と海は、母親の想おもいに呼応して力を与あたえるわ。だから逆に、母親たちの感情を感じ取って、影えい響きようを受けているのだと思うの。……ねえシラーセさん。この推測はどうかしら。運営の方としてのご意見を聞きたいわ」

「残念ながら、ゲームの仕様については、あまり詳くわしくは……いえ、違ちがいますね……仕様など関係なく、母の名の下もとに、滅め茶ちや苦く茶ちやな現象を発生させてしまう方がいらっしゃいますね。すごく身近に」

「ほほほ。そうでしょう？　私の時もね、相手の背中をこう、ぽんっと押しただけで、次元の壁かべを越こえさせてしまったの。我が目を疑ったわ」

「ゲームのメイン・システムが、その方から影響を受けて、ＨＡＨＡＫＯさんを誕生させるという件もありました。動かざる世界が動いた、一つの例です。とすると……日ひ頃ごろから母なる海と大地と繫がっている、そのとんでもない方が、ご自身でも気付かないうちに、例えば繫がりを〝おすそ分け〟したことにより……」

「他ほかの母親たちも、恩おん恵けいを受けて、感情を共有するようになり、大地と海が動くようになったのよ。充じゆう分ぶんに考えられることでしょう？　まったく、とんでもない方ね」

「確かに。とんでもない方ですね」

「えっと……その、とんでもない方って、どなたなのかしら」

　全く自覚のない人が、ぽけーっとしているようだが。置いておくとして。

「そうとわかれば、話は早いわ。やるべきことは決まっています。……ね、真々子さん？」

「え？……えっと……」

「簡単にご説明しましょう。現在、発生している二つの事態は、繫がっています。大地と海の凹みは、母親の落ち込みによるもの。母親たちの落ち込みは、反はん抗こう組織リベーレが引き起こしているもの。ということは？」

「ということは……ああ、そうだわ！　反抗組織のリーダーをやっている、ポータちゃんのお母さんを説得できれば、全部の事態が収まるわね！」

「もう敵の首しゆ謀ぼう者しやの情報を摑つかんでいるのね。だったら」

「さあ、今こそ、真々子さんらしい声を聞かせてください」

「わかったわ！　それじゃ……！」

　勢いよく立ち上がった真々子は！

　ハッと気付いて、突つき上げようとしていた拳こぶしを下ろした。

「……きっと、マー君たちが無事に解決してくれるわ。私は、美味おいしいご飯を作って、マー君たちの帰りを待っていようかしら。そうね。それがいいと思うわ」

　力なく呟つぶやいて、真々子は再び座ってしまった。

　だが。

「確かに、それは母親らしい姿かもしれないわね。……でも真々子さん。あなたは、そうではないはずよ」

　女王が真々子の目をじっと見つめる。

「聞いて、真々子さん。あなたが力を貸してくれたおかげで、私の息子である王子は、素す敵てきな伴はん侶りよに巡めぐり合えたわ。無事に結けつ婚こん式を挙げて、二人で幸せな日々を過ごしている。……でも、その一方で、私は落ち込んだわ」

「え？　どうして……」

「王室だから、一いつ般ぱん的なそれとはだいぶ違うけれど、息子が自分の家庭を持つようになったの。自分たちの生活を始めたの。だから、いつまでも母親が傍そばにいるわけには、いかないでしょう？　息子のことを信しん頼らいしているのなら、なおさらね」

「そう、ですよね……子供のためを思えばこそ……母親としては、身を引かないといけない時がありますよね……」

「その通り。だから私は子こ離ばなれするしかなかった。それが本当に寂しくて……でもね、そんな時、ふと思いついたの」

「……何を、ですか？」

「とっておきの方法よ。子供と、ある程度の距きよ離りを置きながらも、顔を合わせたり、話をしたり、これまでと変わらない時間を一いつ緒しよに過ごせる方法を発見したの」

「そ、そんな方法があるんですか？……それは……」

　がっちり食いついてきた真々子へ、女王は告げる。




「ついでに、会いに行くのよ」




　すぐに意味が理解できなかったのか、真々子は、ぽかんとしている。……その横でシラーセが、納なつ得とくしたように、ぽんっと手を叩たたいた。

　女王は楽し気に微笑ほほえんでいる。

「簡単な話よ。何かの用事を済ませるついでに、顔を合わせて、話をして、一緒に過ごすの。ただそれだけ。……でも、ここからが肝かん心じん。ここが重要よ。よく聞いて」

「は、はい。なんでしょうか」

「そんな都合のいい用事が、常にあるわけではないわ。だから……特に用事がない時は、どうにかして用事を作る。これね」

「……え？」

「これは、母親ならではの技わざよ。母親スキルということで、いいと思うわ」

　例えば、畳たたんだ洗せん濯たく物ものを、わざわざ部屋まで届けるついでに、何をしているのか、ちょっと覗のぞいてみたり。

　例えば、子供が一人暮らしをしていたとして、そちら方面の観光地へ個人旅行するついでに、休きゆう憩けいがてら、いかにも自然に立ち寄って顔を見たり。

　そういった類たぐいの母親行動は、母親特とく殊しゆスキル【母、来たる】の効果によるものだ。絶対そう。

「だって私は、息子むすこに会いたいもの。顔を見たいし、話をしたいわ。一緒にいたいの。だったら、どうにかして、一緒にいられるような用事を作るしかないでしょう？……そうね……例えば、今の真々子さんだったら……」

「真人君たちとは、別のルートで、別の目的で行動して、その結果、偶ぐう然ぜんにも合流して一緒に達成してしまう、というのは、都合がよすぎるでしょうか」

「あらあら、シラーセさんたら。それはあまりに都合がよすぎるわ。ほほほ」

「関かかわる全すべての人と世界に、これ以上ない効果をもたらしてしまうでしょうからね。都合がよすぎて恐おそろしいくらいですよ。フフフ」

　若じやつ干かん、悪人の顔で、シラーセと軽快に笑い合った女王は、神しん妙みような顔つきで考え込んでいる真々子へ目を向ける。

「ねえ真々子さん。私は思うの。……母親は、時には愚おろかでいいと思うの。賢かしこいフリをして、自分の気持ちを隠かくしてはダメ。子供のためだからと、決めつけてはダメ。もっと、母親としての自分に正直でいいと思うの。だからね？」

「……そうですね。私は、お母さんですからね」

　真々子が、ゆっくりと顔を上げた。迷いのない、すっきりとした表情がそこにある。

　女王は深く頷いた。

「これでもう、何も心配いらないわね」

「はい、女王陛下。お手数をおかけして、すみませんでした。私はもう大だい丈じよう夫ぶです。……ちょっと用事を思い付いたので、これで失礼しますね」

「ほほほ。用事ができたなら、お引き留めするわけにはいかないわね。女王として、勇者の母親の旅立ちをお見送りします……ああ、そうだわ。大事なことを言わないと」

「あら、何かしら」

「たとえ真々子さんといえども、一人で冒ぼう険けんはあまりに危険です。冒険者ギルドで仲間を集めて、旅の準備を整えてから出発なさい。これはＲＰＧの鉄則よ」

　女王は、とても意味あり気に、軽くウィンクしてみせた。







「まずは冒険者ギルドで仲間集めね。このゲームを始めたばかりの頃に、マー君と一緒にやったから、よく覚えているわ」

「真々子さんの〝ガツン！〟のおかげで、建物も私も大惨さん事じになりましたが、いい思い出ですよ。では参りましょう」

　王城を後にした真々子とシラーセは、通りのあちこちに発生している凹へこみを迂う回かいしながら、冒険者ギルドへ向かった。

　建物の前には、幾いく人にんかの冒険者の姿がある。「……おい！　あれ！」「えっ、マジで!?」真々子の姿を目にした途と端たん、誰だれもが慌あわてふためいて、憧あこがれの眼まな差ざしを向けてくる。

「あらあら。早さつ速そく、冒険者さんを発見したけど……」

「少々お待ちください。このカーサーン王都は、冒険の出発点。したがって、このギルドに登録されているのは、新規プレイヤーと組んでも不都合がないようレベル調整された、駆かけ出しの冒険者ばかりだったように思いますので……」

「そうね。言われてみれば……そちらにいる冒険者さんたちも、申し訳ないけど、ちょっと頼たよりない感じがするわね」

「となると、難しいですね……これから、なんやかんやで敵組織の本ほん拠きよ地ちまで行ってしまおうというのに、初心者同然の仲間を連れて行っては、足手まといにしかなりません」

「それはちょっと、困っちゃうわね……」

「むしろ真々子さん単身で行かれた方が、早めに真人君たちと合流できるかと思うのですが……とは言うものの、これは女王陛下からのお勧すすめですからね……何か意味があるようにも……」

　と、真々子とシラーセが冒険者ギルドに足を踏ふみ入れた時だった。

「あ。やっと来たみたいよ」

「そのようね。追加のお茶をオーダーする前で、よかったわ」

　休憩用のソファでくつろいでいた女性二人が声を上げた。

　一人は、スパンコールで飾かざられた派手なイブニングドレスを身に付けている、褐かつ色しよくの肌はだの、悪あく魔まのような角を生やしている女性。

　もう一人は、成金司教のようにゴージャスな聖職者服に身を包んでいる、凜り々りしい顔立ちの女性。

　二人を見た途端、シラーセは思わず目を見張り、真々子は咄とつ嗟さに声を上げた。

「あっ……和かず乃のさん!?　メディママさん!?」

「真々子さんも、シラーセさんも、ご無ぶ沙さ汰たですー。その節はどうもー。ていうか、遅おそいわよ。こっちは退たい屈くつで死にそうだったわ」
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「よく言うわね。冒険者たちの筋肉を見て、一人でキャーキャー楽しんでいたくせに。一緒にいて、とても恥はずかしい思いをさせてもらったわ」

「他人の趣しゆ味みにケチ付けないでほしいわね。少しくらいいいでしょ、別に」

　くだけた様子で言い合いをしながら、席を立って近付いてくる、その二人は。

　ワイズの母親、夜の女じよ帝ていこと、和乃。

　メディの母親、メディママ。

　間ま違ちがいなく、その二人だ。

「本当に、和乃さんと、メディママさんなのね。驚おどろいたわ」

「まったくですね……まさか生きていらしたとは……」

「ちょ、シラーセさん。何よそれ。私って、死んだことになっていたの？」

「この方が言うことを真に受けてはダメよ。ふざけているだけだから」

「うふふ。そうね。お二人とも、仲良し親子になって、無事にゲームをクリアして、一足先に現実世界へ帰っていたのよね。……それなのに、どうしてここに？」

　真々子が尋たずねると、和乃とメディママは軽く視線を交かわして、苦く笑しようした。

「どこからどう説明したらいいのか……あー、こういうことは、メママさんの方が得意よね。任せたわ」

「その呼び方を認めた覚えはないのだけど。まあいいわ。……それじゃ……」

　メディママは、大きく息を吸い込んで。せーの。

「私と和乃さんは、このゲーム世界に逃とう亡ぼうしたプロデューサーの身み柄がらを確保するよう依い頼らいされたの。私たちが選ばれた理由については、この世界での生活経験があるという点が、主な理由として説明されたけれど、実際のところ、運営に対して借りがあるという点も考こう慮りよされていたように思うわ。依頼を断りにくいだろうという打算もあったはず。ああちなみに和乃さんとは、それぞれ騒さわぎを起こした関係で、運営本部の取調室で顔を合わせる機会があったから、残念なことに、知り合いになっていてね。お互たがいに連れん絡らくを取り合って、この世界で合流したのが約一時間前。そして、さあ捜そう索さくを開始しましょうと動き出した矢先に、また運営から連絡が入ったの。冒険者ギルドで待機して、真々子さんたちと合流するように、との指示だったわ。だから私たちは、こうして待っていたの」

「というわけよ」

　暴風雨のように、ぶわーっと放たれた言葉を、ちゃんとしっかり聞き取って、「そういうことなのね」「そういうことでしたか」真々子とシラーセは深く頷うなずいた。

　と。

「事務的な説明は以上。続いて、和乃さんから、私たちの本心について説明よ。どうぞ」

「え、なんでよ。……それは別にいいでしょ……」

「ダメよ。あなたも、母親らしくなっているところをお見せしたいでしょう？　恥ずかしがらずに、さあどうぞ」

「ほ、本気で言うの？……ぅえぇ……」

　メディママが和乃の背を押して、前に立たせた。

　何かあるのか。真々子とシラーセが様子をうかがっていると……和乃は、あちこち視線を泳がせながら、おもむろに口を開いた。

「まあその、なんというか……私も、これで意外と、母親だったみたいで……まあ気になったわけなのよ」

「何が気になったのかしら」

「今いま頃ごろどうしているか、とか、元気にやっているか、とか、そういうことが」

「ふむ……それは、誰についてのことなのですか？」

「それは、もちろん……うちの、馬ば鹿か娘むすめの……」

「ななな、なんということでしょう！　あの和乃さんが！　夜の女帝と名乗り、各地の町や村から、自分好みのイケメン瘦やせマッチョを漁あさって集めて、イケメン椅い子すを作ってドヤ顔していた、あの和乃さんが！　母親として、一丁前に、お嬢じようさんの心配をなさるようになったのですね！」

「ちょっ、シラーセさん!?　その話はもういいでしょう!?　やめてくれない!?」

「和乃さん、落ち着いて。また遊ばれているだけよ。シラーセさんは、そういう方よ」

　相手が母親として先せん輩ぱいにあたる相手でも、弄いじれるようなら容よう赦しやしない。「新たな逸いつ材ざいを発見しました」「程ほど々ほどにしましょうね」真々子にたしなめられても、シラーセは挑いどみ続ける所存だ。兎とにも角かくにも。

　悶もだえ死にそうになっていた和乃が、ふと表情を和やわらげて、ぼそっと呟つぶやく。

「うちの馬鹿娘はいないみたいだから、思い切っていうけど……私は、依頼された仕事を片付けるついでに……娘の元気な姿を見られたらいいわねって、そう思ったから、引き受けたのよ。そういうこと」

　その言葉に同意するように、メディママも深く頷いている。

「さっき、お二人の話し声が聞こえたわ。敵組織の本拠地とか、真人君たちと合流とか、言っていたわね。何か起きているのかしら」

「ええ、そうなんです。ちょっと急ぎの用事があって……そのついでに、マー君たちに会いに行く予定なんです。そのために仲間を探していたんです」

「なるほどね。そういうことなら……」

「協力しない理由はないわ」

　和乃とメディママは、満足そうに頷き合って。

　和乃は、仰ぎよう々ぎようしく装そう丁ていされた分厚い魔ま法ほう書を手にして、妖よう艶えんに微笑ほほえむ。

「この世界に存在する全すべての魔法を、たった一言で行使できる、大賢けん者じやであるこの私……夜の女帝あらため〝ナイトクイーン〟を、旅のお供に加えるのはいかが？」

　メディママは、宝石がちりばめられた神こう々ごうしい杖つえを手に、毅き然ぜんと構えた。

「新たに与あたえられた、この杖の一ひと振ふりで、全てを守り、全てを癒いやしてご覧にいれるわ。癒ゆ術じゆつ師しメディママを、あなたの仲間として迎むかえてくれるかしら？」

　どちらも最高級の装備を持ち、さらに母親補正により、チート級の能力を得ている。これ以上は望めないほど頼りになる仲間だ。

　真々子にはもちろん、断る理由はない。感激して出そうになった涙なみだをこらえて、しっかりと頷いた。

「和乃さん。メディママさん。これからお願いしますね」

「こちらこそ、よろしくね」

「いやあの、真々子さん？　私、再登録で名前を変えたんだけど……まあいいけど……」

　真々子が差し出した手に、メディママと和乃が手を重ねて……

「シラーセさんは、ご一いつ緒しよしてくれるのかしら」

「お邪じや魔までなければ、お供させていただきますよ。サポート役として……そして盛り上げ隊長として、頑がん張ばらせていただきます」

「シラーセさんがいると、逆に心配な気もするけどね……」

「それはそれとして、仲間は多い方が楽しいわ」

　シラーセも手を重ねて、四人の母親の心を一つに。

「お母さんＲＰＧの幕開けです。参りましょう」

「それじゃ、世界のイケメン瘦せマッチョに会うために、というのは冗じよう談だんで」

「引き受けた用事を済ませる、そのついでに」

「可愛かわいい我が子に、会いに行っちゃいましょう！　おーっ！」

　四人の心の中で、オープニングのファンファーレが鳴り響ひびき、母親たちの冒ぼう険けんが幕を開けたのだった！

　というわけで。

「それじゃ、これからどうしようかしら。特に何も決まっていないのよね」にっこり

「「え？　いきなりノープラン？」」

「ひとまず、世界を巡めぐって、各地で起きている事態に対処しましょう。問題を解決していくうちに、様々な手て掛がかりを得て、事件の真相、すなわち敵のボスのところへ辿たどり着くでしょう。たぶん」

「たぶん、って……ゲームって、そういうものだと思うけど……これ、大だい丈じよう夫ぶなの？　やたら苦労しそうな気が、しなくもないけど」

「心配いらないわ。進む先に、どんな困難が待ち受けていようとも、私たちは乗り越こえていくわ。こうして、比類なき母親たちが揃そろっているのだから。ええそうです。どんな困難が待ち受けようとも、この私たちなら！」

　メディママが、どんな困難でも乗り越えると、力強く二回言った、その時だった。

　冒険者ギルドの前に、一台の馬車が止まった。「あれは……さっきの方だわ」お母さん屋にやってきた役人が、再び訪ねてきたようだ。

「失礼いたします！　こちらに大好真々子様は……ああ、いらっしゃいましたか！　お仲間の方もいらっしゃるのですね！」

「どうも。何かご用ですか？」

「女王陛下より、贈おくり物でございます！　皆みな様さまの冒険にお役立ていただきたい、とのことですので、どうぞ、お受け取りください！」

　使用人たちが、四人がかりで、馬車から大きな宝箱を運んできた。

　驚きや欲よく望ぼうを丸出しにしている四人の母親の前で、宝箱が開かれる。眩まぶしい輝かがやきが！

「嬉うれしい資金援えん助じよ……うげっ!?」ガビーン！

「え……じょ、冗談よね……？」……ガクガクブルブル……

「ほほーう？　そうきましたか」にやり

「あらあら、とっても素す敵てきね！」にっこり

　四者四様の反応を見せた、その中身とは……！







「……これは……罠わなか……」

　真人は、通路の脇わきに置かれている、トカゲのぬいぐるみの前に座り込んだ。

　これで何個目のぬいぐるみか、もう覚えていない。

「（ぬいぐるみは目印で、辿っていけばポータがいると思ったんだけどな……）」

　そう信じて、罠すごろくを突とつ破ぱして以降、複雑に入り組んでいるハハーデス城の回かい廊ろうをとにかく走った……

　クマ、ウサギ、ネコ、イヌ……様々なぬいぐるみが、まるで行き先を示すように置かれていて……

　結果的には、あっただけだ。

　ポータは見つからず、どこにも辿り着くことなく、ただぐるぐる走り回って疲つかれただけという。

「もー無理……しんどいわ……どこにもいないし……」

「組織の本ほん拠きよ地ちということもあって、モンスターも何気に強いですからね……」

　ワイズとメディも座り込み、今にも倒たおれそうな体を壁かべに押し付けて、もう動けない。

　仕方なく小休止だ。真人は、脇に置いた菓か子し折おりの箱を潰つぶさないよう気を付けながら、その場に寝ね転ころんだ。

「俺たちを、どうしても、母親のところに行かせたくないみたいだな……」

「これがポータの意思ってわけね。もう〝何がなんでも！〟って感じよ」

「ですが、その一方で、私たちへの気き遣づかいも忘れていないところが、ポータちゃんの可愛いところです」

　メディが重い腰こしを上げて、トカゲのぬいぐるみに歩み寄った。

　ぬいぐるみをどかすと、ＨＰとＭＰを回復するポーションが数本、そっと置かれている。

「お母様のことが好き。でも、私たちのことも、こうして好きでいてくれる。とても素敵な子です」

「だな。……でもさ、だから心配になるよな。俺たちもしんどいけど、ポータはもっと、比べものにならないくらい、しんどいと思う」

「本当は、こんなことしたくないと思ってるわよ。絶対そう」

「でも、大好きなお母様のためですから……」

「自分の気持ちに噓うそを吐ついて、無理して……」

「そうして、いつしかメディみたいに、心に闇やみを抱かかえるわけね」

　可愛らしい笑顔で、味方に毒アイテムを投げつける、ダークポータ爆ばく誕たん？

「なんてこった！　ポータがメディみたいになったら、何もかも終わりだぞ！」

「真人君？　それはどういう意味ですか？　私は終わっていませんよ？」にっごり

　笑顔だけど笑顔じゃないメディが、真人のみぞおちに、ＨＰ回復ポーション瓶びんをぐりぐり、ぐりぐりと押し付けてくる。「ごめんなさいやめてください」「嫌いやです」真人が吐はき気を催もよおすまでぐりぐりされた。

　とまあ、ふざけるのは、ここまでにして。

　真人は起き上がり、ＨＰ回復ポーションを一気飲みした。

「さて、再開するか。とにかくポータを捕つかまえて……でもって……」

「「でもって？」」

　どうしようというのか。

　真人の口から、なかなか言葉が出てこない。

「（……どうすればいいんだ？）」

　整理しよう。まず、真人たちはどうしたい？

　仲間であるポータを連れ戻もどしたい。悪い組織に身を寄せているのだから、なおさらに。

　だが、その組織にはポータの母親がいる。

　ということは、ポータを連れ戻すと、すなわち親子の仲を引き裂さくことになるわけで。

「真人？」

「真人君？」

「ま、まあ待て。今、考え中だ。……え、えっと……」

　二人がぐいぐい迫せまってくる。言えと。早はよ言えと。こんな時ばっかり、リーダーシップを発揮して、宣言しろと。「真人？」「真人君？」「待てって！」顔がすっごく近い。

　集中だ。考えろ。

「（単に親子で一緒にいたいだけなら、それでもよかったんだよ……でも……）」

　ポータの母親は、組織のボス。これまでに起きた親子関連事件の首しゆ謀ぼう者しや。諸悪の根源。

　しかも、娘むすめであるポータに対して、かなり冷たい態度を取っているらしい。

　この二つが問題点としてあるわけだ。

「（母親をどうにかしないといけない。……だけど……）」

　近付けさせまいと、ポータが立ちはだかっている。説得しなければいけない。

　ということで、どうポータを説得するのか。

「（どうやって？　どんな方向性で？　どんな言葉で？）」

　ワイズとメディに、じっくりと見つめられながら、考え抜ぬいた結果。

　真人は！

「と、とにかくさ！　まずはポータを見つけて、それからどうするか考え……あ」

　何も思い付かず、問題を先送りしようとした、その瞬しゆん間かんだった。

　真人が視線を泳がせて、何気なく目を向けた、その通路の先の角から。

「わわっ！　また見つかっちゃいました！」

　ポータがそっと顔を覗のぞかせた。思いっきり目が合った。

「おいポータ!?　なんで出て来た!?　こっそり様子を見に来てもいいけど、見つかっちゃダメだろ!?　もっと上手に隠かくれようぜ!?」

「何言ってんのよ！　見つかったんだから、よかったじゃん！」

「急いで追いかけましょう！　こんどこそ、絶対に見失わないように！」

「お、おう……あ、でも、廊ろう下かは走っちゃいけないって、先生が……」

「「位置について、用意……どんっ！」」

　動きが遅おそい真人を置き去りにして、女子二人が全力疾しつ走そうを開始した。「そんなに走ったら、おパンが見えちゃうから！」「見なきゃいいでしょ！」「真人君次し第だいです！」真人の願いを無視して、盛せい大だいにスカートを巻き上げながら走る！　今日は、ブルーと白！

「ポータ！　待ちなさい！」

「手て荒あらなことはしませんから、大人しく捕まってください！」

「嫌ですーっ！　自分、絶対に捕まりませんーっ！　捕まったら、お母さんを守れなくなっちゃいますーっ！」

「やっぱポータは足が速いな！……追い付けそうもないから、ここは諦あきらめて……」

「「ダッシュ！」」

「はい……」

　ポータは、持ち前の素早さで通路を駆かけ抜けていく。

　真人たちとの距きよ離りを広げて、不意に方向転てん換かんして、通路沿いの部屋に入っていった。







　遅おくれて駆け付けた真人たちは、部屋のドアに描えがかれている【Ⅳ】の数字を見つめる。

「これって、四天王の部屋よね。前のアジトにもあったわ」

「私たちと、自室で勝負するつもりでしょうか」

「だとしたら、要注意だな。ここはポータのテリトリーだ。どんな罠が用意されているか……ここは急がず、焦あせらず、慎しん重ちように作戦を練って……」

「「突とつ入にゆう！」」ガチャッ！

「おう。そんな気がしてた」

　ワイズが無警けい戒かいにドアを開けて、メディと共に部屋の中に飛び込んだ。仕方なく、真人も後に続く。

　予想通り、ポータが寝起きしていた部屋だ。内部の様子は、ソレラが見せてくれた映像と相そう違いない。テーブルやベッドが、ぽつんぽつんと置かれていて、とにかく広い。

　だが肝かん心じんのポータの姿が見当たらない。

「どこかに隠れたのか？」

「みたいね。……あたしとしては、クローゼットの中とか、怪あやしいと思うんだけど」

「と見せかけて、アイテムで姿を見えなくしている可能性もありますよ」

「そういや【戦いたくないでござるの水】とかあったな。敵避よけ用のアイテムだった気がするけど……それで気付かれないようにしてるとしたら……」

　隠れたフリをして、でも実は、すぐ近くにいるとか？

　真人たちが、室内を探たん索さくするため、部屋のドアから離はなれた瞬間に、ポータがそっと退室して、外側からドアをロックして閉じ込め完かん了りよう、とか？

「よし。だったら、お兄ちゃんセンサーの出番だな。お兄ちゃんセンサー……ＧＯ！」

　真人は、お兄ちゃんセンサーを起動した。相手が、可愛い妹分だったら、どこにいるかわかるはず。もちろんわかる。だってお兄ちゃんだから。

　ポータの顔がありそうな場所をイメージして、「ここだ！」指先でほっぺをこしょこしょくすぐってみると！

「ポータ発見！……なーんて、そんなわけが……」

「ひゃわ～っ！　くしゅぐったいですぅ～！」

「おおっ!?　マジでいた!?」

　こしょこしょされて身み悶もだえしながら、ポータが姿を現した！

「やるじゃん真人！　あんたすごいわよ！　若じやつ干かんキモいけど！」

「一言にまとめると、すごいキモい、ですね」

「まとめて言わないでほしいな！……とにかく、捕まえたぞ！　捕まえちゃったぞ！」

「ふわわ～っ！　じ、自分はまだ、捕まっていないです～っ！」

　ポータは、こしょこしょ地じ獄ごくから抜け出し、ベッドに駆け寄った。

「こうなったら、自分が戦います！　真人さん、ワイズさん、メディさん！　勝負です！」

「戦うって……おい待てよポータ！　マジで戦うのか!?」

「ちょっと落ち着きなさいってば！　なんであたしたちが戦わなきゃいけないのよ！　意味ないでしょ！」

「戦う意味は、あります！　自分が勝てば、お母さんを守れます！　なので！」

「あっ！……真人君、ワイズさん、気を付けてください！」

　ポータはショルダーバッグから、キラキラ輝かがやく液体が入っている瓶を取り出して、ベッド上のぬいぐるみたちに振ふりかけた。

　その途と端たん、ぬいぐるみが動き出し、真人たちをめがけて突とつ進しんしてくる。

「うおっ！　マジか!?……といっても、まあ、ぬいぐるみだから」

「こう言ったら悪いけど、ただの悪あがきよね。しゃーない。ここはあたしが、魔ま法ほうで一気に吹ふき飛ばしてやるわ！」

　と、ワイズが魔法書を手にした瞬間。

　ポータが素す早ばやく気付いて、号令を飛ばす。

「チーターさん！　行ってください！」

　チーターのぬいぐるみが、猛もうスピードで突つっ込んで、ワイズの顔に飛びついた。

「もがっ!?　ひょっ、やめなさいって！　呪じゆ文もんが唱えられない……ああ、でも……肌はだ触ざわりが気持ちいいわぁ……」ほっこり

「幸せそうな顔してんじゃねーよ。物理的に魔法を封ふうじられてるぞ」

「仕方がありませんね。でしたら私が、ぬいぐるみたちに安息を与あたえましょう」

　だらしないワイズに代わって、メディが杖つえを構えた。

　ポータはその動きを見み逃のがさない。

「わわっ！　即そく死し魔法されちゃいます！　アルパカさん、止めてください！」

　すかさず、アルパカのぬいぐるみが突進して、メディの顔に飛びついた。

「むはっ!?　ちょっと、やめへください！　これでは私まで……ああ、でも……恐おそろしいほどの、もっふもふ……」ほっこり

「メディまで行動阻そ止しされたか……やるなポータ……だが、俺はそうはいかないぞ」

　一瞬、迷ったが、決心して、真人は聖せい剣けんフィルマメントを鞘さやから抜いた。

　両手でしっかり握にぎりしめる……？

「あれ？　何か忘れてる気がするけど……まあいいか！」

　戦せん闘とうに集中だ。ポータに剣先を向けたりはしないが、戦うべき相手として見み据すえる。

「悪いけど、俺はぬいぐるみとか、あんまり興味ないからな。容よう赦しやなく切るぞ」

「そんなことしたら、ぬいぐるみが可哀かわいそうです！　真人さん、酷ひどいです！　自分は悲しいです！」

「うっ……死ぬほどやりづらい……」

　ポータの声が、真人の戦せん闘とう意い欲よくを急激に低下させた。尋じん常じようではないデバフ効果だ。

　何気に強敵すぎるポータの攻こう撃げき。

「危ないことは、させたくないですけど、お母さんを守るためです！　みんな、行ってください！」

「くっ！　だったら、切らないように、剣の腹でなんとか！」

　十体を超こえるぬいぐるみたちが、一いつ斉せいに真人に襲おそい掛かかった。

　真っ先に飛びかかってきたペンギンを、真人は剣で叩たたき払はらう。所しよ詮せんはぬいぐるみだ。軽い軽い。あっさり壁かべまで吹き飛ばされていく……

「余よ裕ゆう余裕！　よし次……！」

　と、真人が他ほかのぬいぐるみに目を向けた刹せつ那な。

　壁に叩きつけられたペンギンが、スーパーボールさながらに跳はね返って、真人の横っ面つらに猛スピードで突っ込んできた。ぼふんっと直撃。

「ぶへっ!?　おいっ、なんだよ！　ほっこりしちゃうじゃんか！　どうもありがとう！」

　顔面命中だったが、むしろご褒ほう美びと言える感かん触しよくだ。また跳ね返って飛んでいくペンギンへ、お礼を言って。

　真人は、次に迫せまってきたカメを咄とつ嗟さに叩き飛ばす。さらに、ゾウ、イルカ、ウシも、次々と。軽快に、ぼふぼふぼふぼふんっと飛ばしてやった。ぬいぐるみバッティングセンターだ。「やだ楽しい！」ちょー楽しい。

　その結果。

「はっはっは！　余裕余裕！……なんだけど……あれ？」

　叩き飛ばされたぬいぐるみたちが、壁や床ゆかや天てん井じようで跳ね返り、さらに跳ね返っている。

　心なしか、跳ね返る度たびに速度が上がっているようで……恐ろしい速さの、ぬいぐるみピンボール状態になり……四方八方から、真人たちに直撃する！

「ぶっ!?　べっ!?　ぼっ!?……ちょ、ちょっと待ってくれ!?」

「わっ！　んっ！　あはっ！　何これ！……あー、なんか幸せ」ほっこり

「きゃ！　ひゃっ！　んふ！……どれもモコモコふわふわです」ほっこり

「二人とも！　気持ちはわかるけど、ほっこりしてる場合じゃないぞ！　これ地味にＨＰ削けずられてるから！……くっそ！」

　可哀そうとか言ってる場合じゃない。真人は剣を構え直して、刃はの部分で、飛んできたニワトリを切り付けた。

　だが思うように切れない。叩き飛ばしてしまった。……場合によっては、あるいは鉄よりも、弾だん力りよくのせいで摩ま擦さつが発生しにくい綿などは切りにくい。

「おいおい。ぬいぐるみが、こんなに手て強ごわいなんて、思ってもみなかったぞ……」

「ぬいぐるみは可愛かわいいです！　可愛いは、強いです！」

「その言葉、ポータにもぴったり当てはまるな。……でも、そういうことなら……こっちも、もう手加減しないからな！　覚かく悟ごしろよ、ポータ！」

「はい！　自分はもう覚悟できてます！　なので、超ちよう必殺攻撃を繰くり出します！　これで終わりにします！　いきます！」

「いやそっちは手加減してくれていいんだけど!?」

　ポータは、ショルダーバッグに取り付けられているマスコット〝ピータ〟を取り外した。

　キラキラ輝く液体の瓶びんを取り出して、「ファイト一発です！」瓶の口をピータの口に押し当てて、飲ませる。

　ピータに液体が染しみ込むと……その体が、ドクンッと、大きく脈打ち……手の平サイズのマスコットが、ぐんぐん巨きよ大だい化していく。

　ポータの背せ丈たけよりも大きくなり、真人の背丈を越こえて、さらに……

「……おい……噓うそだろ……」

「ちょ……こ、これは……」

「大きすぎ、ではありませんか……？」

「これがピータの本気です！　びっくりビッグサイズ・ピータです！」

　見上げるほど高い天井に、頭をぶつけても、まだ巨大化を続けて。

　前ぜん傾けい姿勢になり、覆おおいかぶさるような位置から、びっくりビッグサイズ・ピータが真人たちを見下ろしてくる。サイズ的にも、位置的にも、怖こわい。

「ね、ねえポータ？　ちょっと待とうか」

「そ、そうですね。ちょっと待ちましょう。……とても嫌いやな予感が……」

「ピータの攻撃です！　超必殺、押し潰つぶしです！」

「全然、必殺技わざっぽくないけど、それはヤバいだろおおおおっ!?　やめてええええっ!?」

　ピータの巨体が、ぐらりと揺ゆれて、倒たおれ込んでくる。

　真人たちは、とっさにその場を離れようとするが、「ぶっ!?」「ちょっ!?」「んっ!?」ぬいぐるみピンボールラッシュが続いていて、押し返されてしまう。

　逃にげることは叶かなわず、ずぼふんっ！　と。真人たちは押し潰された。

　これで戦せん闘とう終しゆう了りよう……

「や、やりました……自分が勝ちました……あれ？」

　勝ったものの、すごく悪いことをしてしまった気持ちで、ポータが悲しそうな顔をした瞬しゆん間かんだった。

　巨大ピータの体が動いた。少しずつ、下から持ち上げられている。

　真人たち三人が、手を突き上げ、足を踏ふん張って、渾こん身しんの力で押し返している。

「まだ、終わってないぞ！……俺たちの戦いは、これからだ！」

「その言い方だと、終わってるでしょ！　ふぬぬぬっ！」

「わわっ！　皆みなさん、無事でした！……よかった、じゃなくて……自分の超必殺攻撃が当たったのに、信じられません！　どうしてまだ元気なんでしょうか！」

「それは、ポータちゃんのおかげですよ！　見てください！」

　散々、煩わずらわせてくれたぬいぐるみたちが、真人たちの体にまとわりついている。

　巨大ピータが倒れ込んできた瞬間、ぬいぐるみたちが自おのずと集まり、その弾力で、押し潰しの衝しよう撃げきを和やわらげてくれたのだ。

「やっぱポータはポータだな！　本気で戦うなんて言ってても、俺たちに怪け我がさせたくなかったんだろ！」

「そ、それは……そう、ですけど……」

「だったら！　もうさ、こんなのやめようぜ！　俺たち、戦わなくていいだろ！　な！」

「でも……でも、自分は戦わないと……真人さんたちを追い返さないと……そうしないとダメなんです！　自分はお母さんを守りたいんです！」

　ポータが急に走り出した。真人の呼びかけを振り切って、ドアへ向かって一目散にかけていく。また逃とう走そうするつもりのようだが。

　その時、巨大ピータが腕うでを動かした。「わっ……!?」丸々とした手で、ドアの前を塞ふさいで、ポータを通せんぼした。

「ピータ……どうして……わわっ!?」

　真人たちに覆いかぶさっていたピータが、体を起こした。もう一方の手も伸のばして、ポータをひょいっと持ち上げて、お腹なかのところでしっかり抱だき締しめる。

「うぅぅ……ピータに捕つかまっちゃいましたぁ……」

「なんかさ、前にもこういうのあったわよね。巨人の女の子だっけ？」

「ポータちゃんは、抱き締めたくなる可愛さですからね。仕方ありません。……さて」

「ここまでだな。……なあポータ。話、いいか？」

　目の前に集まって、視線の高さを合わせて呼びかけると、ポータがしぶしぶ頷うなずいた。

　真人自身、正直なところ、何をどうすればいいのか、何も定まっていない。

　だから、思った通りにするだけだ。

「最初に、誤解を解きたい。俺たちは、ポータの母さんを倒すために来たわけじゃない」

「ふぇ？……そ、そうなんですか!?」

「そうよ。あたしたちの目的は、ポータよ。ポータに会いに来たの。心配だったから」

「詳くわしい説明をせず、いきなりいなくなってしまいましたからね。心配して当然です」

「自分が、心配で……す、すみません！　心配かけて、すみません！」

　ピータに抱っこされたまま、ポータがぺこりと頭を下げて来た。本当に素直な子だ。

　その素直さを見つめて、真人は表情を和らげる。

「というわけで、俺たちは敵じゃないとわかってもらえたか？」

「はい！　自分、勘かん違ちがいしてました！　自分は、真人さんたちと戦う必要はありませんでした！　すみません！」

「うむ、よろしい。……でもな、正直に言う。俺はちょっと、ポータの母さんを許せない気持ちがある」

「え……？」

　怯おびえたような表情を向けられて、かなり心が痛むが、真人はそれでも言葉を止めない。

「実はさ、ここでのポータの様子を、ちょっとだけ見せてもらったんだ。どんな技術か知らんけど、ソレラが映像に残してたみたいで……あー、と言っても、着き替がえるところとかは見てないから、安心してくれな？」

「大だい丈じよう夫ぶです！　自分は、真人さんなら、着替えだって見られても大丈夫です！」

「くっ！　嬉うれしいこと言ってくれやがって！……なんて、ふざけてる場合じゃなくて……俺はさ、ポータが部屋で一人で食事してる姿を見て、切なくなったよ」

「それは……自分も、ちょっと……」

「それからさ。ポータが挨あい拶さつしようとしたのに、ポータの母さんは相手にしなくてさ……それどころか、目を合わせようともしないとかさ……あれは酷いと思った。腹が立った」

「っ……！」

「あんなの、どう考えてもあり得ないだろ。悲しすぎるだろ。あんなの……！」

「それは、仕方ないです」

　ポータは、必死に笑おうとして。




「自分のお母さんは……自分のことが、嫌きらいです」




　全然、笑えていない顔で、そう言った。

「現実世界にいた時から、お母さんはずっとそうです。挨拶も、ちゃんとしたことがないです。目を合わせて話をしたことも、ないです。ご飯も、いつも別々です」

「そんな……どうして……」

「わからないです。でも、自分は覚えてないですけど、嫌われるようなことをしちゃったんだと思います。だからだと思います」

「いや、待ってくれポータ。そんなわけないだろ？」

「そうよ！　ポータに限って、嫌われてるとかないわよ！」

「そうですね。あり得ない話です。こんなにも可愛くて、思いやりがあって、頑がん張ばり屋さんのポータちゃんですよ？　嫌う理由がどこに……」

「でもっ！　自分のお母さんはっ！　自分のことが、嫌いですっ！」

　張り裂さけそうな声で言って。

　ポータは、大おお粒つぶの涙なみだを零こぼしながら、真人たちをじっと見つめる。

「このゲームを始めた時も、お母さんは一いつ緒しよに来てくれませんでした！　いい子にしていたら来てくれるって、メールに書いてありました！　でも、いつまで経たっても来てくれませんでした！　自分のことが嫌いだからです！」

「待ってくれポータ。それは何か事情が……」

「そうだと思います！　自分よりも大事なことがあったから、来てくれなかったんだと思います！　お母さんは、自分よりも、そっちの方が好きなんだと思います！」

「ポータ落ち着いて！　そうじゃないから！　絶対に違うから！」

「違わないです！　だから自分は、自分を好きになってもらえるように、たくさん頑張りました！　真人さんとママさんの仲間にしてもらって、ワイズさんの仲間にしてもらって、メディさんの仲間にしてもらって、いっぱいいっぱい頑張りました！　でもお母さんは来てくれませんでした！　自分のことが嫌いだからです！」

「ポータちゃんが、いつも一いつ生しよう懸けん命めいだったことは、私たちがよく知っています。そんなポータちゃんのことを、嫌いになる人はいません。断言できます」

「でも、お母さんは自分が嫌いです！　お母さんが手配書になっていて、連れん絡らくしたら、来てくれて……でもやっぱり前のままでした！　だから自分は、もっと！……お母さんのために、お母さんが見てくれるところで！……たくさん頑張れば！……そうすれば、お母さんは！……自分のことを！……自分を！……」

　そこからはもう、言葉になってない。抑おさえきれない泣き声に、言葉が飲み込まれた。

　ワイズとメディが、夢中で抱き締めて、頭を撫なでて、背中をさすっている。

　真人は天てん井じようを眺ながめている。目の辺りに込こみ上げてきたものが、下がってくれるように。

「（……さて、どうするか）」

　思い付いたことが一つある。ポータと戦って、感じたことだ。

　真人はポータの前にしゃがみ込み、そっと話しかけた。

「……なあポータ。俺はポータの話を聞いて、やっぱり、なおさら、ポータの母さんを許せないと思った」

「お母さんは悪くないですっ！　悪くないので、お母さんは許してくださいっ！」

「いいや許せない。この際、組織としてやってたことは、脇わきに置いておく。俺は何より、ポータに対する態度が許せない。大事な仲間であるポータに、こんな思いをさせてることが許せない」

「自分は大丈夫です！　全然平気です！　なので……！」

「どこがだよ。ちっとも平気じゃないだろ」

　見ているのがつらくなるほど必死な顔に、両手を添そえて、「うりゃ」「むにゅにゅっ!?」涙を拭ぬぐうついでに、ほっぺをむにゅむにゅ、しまくってやって。

　真人は、頼たよれるお兄ちゃんの顔で笑いかけた。

「だからさ、なんとかしようぜ。ポータの気持ちでさ」

「ふぇ？……自分の、気持ちで……？」

「そうだ。相手が見てくれないなら、こうやって、無理やりにでもこっちを向かせてさ。思いっきり、ガツンと、気持ちをぶつけるんだ」

「で、でも……」

「でもじゃない。俺たちと一緒に冒ぼう険けんしてきたポータは、ちゃんと知ってるはずだ。俺たちは、そうやって、親子の問題を解決してきた。悲しいことを、嬉しいことに変えてきた。……ワイズの時もそうだった。メディの時もそうだった。だよな？」

　からかうように、二人に笑いかけてみると。

　ワイズもメディも、無む駄だに自じ慢まんげに胸を張っている。

「そうね。しょーもないママに、思い切ってぶつかって、ガツンと一発、娘むすめの気持ちを叩たたき込んでやったわね」

「私も、お母様にガツンと。尻尾しつぽの一いち撃げきだったか、ドラゴンブレスだったか、どちらか覚えていませんけど」

「どっちもだな。メディはガチの攻こう撃げきを何発も食らわせてた。でもまあ不都合な部分は、忘れたことにして。……色々なことが急に起きて、パニクっちゃって、忘れてたかもしれないけどさ。俺たちは、そうやって、全部なんとかしてきた。そうだろ？」

「は、はい！　自分、覚えてます！　思い出しました！」

　ポータはしきりに頷いている。悲しさで陰かげっていた瞳ひとみに、元気な輝かがやきが戻もどってきた。

　真人は、ポータの頰ほおに添えていた手を離はなした。

「だからさ、ポータ。ポータの気持ちを、ポータの母さんにぶつけてみないか？」

「自分の気持ちを、お母さんに……」

「ポータは、どんなことを伝えたい？」

　尋たずねると、即そく座ざに。

「自分は……お母さんに、自分のことを好きになってもらいたいです！　今まで、ちゃんと言ったことがなかったので、この気持ちをぶつけてみたいです！」

　ポータらしい一生懸命な表情で、純じゆん粋すいな想いが込められた言葉で、返事が返ってきた。

　やっと普ふ段だんのポータに戻ってくれたようだ。「もう大丈夫ね」「そのようです」ワイズとメディは、支えるために抱き締めていた腕を解ほどいた。

　巨きよ大だいピータも、まるで安心したように、そっと腕を解いて、元のマスコットサイズに戻った。

　ピータをショルダーバッグに装着したポータが、力強く頷く。

「真人さん！　自分はもう準備万ばん端たんです！　早くお母さんのところへ行きたいです！　自分の気持ちをぶつけたいです！」

「お。やる気だな。さすがポータ。それじゃ、さっそく……と言いたいところだが……一つ、残念なお知らせをしないといけないな」

「な、なんでしょうか！」

「俺たちは今まで、仲間で力を合わせて、たくさんの問題を解決してきた。母さんも含ふくめて、五人の力を合わせて、だ。みんなで力を合わせれば、なんでもできる。……だが残念なことに、今、俺たちの仲間は、ここに三人しかいない」

「あー、そうね。三人ね」

「私、真人君、ワイズさん。確かに三人ですね」

「ええっ!?　じ、自分は仲間じゃないんでしょうか！　自分は……あっ！」

　真人たちの視線で、やっと気付いたようだ。

　ポータはまだ四天王の黒いコートを着用している。「自分、着替えてきます！」ポータはクローゼットまで、すっ飛んでいって、脱ぬぎ脱ぎ……

「……真人」じーっ
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「……真人君」じーっ

「ポータは気にしないって言って……ああ、いえ、そういうことじゃないですね。はい」

　真人は、回れ右して、音だけ楽しむことにした。それはそれで乙おつなもの、楽しい時間だ。じゃなくて。

　今は、覚かく悟ごを決める時間だ。

「ねえ真人。ぶっちゃけ、勝率はどれくらいだと思う？」

「正直、わからん。何をどうしたらいいか、俺なりに考えたんだけどさ……下手にあれこれ考えるより、ポータの真っ直すぐな気持ちに従うのが一番かなって、思ったからさ。そうするだけだ」

「いい判断だと思いますよ。ポータちゃんの素す直なおさは、最高の武器ですからね」

「そうね。ポータのママがどんな人か知らないけど、あんなに強い気持ちが伝わらないとか、あり得ないわよ。あたしのママでさえ、最後はわかってくれたんだから」

「非常に頑がん固こな、私のお母様でさえ、最後はご理解くださいましたし」

「うちの母さんも、滅め茶ちや苦く茶ちやすぎる人だけど……でもまあ、やっぱり母親って感じで。子供の気持ちを、ちゃんと理解してたりするから……」

　それぞれが、それぞれの母親を思い浮うかべた、その瞬しゆん間かん。

　三人とも、一いつ斉せいに、ゾクッと悪お寒かんが走った。

「うっ……今、何か……とてもよくない気配が……ま、まあ気のせいだと思うけど！　母親は、子供の気持ちをちゃんとわかってくれる！……例えば、あくまで例えばの話だけど……例えば、子供が絶望するようなことなんて、絶対にしないさ！　はははっ！」

「そ、そうよね！　あははっ！」

「そうですよね！　うふふっ！」

　強気に言い放って、無理やりにでも笑う真人たちだったが……

　現実とは、過か酷こくなものである。







　同時刻。カーサーン王都の、冒険者ギルド。

　事務仕事用のスーツを着用したシラーセが、玄げん関かん口に颯さつ爽そうと現れた。

「さて、この度たびは、どのような名前にしましょうか……シーラセ？　シラララッセ？……いいえ……謎なぞのプロデューサー兼けんマネージャー、白しら瀬せＰということにしましょう」

　誰だれに言うでもなく、世界に向けて名乗りを上げた白瀬Ｐは、大きなリュックサックを背負い、パンパンに膨ふくれ上がったバッグを肩かた掛かけして、表に出た。

「さあ皆みなさん！　世界を救うついでに、お子さんたちに会いに行く、壮そう大だいな冒険の幕開けです！　張り切って参りましょう！」

　白瀬Ｐが建物へ向かって呼びかけると。

　玄関口の陰から、和乃とメディママが、ものすごく嫌いやそうな顔だけ覗のぞかせた。

「ちょ、ちょっとシラーセさん。マジで言ってるの？」

「シラーセ？　はて、誰のことでしょうか。私は白瀬Ｐという名の、敏びん腕わんプロデューサー兼マネージャーですがＰ？」

「『ですがぴー？』って何よっ！　ふざけてないで、真ま面じ目めに答えなさいってば！」

「ねえ白瀬Ｐさん？　あなた、本気で、私たちに、こんなことをさせるおつもりなの？」

「私の発案ではありません。これは女王陛下からのご提案です。……大地と海の異変は、子供の不自然な親おや離ばなれにより引き起こされるもの。ですので、子供の心を、今一度、母親へ向けさせることにより、状じよう況きようの安定化が図はかれるでしょう」

「ま、まあ、理り屈くつはわかるのだけど……」

「それにしたって、これはないでしょ!?　頭悪すぎじゃない!?」

「とんでもない。素敵なアイデアだと思いますよ。母親の魅み力りよくを、子供に、そして世界に発信するために、これ以上の方法はないかと思います。……さあ、お二人とも、どうぞ出ていらしてください。ギャラリーの方々も、お待ちかねですよ？」

　冒険者たちが、次から次へと、続々と集まってくる。「ん？　なんだ？」「何かやってるのか？」冒険者ギルドは、冒険者たちの拠きよ点てん。当然、どんどん来る。

　和乃とメディママの顔が、果てしなく青ざめていく。

「う、噓うそでしょ？……マジで、こんな格好で人前に出るわけ……？」

「ね、ねえ和乃さん？　うっかり転送魔ま法ほうを使用して、一いつ緒しよに逃にげるのはどうかしら」

「それ採用！　いくわよ、移送トランスポルト！……あれ、魔法が発動しない……ああ、そうよ！　魔法書を、白瀬Ｐに預けたから！」

「どうしてこっそり持っておかないの！　私も、装備は全すべて白瀬Ｐさんに預けてしまったから、魔法が使えないわよ!?」

「待って待って待って待って！　本気で待って！……こんな姿で、人前に出て……挙句、あの馬ば鹿か娘むすめにも、この格好を見られることになったら……」

「おっ、恐おそろしことを言わないでくれるかしら!?　メディが、今の私の姿を見たら……気を失うどころか、死んでしまうかも……！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。マー君たちだったら、きっと、大喜びでペンライトを振ふってくれます」

「そんなわけないでしょ!?……って……」

「あっ、真々子さん!?　お待ちになって!?」

　冒険者ギルドの奥から、勢いよく駆かけ出して。

　外で待ち構えている白瀬Ｐと冒険者たちの前に躍おどり出たのは！

「大きな愛で、大好きなあなたをぎゅーっと抱だき締しめちゃう、お母さんアイドル一号！　大好真々子です！　うふふ！」

　可愛かわいさがちりばめられた上着を翻ひるがえし、短くてフリフリのスカートをはためかせて。

　キュートなお母さんスマイルで、ぱちっとウィンク☆

　お母さんの素晴らしさを伝えるため、危機が迫せまる世界に、母親アイドルが降臨した！

「みんなー！　こんにちはー！……あら？　お返事がないわね」

　まあ仕方がない。突とつ然ぜんの事態に、集まっていた冒険者たちの思考が完全停止している。

　白瀬Ｐだけが、しきりに頷うなずいている。

「期待に胸を躍らせて登場したにもかかわらず、観客たちは無反応。デビューとは、そういうものです。これはアイドルの誰もが通る道。全ては、ここからです」

「はい、白瀬Ｐ！　私、頑がん張ばりますね！　うふふ！」

「いい笑え顔がおですね。その意気です。……真々子さんはセンターですので、中央の位置に。三人ユニットの中心ですから、なるべく左さ右ゆう対たい称しようになるようなポーズを取ってください」

「こうかしら？」

　両りよう腕うでを広げて、お母さんの胸に飛び込んでいらっしゃ～い！　というポーズで。「ばっちりです」白瀬ＰからＯＫが出た。

「では続いて、二号と三号の方。どうぞ。……時間が経たてば経つほど、冒険者が集まってきますよ？　まあ作戦的には、むしろ大だい歓かん迎げいですが」

「くっ！……わ、わかったわよ！　やればいいんでしょ！　ああもうっ！」

「一度引き受けた仕事ですものね……それに、真々子さんがあんなにも堂々としてらっしゃるなら、私だって負けてはいられないわ！　ええそうよ！」

　ヤケクソ気味に、対たい抗こう意識を原動力に、和乃とメディママも建物から飛び出した。

「素直じゃないのは、お互たがい様！　文句があるなら、かかってきなさい！　親おや子こ喧げん嘩か上等の、お母さんアイドル二号！　ナイトクイーン！　じろじろ見てんじゃないわよ！」

「厳しさは愛情の裏返し！　子供にしっかり寄り添そい、共に高みを目指す、お母さんアイドル三号！　メディママよ！　ほほほ！」

　真々子とお揃そろいのアイドルコスチュームに身を包んだ二人が、真々子の両サイドに並んだ。すかさずポーズ！

　和乃は〝やんのかコラァ！〟とヤンキーな挑ちよう発はつポーズ。決まった。

　メディママは、インテリ委員長のような、厳しくも凜り々りしい立ち姿。決まった。

　だが、お集まりの冒ぼう険けん者たちは、相変わらずぽけーっと突つっ立っていて、無言だ。

「くっ……いっそ殺して！　殺しなさいよ！」

「和乃さん。そんなアイドルらしくないことを言ってはいけません。胸を張りなさい。……私たちはもう、後には引けないのよ……」

　泣き濡ぬれる二人へ、白瀬Ｐがしきりに拍はく手しゆを送っている。

「お二人とも、よくできました。……欲よくを言えば、もっとアイドルらしく〝きゃはっ☆〟と笑顔を振りまいてほしいところですが……」

「無茶言わないでよっ！　こっちの年ねん齢れいを考えなさいよ！　そんなことしたら、こっちも相手も血ち反へ吐どを吐はくことになるわよ!?」

「うふふ。大丈夫ですよ、やればできます。きゃはっ☆」

「できるの!?……ま、まあ、真々子さんくらい若々しかったら、できるでしょうけど……」

「真々子さんは、おできになるのね……わかったわ。私は覚悟を決めました。アイドルをやるからには、アイドルらしく……きゃ……きゃっ……きゃはげほっ!?」吐と血けつ

「ほらやっぱり！　メママさん!?　しっかりして!?　傷は浅くないからダメっぽいけど！」

「ふむ。では、その辺は、個々のキャラクター性に沿うよう、各自のご判断にお任せするとしましょう。……あまり時間もないことですし、参りましょうか」

　白瀬Ｐを先頭に、真々子たちが移動を開始する。

「ねえ白瀬Ｐさん。私たちにユニット名って、あるのかしら」

「そういえば、決まっていませんでしたね。歩きながら考えましょうか」

「ちょっと！　ユニット名なんかより、こっち！　メママさんが大変なんだけど！」

「和乃さん……私はもう、ダメみたいだわ……ここに置いていって……」

「いーや連れていくけど！　一人だけ抜ぬけるとか、絶対にさせないわよ！」

「くっ……ユニットの強い連帯感が、とても迷めい惑わくだわ……」

　無言のまま、ただじっと見つめてくる冒険者たちの間を、お母さんアイドルたちが静かに進んでいく。寂さびしい門かど出でだ。だが、全てはここから。

　いつの日か、キラキラ輝かがやくステージで、大勢のファンの声せい援えんを浴びて……

　なんやかんやで世界を救い、ついでに、大切な我が子と再会するために。

「マー君……お母さんたち、すぐに行くからね。待っていてね」

　真々子は空を見上げて、力強く呟つぶやいた。

　思い浮かべた真人の笑顔が、白目をむいて絶望的な表情に変わったみたいだが、気のせいだと信じる真々子だった。

















第四章　俺たちの知らないところで、何かが動いている。とんでもない何かが。









　机に置かれた水すい晶しよう玉だまに、ハハーデス城の中を駆かけ回る真まさ人とたちの姿が映し出されている。

『さっきからずっと寒気が止まらないんだが……と、とにかく！　急いでポータの母さんのところへ行こう！　道はこっちでいいんだよな！』

『はい！　ここをまっすぐ行けば、玉座の間が……あれ？　扉とびらが消えちゃってます！』

『通路の突つき当たりで、いかにも入り口な雰ふん囲い気きだけど、扉がない……あー、もしかして、会いたくないから……』

『ワイズさん、違ちがいますよ。私たちは侵しん入にゆう者ですから、警けい戒かいされているのです』

『そ、そうね！　メディが言う通り！　そういうことよ！』

『てことで、とりあえず周囲を徹てつ底てい的に調べるぞ！　調査開始！』

『はい！　自分は、この辺りを調べて……わわっ！　モンスターですぅ！』

　本来の仲間たちに身を寄せて、気き遣づかわれ、支えられながら、ポータが元気に走り回っている。現場は、今まさに戦せん闘とうが始まろうとしている緊きん迫ぱくした状じよう況きようだが……

　離はなれた場所で、椅い子すにゆったり座って眺ながめている母親にとっては、心が和なごむ映像だ。

「そう。それでいいのよ。あなたはそれでいいの」

　冥めい母ぼハハーデスは、穏おだやかな表情で見つめている。私室にこもって以来、ずっとだ。ポータの動きを、表情を、一いつ瞬しゆんたりとも見み逃のがさないように、見つめ続けている。

　それは冥母ハハーデスにとって、至福の時間。こんな時間が、いつまでも……

　続けばいいと、思っていた矢先だった。私室のドアがノックされた。

「……ああ、そうね。いつもそう。そうなのよ」

　苦々しく呟つぶやいた冥母ハハーデスは、水晶玉の映像を消して、冷たい魔ま王おうの表情になった。

「入りなさい」ドアには目もくれず、入室を促うながした。

　訪ねてきたのは、浮うかない表情のＨＡＨＡＫＯだ。

「ごめんなさいね。またお邪じや魔ましちゃったかしら」

「構わないわ。こういうことは、慣れているから。……そんなことより……あなた、まだいたの？　もう制限は解除したのだから、どこへなりとも行けばいいものを」

「……いいの？」

「いいわよ。あなたは、期待通りの働きをしてくれたわ。あの子の仲間を連れてきてくれたこと、私は感謝しているの。お礼として、自由な行動を許します。……罠わなすごろくで、もう二百回以上、サイコロを振ふり続けている子たちを、助けてあげてもいいのよ？　母親になるかどうかは別として」

「そのことなんだけど……」

　ＨＡＨＡＫＯは、深く悩なやみながら、恐おそる恐る尋たずねる。

「本当に、親がなくても子供は育つの？」

「本当よ」

　冥母ハハーデスは即そく答とうした。

「今、世界では、私の考えに基もとづく作戦が急ピッチで進められているわ。親離れした子供たちが、自分たちだけで立派に生活できている様子を、いくらでも見ることができるでしょう。……その目で確かめてみなさい」

　冥母ハハーデスは、水晶玉に手をかざした。……世界の様子が映し出される……

「あらまあ！」

「……ぇ……？」

　映像を目にした瞬間、ＨＡＨＡＫＯが歓かん声せいを上げ、冥母ハハーデスの眼鏡がずり落ちた。







　現在、世界は危機に瀕ひんしている。

　小さな異変から始まったそれは、拡大を続け、今ではもう、世界中の人々が知るところとなっている。あらゆる場所で、発生するのだ。

「さてと。次の配達先は……おわっ!?　とととっ!?」

　町の通りを通行していた馬車が、不意にバランスを崩くずして横転した。

　唐とう突とつに出現した地面の凹へこみに、馬車が丸ごと落ちてしまった。通行人たちが慌あわてて駆け寄ってくる。

「おい、またかよ！　これで何件目だよ！」

「わからないわ！　さっきも、向こうの通りで……」

「おーい！　誰だれか手を貸してくれ！　港の方で、船がヤバいって！」

「そっちもかよ！」

　陸だけでなく、海も大おお騒さわぎだ。

　船着き場の海面が、べっこりと凹んで、停てい泊はくしていた船が次々と滑すべり落ちていく。

　漁師たちが、船にロープをかけて、自分の船を必死に引き戻もどそうとしているが……逆に引っ張られて、漁師たちまで海に落ちてしまいそうだ。

「おい、手を離せ！　無茶するなよ！」

「馬ば鹿か言ってんじゃねぇ！　こいつは俺の商売道具だ！　こいつがなくなったら、明日から飯が食えなく……おわっ!?」

「ヤバい！　落ちた！　誰か、浮き輪を！」

　大地が凹む。海も凹む。

　それは、何の前まえ触ぶれもなく発生して、人々の生活を滅め茶ちや苦く茶ちやにしていく。

「くそっ……なんなんだよ……なんなんだよ、これは！」

「誰か！　知っている人がいたら教えて！　一体どうなっているの!?」

　異変の原因は、すでに判明している。カーサーン王国女王の指示により、詳しよう細さいは世界中へ発信された。

　だが、頻ひん発ぱつする事故への対応で忙ぼう殺さつされている役人たちは、情報を確かく認にんする余よ裕ゆうがない。重要書類は、机の上に置かれたまま。

　対処方法は周知されないまま、被ひ害がいが増大し続けている。

「まるで世界の終わりみたいだ……俺たちはもう、終わりなのか……？」

　一人の絶望が、周りの人々に感かん染せんしていく。

　世界の終わり。その言葉に、誰もが怯おびえ、嘆なげき、悲しみ、膝ひざをついて顔を覆おおった。

　だが。

「お忙いそがしいところ失礼します。少しよろしいでしょうか？　私は、こういう者ですと、お知らせＰします」

「はい？……白しら瀬せＰ、さん？」

　その時、リュックを背負いバッグを抱かかえた、一人のプロデューサー兼けんマネージャーが颯さつ爽そうと現れて、周辺状況なんてお構いなしに、せっせと名めい刺しを配り始めた。

「本日は、弊へい社しやイチオシの、新人アイドルユニットのご紹しよう介かいに参りました」

「いや、あの……そんなこと言ってる場合じゃ……」

「まあそうおっしゃらずに。どうか一目だけでも。目の保養になりますよ？」

「いや、だから！　そんなこと言ってる場合じゃなくてさ！　今は、あちこちで大変なことが起きていて、世界が終わっちまいそうな状況で……！」

「大だい丈じよう夫ぶ！　終わらせませんよ！　世界は、私たちが守ってみせます！」

「え……？」

　強く、優やさしく、温かく、たくましい。耳にしただけで安心できる声が響ひびいた。

　ふと顔を上げた人々の前に、期待の新人アイドルが颯爽と駆け付ける。まずは。

「厳しさは愛情の裏返し！　子供にしっかり寄り添そい、共に高みを目指す、お母さんアイドル三号！　メディママよ！　ほほほ！」

　もう諦あきらめが付いたような、清すが々すがしい表情のメディママ。

「素す直なおじゃないのは、お互たがい様！　文句があるなら、かかってきなさい！　親おや子こ喧げん嘩か上等の、お母さんアイドル二号！　ナイトクイーン！　じろじろ見てんじゃないわよ！」

　まだちょっと恥はずかしいけど、もう勢いでやるしかない。女は度胸の和かず乃の。

　そして、ポーズを決めた二人の間に。

「大きな愛で、大好きなあなたをぎゅーっと抱だきしめちゃう、お母さんアイドル一号！　大おお好すき真ま々ま子こです！　うふふ！」

　最初からもう楽しくてしょうがない、全身全ぜん霊れいでにっこり笑え顔がおの真々子。

　三人揃そろって、呼吸を合わせて。

「「「私たち〝ＯＫＡ３〟！　みんな、いい子で、よろしくね！」」」

　ユニット名を宣言した真々子たちは、優しく、喧嘩腰ごしに、厳しく、三者三様のお母さんスマイルを浮かべた。眩まぶしい！　輝かがやいてる！　マジでアイドル！

　まあ人々は例の如ごとく、完全に思考停止して、ぽかーんだが。

　白瀬Ｐは、しきりに拍はく手しゆを送っている。プロデューサー的にＯＫだ。

「いいですね。いかにもアイドルらしくなってきましたよ。やはりユニット名は大事ですね。こう、三人の気持ちが一つになって、ますますやる気が出てくる感じですね」

「そうね。三人で頑がん張ばりましょうね、っていう気持ちになるわね」

「私としては、もう逃にげられないんだなって、絶望感しかないんだけど……」

「和乃さん。もう愚ぐ痴ちを零こぼすのは、おやめなさい。私たちは、やるしかないのよ」

「はいはい、わかってますよ。ったく……小うるさいババアめ……」

「あ～ら和乃さん？　何か、おっしゃったかしらぁ？」……ゴゴゴゴ……

「はい。ではユニット名も決まり、皆みなさんの覚かく悟ごも決まったところで、事態の解決に乗り出しましょう。……皆さん、【アイドルセンサー】の用意を」

「「「……はい？」」」

　さも当然のように言われたが、真々子たちにとっては意味不明な言葉だ。

「【アイドルセンサー】……それは、お母さんアイドルに備わっている特とく殊しゆスキルです。アイドルとして、自身が最も輝けるステージを探し出すことができます。……皆さんが活かつ躍やくする場所とは、すなわち、親子の問題がある場所。というわけで、センサーに引っ掛かかった場所へ向かうことにします。さあどうぞ」

「……そんなスキル、あるの？」

「またふざけているだけだと思うのだけど……」

「とりあえず、やってみましょう。……こんな感じでいいかしら」

　真々子は、精神を集中して、そっと片手を突つき出す。その先にあるかもしれない、親子の問題を感じ取る。

　半信半疑の和乃とメディママも、真々子に倣ならい、それぞれ別の方向へ手を突き出した。

　何か感じるものはあるか……

「……ん？　あれ？」

　と、最初に声を上げたのは、和乃だ。

「和乃さん、何か感じたの？」

「あー、えっと……母親と娘むすめで口喧嘩をしてる、みたいな？……なんとなく、うちの親子と似たような感じが……あっちの方から……」

「驚おどろいたわ。本当にスキルが発動したのね。……白瀬Ｐさん。失礼なことを言って、ごめんなさいね。あなたが正しかったわ」

「いえいえ。私も驚きました。なんでも言ってみるものですね」

「「「え？」」」

「ただの独り言です。どうぞお構いなく。……それよりも、和乃さん。位置は特定できますか？　時間もないことですし、すぐに移動したいのですが」

「位置を特定……あー……なんとなく、前に行ったことがあるような……ああ、わかったわ。ここなら転送魔ま法ほうで行けるわ。私の魔法書をかして」

　白瀬Ｐから魔法書を受け取った和乃は一言、「移送トランスポルト」簡単に呟つぶやいた。呪じゆ文もんを省くキャストキャンセルのスキルにより、それだけで転送魔法が発動した。

　真々子たちは、転送の光に包まれ、煌きらびやかな衣い装しようをさらに輝かせて、飛ひ翔しようする。

「あの姿……まるで天使、いや女め神がみ……俺たちは奇き跡せきの瞬間を目にしているのか……？」

「何かが起きそうな予感がする……あの人たちなら、もしかしたら……！」

　俯うつむいていた人々を、希望の光で照らして、お母さんアイドルは飛び去った。







　光の塊かたまりとなった真々子たちは、空を駆かけて、とある村の入り口に降り立った。

　目の前には、田んぼや畑、放し飼いにされている馬や牛など、牧歌的な風景が広がっている。至る所にある大地の凹みを除けば、見るからに、のどかで平和な村だ。

「あらあら。ここは、ママン村ね」

「その通り。反応があったのは、この村よ。私にとって、ちょっと複雑な思い出がある場所だわ。……どの家の、どの親子がそうなのかまでは、わからないんだけど……」

「だったら、手当たり次し第だいに訪問してみるしかないわね」

「いえ、待ってください。そのような手間をかける必要はありませんよ」

　歩き出そうとした真々子たちを、白瀬Ｐが制した。

「また思い付きで何か言うつもりかしら。ふざけるのは大たい概がいにしてほしいのだけど」

「ご安心ください。今度は正当な方法です。……探し人がいるのなら、呼び寄せればいいのです。皆さんの、アイドルとしての魅み力りよくで」

「アイドルの魅力で人を呼ぶ……まあ確かに、それでこそアイドルって感じだけど……具体的には、どうやって？」

「アイドルらしく、歌って踊おどりましょう」

　白瀬Ｐは、荷物をごそごそ探さぐって、様々なレバーやつまみが付いた箱に、朝顔の花のようなラッパ型部品が載のっかっている、小型の機材を取り出した。

「これはデジタル蓄ちく音おん機きです。音楽ファイルの再生の他ほかに、録音や編集も可能という優すぐれものですよ。……私が、適当に音を採取して、内蔵されているリズムパターンと合わせて音楽にしますから、皆さんは歌って踊ってください。さあどうぞ」

　ＯＫＡ３、スタンバイ！

「いやいやいやいや！　あんた何言ってんの!?　無茶言いすぎでしょ！」

「そうよ！　私たちは、歌と踊りのレッスンを受けていないわ！　いきなり歌って踊れと言われても……！」

「そこはフィーリングでなんとか」

「無理だってば！」

「無理です！　不可能です！」

「おや、そうですか？……少なくとも、お一ひと方かたは既すでに、やっていらっしゃるようですが」

　白瀬Ｐが、そっと目を向ける。

　和乃とメディママも、釣つられて目を向けると、そこに。

「ふんふーん、ふんふふーん……ここで、くるっとターンして……『よしよし』かしら。それとも『いい子いい子』の方がいいかしら。迷っちゃうわね。うふふ」

　風に揺ゆれる木々の葉。小鳥の鳴き声。聞こえてくる穏おだやかな音に合わせて。

　真々子が自然に体を動かして、メロディを口ずさみ、歌詞を呟いている。

　その姿は、森のお母さんアイドル。むしろ母なる音楽精せい霊れいのよう。

　白瀬Ｐがさりげなく録音を開始した隣となりで、和乃とメディママは目を奪うばわれている。

「真々子さん……すご……」

「やはり敵かなわないわね……でも、私にも、負けたくない気持ちがあるから……」

「その意気です。では始めましょう。路上ゲリラライブは、新人アイドルの嗜たしなみですよ」

「ええ、わかっ……いいえ騙だまされてはダメよね!?　無理なものは無理よ!?」

「ここ路上というか農道でしょ!?　バッタとカエルしかいないわよ!?」

　と、一いつ瞬しゆんで我に返った和乃とメディママが、とりあえず白瀬Ｐを取り押さえて、やめさせようとした時だった。

「ママなんか知らない！　ママなんていなくても、あたし生きていけるから！　じゃあねバイバイ！」

「こら馬ば鹿か娘！　待ちなさい！　どうして親の言うことが聞けないの！」

　女の子と、母親らしき人の怒ど鳴なり声が聞こえた。

　村の中から、真々子たちがいる入り口の方へ、五歳くらいの女の子が駆けてくる。ウサギの顔の飾かざりが付いた髪かみゴムで、短いツインテを作っている、小生意気な顔つきの子だ。

　若い母親に追いかけられている女の子は、無我夢中で、前を見ていなくて……

「はい、どーん！」どすんっ

「きゃんっ!?」

　堂々と避よけようとしない和乃のお腹なかにぶつかって、女の子は尻しり餅もちをついた。

　和乃はすかさず、両方のツインテを鷲わし摑づかんで、ひょいっと立たせる。

「アクセル全開。ぶるんぶるーん。なんちゃって」

「こらーっ！　そこは持つとこじゃないでしょーっ！　ママみたいなこと、しないで！」

「あっはっは。やっぱ、やるわよねー。私もよくやったわ」

　女の子は、和乃の腹をポカポカ殴なぐって猛もう反はん発ぱつしているが、所しよ詮せんは子供だ。まあ可愛かわいい。

　そこへ母親が追い付いてきた。ヤンママな顔つきで、捻ねじり上げるように和乃を睨にらみ付けた。

「ちょっとあんた！　うちの子に何してくれてんの！　放しなさいよ！」

「助けて貰もらったのに、その言い草。身に覚えがあるわ……あの頃ころは私も若かった」

「ふざけんじゃないわよ！　わけわかんないこと言って！　あんた、どこの誰だれよ！　そんな派手な格好して！　一体なんなのよ！」

「私は、通りすがりの、お母さんアイドルよ。どーぞよろしく」

「はあ!?　お母さんアイドルとか、頭おかしいんじゃないの!?……あ、あれ？」

　母親は、和乃の背後にいる人ひと影かげに気付いて、目を丸くした。

「ま、真々子さん!?　あなた、真々子さんですよね!?」

「ええ、そうよ。覚えていてくれたのね」

「もちろんですよ！　夜の女じよ帝ていとかいう、頭がおかしい悪あく魔まが来た時に、村を助けてもらいましたから！　もう全然覚えてますよ！」

「頭がおかしいって……ちょっと羽目を外しすぎてたとこは、まあ、あるけど」

「それで、えっと……真々子さんの、その姿は……？」

　真々子と、和乃と、メディママ。お揃いのアイドルコスチュームを身に付けている三人を見て、母親は非常に困こん惑わくしている。

　そんな時こそ。

「まずは自己紹しよう介かいね。私は、お母さんアイドル一号、大好真々子！」

「こっちは、お母さんアイドル二号、ナイトクイーン……というか、もう和乃でいいわ」

「私は、お母さんアイドル三号、メディママと申します」

「三人合わせて！」

　立ち位置を調整して、せーの。

「「「お母さんアイドルユニット！〝ＯＫＡ３〟！」」」

　じゃじゃーんと、真々子たちはユニットポーズを決めた！

　母親と、ついでに女の子も、驚き戸と惑まどっている。スタン効果が抜ばつ群ぐんだ！

「お母さんの魅力を伝えて、親子の絆きずなを結び直して、世界を救っちゃう、三人のお母さんアイドルの登場よ。うふふ」

「そ、そうですか……何言ってんのか、よくわかんないですけど……」

「というわけで、ちょっといいかしら。親子で喧けん嘩かしちゃってたみたいだけど、何かあったの？　もしよかったら、話を聞かせてほしいわ」

「あ、はい。……この子が、ちょっと……」

「さわらないで！」

　母親が何気なく触ふれようとすると、女の子がその手を叩たたいた。

「いた！　こら、何すんの！」

「うるさいこというママとは、もうえんをきったの！　ママなんか、しらない！」

「ママはうるさいことなんて言ってないでしょ！　そのバッジは、危ないものだから、外しなさいって、そう言っただけじゃないの！」

「やだ！　これ、かわいいもん！　おともだちも、みんなつけてるもん！　はずさないもん！……はずしなさいっていうなら、ママのほうだって、あたしのいうことやってよ！　そうしたらはずす！」

「わがまま言うんじゃないの！　いいから言うことを聞いて……！」

「はいはい、そこまで。親子喧嘩に付き合ってる暇ひまはないから、簡潔に説明してどうぞ」

　和乃が呆あきれて割り込むと、母親はちょっとイラッとして、真々子へ向き直った。

「すみません真々子さん。お騒さわがせして」

「いいえ、お構いなく」

「なんで私じゃないのよ。まあいいけど」

「とにかく、こんな有り様なんです。危ないって言われているバッジを、どこかから拾ってきて、髪飾りにしていて……外してほしかったら、自分の言うことを聞けって。壊こわれた温泉を直してみろって、そんなこと言うんですよ」

「温泉を直す？　どういうことかしら。確か温泉は、ママン村の名物だったわよね」

「その温泉が、急に水しか出なくなっちゃったんです。この村では、全すべての家に温泉が引かれてるので、うちもお風ふ呂ろに困るようになって……そしたら……」

「おふろのじゅんびができないママは、やくたたずだよねー。からだを、ふくだけだったら、あたし、じぶんでできるもん。ママなんて、もういらないよーだ」

「またそんなこと言って！　いい加減にしなさい！」

　女の子が、あっかんべーして、逃にげる。挑ちよう発はつされた母親が、本気でイラッとして追いかける。「待ちなさい！」「やだよー！」真々子たちの周りを、ぐるぐるぐるぐる、親子追いかけっこが始まった。

　ということなのだが。

「さて、どうしようかしら」

「とりあえず状じよう況きようを確かく認にんしたいわね。というわけで……メママさん。まとめ、よろしく」

「をほん……まず、子供が偉えらそうなことを言うようになったのは、バッジの影えい響きようでしょうね。親子関係を安定させるために取り外す必要があるわ。ただし相手は条件を提示してきた。その条件とは温泉の修復。達成したところで、子供が素す直なおに従う保証はないのだけど、ひとまずやってみるしかないのではないかしら。以上」

「ということは、まずは温泉の修理ね。村の人たちも困っているみたいだから、直しちゃいましょう」

「簡単に言うけど、そんなことできるの？　温泉が水になった、ということは、地面の底で何かあったわけで……」

「母なる大地の活力低下が影響していると、考えてよさそうですね」

　親子追いかけっこの間を抜ぬけて、白瀬Ｐがさりげなく合流してきた。

「この件は間ま違ちがいなく、お母さんアイドルの出番です。お任せください。敏びん腕わんプロデューサーである、この白瀬Ｐが、とっておきのステージをご用意しますよ。フフフ」

「うわー……嫌いやな予感しかしないわー……」

　身み震ぶるいする和乃を、白瀬Ｐがじっと見つめている……







　ママン村では、村の片かた隅すみにある源泉から、温泉が各家庭に供給されている。

　自然にできた井い戸どのようになっているそこは、普ふ段だんであれば、湯気がもうもうと立ち上り、触れたら確実に火傷やけどする温泉が豊かに流れ出ているのだが……今現在、滾こん々こんと湧わき出ているのは水である。

　この冷え切った源泉がある場所こそ、お母さんアイドルのためのステージだ。

　白瀬Ｐが音おん響きよう機材のチェックをしていると、ママン村の老村長がそっと近寄ってきた。

「あの、白瀬Ｐさんとやら。少々よろしいですかな？……ご紹介いただいたアイドルユニットさんの中に、かつてこの村を襲おそった、夜の女帝と名乗る悪魔が含ふくまれていたようなのですが……」

「どうぞご心配なく。村長さんもご存じの通り、事件は解決されました。夜の女帝は改心して、今では立派に母親をなさっています。心配ご無用ですよ」

「さ、左様ですか……そうじゃな……真々子さんもいらっしゃることだし……わかりました。ではこの度たびも、皆みなさんにお任せして、私共はただ見守らせていただきます」

　老村長は軽く会え釈しやくして、村人たちのところへ戻もどっていく。

　源泉の周囲には、村中の人が集まっている。村の入り口で出会った親子の他ほかに、老ろう若にやく男なん女によ、ついでに牛や馬も。

　親子連れの姿も少なくない。子供たちは全員、反はん抗こう組織リベーレによってばら撒まかれたバッジを身に付けている。誰もが異常に自立心旺おう盛せいで、親の傍そばから離はなれようとしているが、親が首根っこや服を摑つかんで、なんとか傍に置いている状態だ。

　舞ぶ台たいは万全。観客も大集結。準備は整った。

「それでは、始めるとしましょう。ミュージック、スタート」

　デジタル蓄ちく音おん機きのスタートボタンをＯＮ。リズムパターンに合わせて、小鳥がピーピー、牛がモー、馬がブヒヒ─ン。現地採集した音で作られた暢のん気きなＳＥが流れて。

　お母さんアイドルＯＫＡ３の登場だ！

「じゃーん。皆さん、お久しぶりです。今日は、お母さんアイドル一号としてやってきました、大好真々子です」

　巨きよ木ぼくの陰かげに隠かくれていた真々子が、さっと飛び出してきた。

　アイドルコスチュームではなく、旧型スクール水着を着用している真々子である。

「おおっ！　本気で真々子さんだ！」

「真々子さーん！　この前は、ありがとう！　また会えて嬉うれしいです！」

「やっぱりスタイルいいわね！　羨うらやましいわ！」

「どうも。声せい援えんありがとう。うふふ」

　アイドルコスより、多少は馴な染じみがある水着姿のせいか、観客の反応は上々だ。真々子もノリノリで、手を振ふって声援に応こたえている。

　その陰で。

「なんで水着なのよ……おかしいでしょ……」

「こんなところで着ることになるなんて……用よう意い周しゆう到とうな自分が恨うらめしいわ……」

　ものっすごく嫌そうな顔をしながら。和乃とメディママも巨木の陰から出てきた。こちらも水着だ。

　和乃は、娘むすめによく似たスレンダーな体に、一いつ般ぱん的なビキニ型を着用。

　メディママは、かつて学園のプールで見せつけた、大人の危ない水着を着用している。

「二号さん、三号さん。もっと笑え顔がおで。観客の前ですよ」

「いや無理でしょ！　こんなところで水着に着き替がえさせられて、意味わからないから！」

「自分の有り様を笑えとおっしゃるのかしら。なら余よ裕ゆうだわ。ほほほ。……はぁ……」

「ご安心ください。ちゃんと意味はありますよ。真々子さんが、場を温めてくださいましたから、さっそくアイドル活動を始めましょう。……さあ和乃さん」

　白瀬Ｐは、さあどうぞと、水が湧き出している源泉を指し示した。

「え、私？　私が何を……」

「飛び込んでください」

「はあ!?　何よそれ！　これ水でしょ!?　絶対に冷たいでしょ!?」

「ああ、一言忘れていました。面おも白しろおかしく、飛び込んでください」

「人の話、聞いてる!?　それアイドルの仕事じゃないわよね!?　むしろ芸人の仕事じゃないの！　私は絶対にやらないわよ！」

　和乃はやりたくないようだ。「じゃあ、私が」真々子が代わりに挙手して、「いいえ、私が」メディママも挙手したら、「なら任せるわ！」やっぱり、やりたくないようだ。

　聞き分けのない和乃に、白瀬Ｐがそっと耳打ちする。

「アイドルたる者、時には体を張って笑いを取ることも重要ですよ」

「そんなこと言われたって……！」

「でしたら、こう言いましょう。……かつて夜の女じよ帝ていとして迷めい惑わくをかけたことへの、罪つみ滅ほろぼしとして、少しだけ頑がん張ばってみませんか？　村の人たちを、ワッと沸わかせて、ついでに魔ま法ほうで温泉も沸かして、ハッピーエンド。こんな展開はいかがですか？」

「くっ……そ、そう言われたら……やるしか、なくなるでしょ！　ったく！」

　何気に罪の意識があったらしい。悔くやしそうに歯ぎしりしながらも、和乃は源泉に歩み寄った。

　何をするつもりかと、村の人たちが見守る前で、源泉の水たまりの縁ふちに屈かがみ込む。

「えっと……わ、わー、冷たそうだわー。真々子さん、メママさん、絶対に押さな……」

「あーら、ごめんあそばせ」とんっ

「まだ言い切ってないのに!?　んひゃぁっ!?」

　鋭するどく察知したメディママのおかげで、和乃は頭から水に落っこちた。「つつつ冷たっ!?」

「いいですよ。その調子です」かなりマジの凍こごえるリアクションに、白瀬Ｐがサムズアップしている。和乃の体調とかは気にしない。

「あり得ないでしょこれ!?　殺す気なの!?……だ、だけど、これで、村人がドッカーンと盛り上がってくれれば、それで……！」

　和乃が、鼻水垂らしながら、期待を込こめて仰あおぎ見ると。

　村人たちは、口を半開きにして、ただじーっと和乃を見つめている。

「ダダ滑すべりだし！　にこりともしないとか！……ああもう！　そっちが沸かないなら、こっちを無理やり沸かせてあげるわ！　威い力りよくを抑おさえめに、溶フルーソ岩・デイ・流ラーヴア！」

　その手に分厚い魔法書を出現させて、すかさず魔法を発動。

　源泉の奥底から、少量のマグマが噴ふき上がり、水を一気に温める。

「これでいいわ。あー、温まってきた。……ほら村人たち。何か言いなさいよ」

「温まってきたって……まさか、温泉に戻ったのか！」

「ほら見て！　ちゃんと湯気が立っているわ！　私たちの温泉が、元通りに！」

「お母さんアイドルが、直してくれたんだ！　すごいぞ、ＯＫＡ３！」

　村人たちが歓かん声せいを上げて、源泉の縁に集まってきた。温泉に手を浸ひたして、温かさをしっかりと感じ取り、喜びの声を上げている。

　真々子とメディママも温泉に浸つかり、ほっこり笑顔だ。

「あらあら、いいお湯加減だわ。和乃さん、すごいわね」

「ふっふーん。この程度のこと、私にとっては造作もないことだわ」

「だけど、魔法を止めた途と端たんに、水に戻ってしまうのではないかしら？」

「まあそうね。所しよ詮せんは応急処置の、子供騙だましだけど……とりあえず、聞き分けのない子供を騙せれば、それで充じゆう分ぶんでしょう？」

　温泉を満まん喫きつしながら、和乃はそっと目を向ける。

　すぐ近くに、親おや子こ喧げん嘩かをしていた女の子と母親の姿がある。

「そこのガキンチョ。温泉は直ったわよ。約束通り、ママの言うことを聞くのよね？」

「えっ？……え、えっと……」
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　女の子は、本気で驚おどろいている顔で源泉を見つめて、和乃を見て、母親を見て。

　ウサギバッジの髪かみ飾かざりを両手で隠して、ぷいっと、そっぽを向いてしまった。

「ち、ちがうもん！　ママがおんせんを、なおしたんじゃないもん！　あたしは、これ、ぜったいにはずさないから！」

「まだそんなこと言って……！」

「あっはっは。騙せなかったわね。残念。……だったら、好きにすればいいわ」

「え……？」

　女の子は、ぽかーんとしてしまった。「何を言って……」「大だい丈じよう夫ぶですよ」メディママがとっさに止めに入ろうとしたが、真々子が止めた。

　和乃には考えがあるようだ。適当な態度を見せながらも、その目は、女の子を真しん剣けんに見つめている。

「つけてて、いいの？」

「いいわよ。どーぞどーぞ」

「ちょっとあんた！　勝手なことを言わないでよ！　いいわけが……！」

「いいのよ。聞き分けがない娘なんて、好きにさせておきなさい。……そうすることで、解決することもあるから。実際、私たち親子はそうだったわ」

　女の子から視線を外して、和乃は空を仰いだ。

「あなたも母親ならわかるでしょ。困ったことに、娘ってやつは、似なくていいところまで、母親に似てくるのよ。我がままで意地っ張りなところとかは特に、母と娘で確実にぶつかるわ。ずっとぶつかり続ける」

「それは……まあ、その通りね……身に覚えがありすぎるわ」

「だったら、お互たがいの頭が冷えるまで、距きよ離りを置くしかないわ。見放すわけじゃない。大事な娘だから、一度、距離を置いて、冷静に話し合えるようになるまで待つの。……それでも冷静になれない場合は、ガツンと一発、したりされたりする必要も出てくるでしょうけど……それもまた一興よ」

「でも、距離を置いている間に、何かあったら……」

「心配なら、目だけは離さないことね。衝しよう突とつしている部分は、別にして、とことん心配してやりなさい。喧嘩している相手を心配するなんて、楽な話じゃないけど……あなたに母親としての意地があるなら、やれるはずよ」

　言って、和乃はバシャバシャと、顔を洗い始めた。真ま面じ目めに語ってしまった自分自身に照れているのか、赤い顔にお湯を叩たたきつけている。……むしろ血行が良くなって、ますます赤くなりそうだが。

　考え込んでいた母親が、女の子と向き合った。

「な、なによママ！　あたしは、ウサちゃんを、はずさないんだからね！」

「ええ、いいわ。もう好きにしなさい。何もかも、自分のしたいようにすればいいわ」

「え？……いいの？」

「その代わり、そのせいで何があっても、ママは助けてあげない。もう知らないからね」

　ハッキリと告げて、母親は黙だまってしまった。

　母親の顔をじーっと見つめた女の子は……

「これ、もういらない」

　不意に、髪ゴムに付けていたウサギバッジを外して、ぽいっと投げ捨てた。

「え？　ちょっ、え？　なんで急に……」

「いらないったら、いらないの！　んーっ！」

「えぇ……なんなの……？」

　女の子は母親に飛びついて、お腹なかに顔を押し付けて、ぐりぐり、ごしごし。しきりに甘えている。

　まだ子育て中の若い母親は、意味がわからず、面食らっているようだが。

　子育てを経へて、子供の性質を理解しているお母さんアイドルたちは、納なつ得とくの表情を浮うかべている。

「バッジの力で急成長して、背せ伸のびしたとしても、あの子くらいの小ささだったら、その程度よね。親に構ってほしい気持ちも込こみで、歯向かうようなことを言ってただけよ」

「子供って、そうよね。うふふ。……和乃さん、お見事だわ」

「やめてよ。大したことはしてないんだから」

「そうでもないわよ。……ほら、見てごらんなさい」

　周囲の様子に目を向けると、いくつもの変化が起きている。

　まず、和乃の隣となりで、黒ビキニ姿の白瀬Ｐも入浴している。「いつの間に!?」「ささっと着替えて来ました」まあその辺はいいのだが。

　母親に甘える女の子の様子を見て、羨ましくなってしまったのだろう。「おかーさん！」

「わっ……どうしたの、急に」他ほかの子供たちも、次々にバッジを放ほうり捨てて、母親に飛びついている。腕うでにしがみついて、ぶらーんぶらーん。

　同時に、大地も変化し始めた。

　近くにあった凹へこみが、ゆっくりと隆りゆう起きして、元のあるべき形状へと戻もどっていく。

　源泉の周囲から、ママン村の全域、さらにその先までも。大地の修復が、どんどん広がっているようだ。

「不自然な親おや離ばなれが解消されて、母親たちの気持ちが持ち直し、母なる大地も復調しているようですね。私たちが予想した通りです。素す晴ばらしい結果ですよ」

「やったわね、和乃さん。全すべて和乃さんのおかげよ」

「だ、だから、やめてってば。私は、そんな……あ、あれ？」

　そして、照れた笑いを浮かべる和乃の目の前でも、突とつ然ぜんの変化が起きた。

　立ち上っていた湯気が、渦うずを巻き、集束して……手の平サイズのクリスタルに変化した。穏おだやかに輝かがやくクリスタルは、和乃の胸むな元もとに触ふれて、吸い込まれるように消えていく。

　和乃は、親子の絆きずな【放任】を入手した！

「何か手に入れたみたいだけど……ねえ白瀬Ｐ、何これ？」

「はっ、まさか……それは、和乃さん親子の絆！　その絆を辿たどれば、娘むずめさんがいるところ、すなわち所在が判明していない敵の本ほん拠きよ地ちへ辿り着けるという、いわゆるフラグアイテムに違ちがいありません！」

「いかにもそうらしく言っているけど、たぶん、なのでしょう？」

「はい。たぶんです。単なる思い付きです」

　メディママによる強きよう烈れつな疑いの視線を、平然と受け止めて、白瀬Ｐは素直に頷うなずいた。

「各地の問題を解決することにより、フラグアイテムが出現。フラグアイテムを全て回収すると、ルートが開ける。いかにもＲＰＧな話です。可能性として、あるはずです」

「白瀬Ｐさんがそう言うなら、きっとその通りになるわよ。うふふ」

「仕方なく、私も騙されてあげるわ。アイドルセンサーで、次の行き先を探しましょう」

「では私は出発の準備を。……ああ、和乃さんは、もう少しそのままで。いいリアクションを期待していますよ」

「ＯＫよ。一仕事した私は、報ほう酬しゆうとして温泉を満喫……え？　リアクション？」

　温泉から上がった真々子とメディママは、そっと手を突つき出し、精神を集中させる。白瀬Ｐは音おん響きよう機材の回収を急いでいる。

　しばらくすると、「あああ熱いいいっ!?」和乃が慌あわててお湯から飛び出して、地面を転げ回った。

　大地が力を取り戻し、源泉の温度が元に戻ったのだ。そりゃ熱い。「おばちゃん、おもしろーい！」「おばちゃん!?」芸人さながらのリアクションを見て、村人たちが大いに沸わいている。今度こそ体を張って笑いをゲット。芸人系アイドルの生き様を見せた！

　そんな背後の出来事は、さておき。

「……あら、これは……」

「メディママさん？　何か感じましたか？」

「ええ。はっきりと。私たちが次に向かうべき場所は……学園の町ハハウェよ」

　メディママは、懐なつかしむように、じっくり嚙かみしめるように、その町の名を口にした。







　着き替がえを済ませた真々子たちは、村人たちへの挨あい拶さつもそこそこに、転送魔ま法ほうでハハウェへ移動した。

　アイドルコスチュームで颯さつ爽そう登場した三人と、ついでに大荷物を抱かかえている白瀬Ｐを見て、町の人たちはあんぐりと口を開けて硬こう直ちよくしている。目を奪うばわれた通行人が、うっかり地面の凹みに転げ落ちたりもしているようだが。

　町の中央にそびえ立つ学まなび舎やは、まあ当然と言えば当然だが、落ち着き払はらった様子で、どっしりと構えている。

「あれが学園……でっかい学園だわ……へぇー……」

「もしかして、和乃さんは初めてかしら」

「運営が送ってくれた、馬ば鹿か娘の近きん況きよう報告の映像で、ちらっと見ただけね」

「和乃さんがゲーム世界に滞たい在ざいしていた頃ころは、ここは単なる宿場町だったかと思います。どなたとは言いませんが、学習機関がないのはおかしいと、運営に猛もう烈れつな批判をされた方がいた関係で、急きゆう遽きよ、実装されたという次し第だいです。どなたとは言いませんが」

　言わないが、白瀬Ｐの目は、その人物を確実に捉とらえている……

「さ、さあ皆みなさん！　お話はそれくらいにして、参りましょう！」

「ほほう。誤ご魔ま化かすおつもりですか」

「ほほほ。白瀬Ｐさんが何をおっしゃっているか、よくわからないわ。そんなことより、この町のどこかに、私たちが対処すべき親子問題があるわ。どこかしら。ああそうだわ。子供たちは授業に参加している時間ですから、そちらから当たってみましょう」

　どなたとは言わないが、ある意味、学園設立の立役者であるメディママが、先頭に立って歩き始めた。真っ直すぐに、学園へ。

　だが、近付くほどに、不可解な光景が見えてくる。

「……あら？　何かしら、あれ」

　学園の正門が、鉄てつ柵さくで閉じられている。

　それが防犯上の理由であるなら、何も間違っていないのだが……鉄柵によって進入を拒こばまれているのは、揃そろいの学者服を着ている、学園の教師たちだ。

　途と方ほうに暮れている大勢の教師たちの中に、一ひと際きわ、体格のいい大男が含ふくまれている。

「あの大きな方は……ああ、やっぱり。ゴッツイ先生だわ」

「そのようね。こんにちは、ゴッツイ先生」

「ん？　その声は、大好真々子さんと、メディママさ……んっ!?」

　振ふり返ったゴッツイ先生は、真々子の姿を凝ぎよう視しして、メディママの姿も凝視して。

　あとついでに、「へぇ、いい筋肉ね」「ど、どうも……？」いきなり体をべたべた触さわってくる和乃の姿も凝視して、驚おどろきの声を上げそうになったものの。

「こ、これは皆さん！　今日は一段と素敵なお召めし物ですな！　元理事長代理に、お連れの方もご一いつ緒しよで、とても華はなやかです！　がっはっは！」

　卒業生の母親がアイドルコスチュームで登場という衝しよう撃げきに、なんとか耐たえた。素晴らしい耐たい久きゆう力のゴッツイ先生だ。

「ようこそお越こしくださいました。この再会を、心より歓かん迎げいしますぞ」

「久しぶりにお会いできて、嬉うれしいですよ。ゴッツイ先生もお元気そうね。……なんだか、先生たちがたくさんいるみたいだけど……」

「増えましたとも。真々子さんたちが試験運用にご協力くださった後、学園の本格的な運用が始まり、生徒も教師も増員されたのです。……まあ、まだまだ充じゆう分ぶんではない部分が多いのですが……」

　ゴッツイ先生の同どう僚りようの教師たちを、あらためて見てみると。

　教師の大半は、顔がアスキーアートで表現されている、急造教師ばかりだ。「相変わらず人手不足で、申し訳ありません」「いえいえ、お気になさらず」運営を代表して、白瀬Ｐが謝っておいた。

　と。

「ちょっとお待ちなさい。真々子さんがおっしゃりたいのは、そういうことではないと思うのだけど？」

　メディママが、ぴしゃりと叩きつけるように言って、ゴッツイ先生の前に立った。

「ねえ先生。今の時間は、授業中ではないのかしら」

「は、はい。その通りなのですが……」

「でしたら、どうして先生方が学園の外にいらっしゃるの？　おかしいわよね？　ええおかしいです。教師であるなら、教室にいて、生徒たちに授業をしているはずでしょう？」

「そ、その通りです。そうあるべきなのですが……」

　メディママの剣けん幕まくに圧おされたゴッツイ先生は、大きな体を縮ませて。

「実は、生徒たちにクーデターを起こされてしまい、我々、教師は学園から追い出されてしまった次第です」

　申し訳なさそうに、ぺこりと頭を下げた。

「……は？　クーデター？」

「はい。武力を用いて、というわけではないのですが……生徒たちが、突然、学園の授業科目で勝負を挑いどんできまして……」

「先生方が負けてしまったというの？」

「おっしゃる通りで。我々が油断していた部分もあるかと思いますが……何より、生徒たちの成長が著いちじるしく……教師として、それは喜ぶべき部分でもありましたので……勝負は勝負ということで……」

「生徒の言うことに従って、学園を明け渡わたしたと。なんてことかしら。呆あきれてしまうわ」

「面めん目ぼく次第もございません……」

「メディママさん。どうか、その辺で、ね？」

　萎い縮しゆくしすぎてもう正座しているゴッツイ先生を見かねて、真々子が止めに入った。

「ねえゴッツイ先生。生徒さんたちに、何か変わったところはなかったかしら。例えば、ちょっと変わったバッジを付けていたりとか」

「身に付けていましたとも。子供向けのバッジではなく、学園章のようなピンバッジでしたが……あれは、巷ちまたで噂うわさになっている、子供を不自然に急成長させるアイテムに違いないでしょうな」

「それがわかっていたなら、取り上げればよかったのに。私物は没ぼつ収しゆうとか、やり方はあったと思うけど」

　和乃の的確な一言に、ゴッツイ先生は首を振る。

「当学園は、冒ぼう険けん者を育成する学園。冒険者として、ステータスを上じよう昇しようさせるアクセサリーは、ちゃんと装備するようにと、教えている側なのです。外せとは言えません」

「あー、それはまあ……冒険者なら、当然よね……」

「出所不明の不確かなアイテムであることは承知で、失敗から学ぶことも大事だろうと、装備を容よう認にんした結果です。我々は、これも冒険者教育の一いつ環かんであるとして、この状じよう況きようを受け入れざるを得ません」

　ゴッツイ先生の言葉に、他ほかの教師たちも頷いている。

　学園の教育方針に沿ったものだと言われたら、真々子たちも、メディママさえも、これ以上は何も言えない。納なつ得とくするしかないが……

「ただ、差し当たり、気き掛がかりな点が一つあります。生徒たちが学園を占せん拠きよしたことが、町に知れ渡ってしまいまして……下手な騒さわぎにならないようにと、願っているところなのですが……あ」

　厳しい表情で俯うつむいていたゴッツイ先生が、ふと顔を上げた、その時。

　正門からまっすぐ延びている通りの向こうから、女性の集団がやってくる。きっちりとした服装の、やたら険しい顔つきの、中年女性たちだ。

　その集団を目にした途と端たん、ゴッツイ先生たち教師陣じんが盛せい大だいにうろたえた。

「なっ、なんということだ！　やはり来てしまったか！」

「なんだか、すごい迫はく力りよくだわ。あちらの皆さんは、どちら様なのかしら」

「あの方々は、生徒の保護者の方々であり、中でも、格別に教育熱心な、学園ＰＴＡ役員の皆様です！……ああ、えらいこっちゃ……」こそこそ

「教育ママ軍団……なるほど。どいつもこいつも、メママさんっぽい雰ふん囲い気きあるわ」

「失礼ね。一緒にしないでいただきたいわ。……それじゃ先生。どうぞ、ご対応なさって」

「は、はい……」

　真々子の背後にこそこそ隠かくれようとしていたゴッツイ先生が、ぐいっと引っ張り出されて、矢や面おもてに立たされた。

　恐きよう縮しゆくしまくりのゴッツイ先生の前に、学園ＰＴＡ役員御ご一いつ行こう様がずらりと整列する。二十名を超こえる大軍団だ。

　集団の先頭に立っている母親が、真々子たちを一いち瞥べつして、怪け訝げんな表情を浮うかべたが、すぐにゴッツイ先生に向き直った。

「どうも、ゴッツイ先生。いつも子供がお世話になっております。早さつ速そくですけど」

「は、はい！　本日は、どういったご用件でしょうか！」

「ほほほ。いやだわ、先生。用件なんて、いちいち言うまでもないでしょう？　聞くところによると、生徒たちが学園を占拠して立てこもっているとか。間ま違ちがいないかしら？」

「おっしゃる通りで……なんと申し上げていいのやら……まずは、お詫わびを……」

　ゴッツイ先生が弱よわ腰ごしになり、頭を下げた。

　その途端、下手に出た相手をめがけて、集団が一気に襲おそい掛かる！

「謝って済む問題なのかしら！　ねえ先生、どうなのかしら！」

「教師がしっかりしていれば、防ぐことができた事態よね！　そうでしょう!?」

「は、はい……おっしゃる通りで……」

「先生方を信じて、大切な我が子をお任せしたのに、どうなっているのよ！」

「子供を、こんな事件を起こす乱暴者に育て上げることが、学園の方針なのかしら！」

「い、いえ……そのようなことは……」

「うちの子の経歴に傷がついて、この先の人生に不具合が生じたら、どう責任を取ってくれるの!?　あなた、責任取ってくれるのよねぇ！」

「これは教師の怠たい慢まんが原因だわ！　先生たちのせいよ！　わかっているわよね！」

「はい、承知しています……我々が至らなかったばかりに……」

　教育ママ軍団の総口こう撃げきを受けているゴッツイ先生は、早くも瀕ひん死し状態だ。心のＨＰゲージが一気に減少して、最も早はや、風前の灯ともし火びである。

　少し離はなれて見守っている真々子たちは、複雑な表情だ。

「保護者の気持ちは理解できますが……気分のいいものではありませんね」

「そうね。せめてゴッツイ先生の言い分も聞いてあげてほしいわ。ちゃんと考えがあったんだから」

「ちょっと落ち着かせた方がいいわね。水でもぶっかけてやれば、頭が冷えるかしら」

　と、和乃が魔ま法ほう書を出現させた時だった。




「見苦しいわっ！　静まりなさいっ！」




　凜りんとした声が、騒そう々ぞうしさを一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ばした。

　声を上げたメディママが、口を開けて固まっている教育ママ軍団に歩み寄る。

「なんなの、ぎゃーぎゃーぎゃーぎゃーと。品がないにも程ほどがあるわ。恥はじを知りなさい」

「なっ……あ、あなたのような、へんてこりんな格好をしている人に、品がどうとか言われたくないのだけど！」

「あらあら。へんてこりん、だなんて、そんなこと言っていいのかしら。この衣い装しようは、カーサーンの女王陛下から賜たまわった物なのに。不敬罪で投とう獄ごくされたいのかしら」

「え？　その服は、女王陛下から？……う、噓うそでしょ？」

「本当のことよ。……さて」

　真っ先に吠ほえてきた、リーダー格の母親に狙ねらいを定めて、メディママは真っ向から対たい峙じする。

「まず質問があるわ。答えなさい。……子供が不自然な成長を遂とげるバッジについて、何か心当たりはあるかしら」

「と、当然、承知しているわ。通知が来たもの」

「だったら、当然、子供がそれを外すよう対処したのよね？」

「それは……」

　リーダー格の母親は、口ごもって、メディママから逃にげるように視線を逸そらした。

「学園では、アクセサリーの装備が許可されているから……何かあったとしても、それは学園側の責任で……」

「学園のことは聞いていないわ。責任を押し付けるのも、お門かど違ちがいよ。……母親であるあなたはどうしたのか、聞いているの。さあ教えてちょうだい。さあ早く」

「ぐっ！　だ、だって、子供が一気に成長して、成績がすごく上がるのよ!?　素す晴ばらしいことでしょう!?……危険な物だとわかっていても、外せとは言えないわよ！　それが母親でしょう!?　皆みなさんだって、そうでしょう!?」

「そう、よね……」

「やっぱり、子供の成績が第一だから……」

　同意を求められた他の母親たちも、メディママの視線を避さけながら頷うなずいている。

　メディママは、大きなため息を吐はき出した。

「問題があることを承知していながら、子供の成績を優先して黙もく認にんした、というわけね……それで母親を名乗るなんて……まるで、かつての私みたいに愚おろかだわ」

　小さく呟つぶやいて、自じ嘲ちようして。

　メディママは、教育ママ軍団に背を向けて、閉とざされた正門を見み据すえた。

「ねえゴッツイ先生。卒業生の保護者が学園に立ち入ることに、何か問題はあるかしら」

「え？……あ、はい。そうですね。学園の敷しき地ち内に立ち入り可能なのは、基本的に、在校生、教師、在校生の保護者、以上となっていますので……卒業生の保護者の方は、ご遠えん慮りよいただく方がいいかと……」

「あらそう。だったら……アイドルとして入れば、問題ないわね」

「は？　アイドル？　アイドルは……立ち入り制限されていませんが……え？」

「ねえ和乃さん。この鉄てつ柵さく、邪じや魔まよ」

「かしこまりー。爆球ボムバ・スフエラ」

　和乃がサクッと放った魔法のエネルギー弾だんが、正門の鉄柵に命中して、大爆ばく発はつを起こした。鉄柵が木こっ端ぱ微み塵じんに吹き飛んだ。

　学園の敷地内に入れるようになった！

「あらまあ……これ、いいのかしら」

「一いつ般ぱん的にはダメですが、アイドル的にはＯＫですよ。細かいことを気にする割りに、強引で滅め茶ちや苦く茶ちやなことをする、お母さんアイドル三号……キャラが立っていて、いいではありませんか。よしとしましょう」

「お褒ほめに与あずかり光栄だわ。それじゃ、皆さん、参りましょう」

　メディママが先頭に立ち、学園の校舎を目指して歩き出す。

「困った親のおかげで、子供はさぞ苦労していることでしょう。間違いを正し、親子のあるべき姿を取り戻もどすために……まずは、自発的に授業参観をしてあげるわ！　ほほほ！」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす教師たちと教育ママ軍団を尻しり目めに、お母さんアイドルによる突とつ撃げき訪問が開始された。







　地面の凹へこみで景観が崩くずれてしまっている中庭を抜ぬけて、校舎へ。

　建物の中は、静かだ。廊ろう下かに人の姿はなく、物音一つしない。

「学園を占拠したんだから、もっとこう、お祭まつり騒ぎになっているかと思ったけど……」

「とても落ち着いた雰囲気ね。ホッとしたわ」

「無む駄だに壊こわされてるような場所も見当たりませんね。先生方が、大人しく明け渡わたしたことにより、暴ぼう力りよく沙ざ汰たが回かい避ひされたからでしょう。よい判断でした」

「恐おそれ入ります。元理事長代理にお褒めいただくと、なおさらに誇ほこらしく思えてきますな。がっはっは！」

「今は授業中です。静かになさって」

「あ、はい。すみません」

　突撃訪問メンバーは、真々子たち四人と、心配してついてきたゴッツイ先生。

　さらに。

「……あら。あなたも、いらしたの？」

「わ、私は在校生の保護者ですもの、子供の様子を知る権利があるわ！」

「どうぞ。お好きなように。ただし、授業中ですから、お静かに」

「わかっているわよ！　いちいち嫌いや味みな人ね！　ふんっ！」

　同族嫌けん悪おというかなんというか、教育ママ軍団のリーダー格の母親が一人、メディママとバチバチしつつ、後からしっかりついて来ている。

　一行は、生徒の様子を探さぐるため、普ふ通つう教室が並んでいるエリアへやってきた。

　と、母親がいきなり走り出して、教室のドアの前で自じ慢まんげに胸を張った。

「メディママさん、だったかしら？　あなたはご存じないでしょうから、教えてあげるわ。ここは特待生クラスの教室よ。私の娘むすめが所属しているの。ふふん」

「あーら、そうですか。折角ですから、拝見させていただこうかしら」

「どうぞどうぞ。私の娘が、いかに優ゆう秀しゆうか。その目でとくとご覧になって」

　メディママは、そっとドアを開けて、隙すき間まから中を覗のぞき見た。「もっと詰つめなさいよ」「押さないで」うるさい母親も、メディママと顔を並べて覗き込んだ。

　学生服姿の生徒たちが、机にかじりつき、ひたすら勉強に精を出しているようだ。教室内は、カリカリ、カリカリと、筆記する音で充じゆう満まんしている。

「ほら、すぐそこにいるのが、私の娘よ。クラス委員長なの。ほほほ。学園を占せん拠きよしたと聞いた時には、本当に驚おどろいたけど、ちゃんとお勉強しているようね。ちゃんと私の言い付けを守っていて、偉えらいわ」

「そうね。確かに、そう見えるけれど……あなた、気付かないの？」

「え……？」

　メディママの目には、見えている……生徒たちの体から漏もれ出ている、黒い靄もやのような、鬱うつ々うつとしたダークパワーが。

　耳を澄すますと聞こえてくる。

「成績優秀者になれば、飛び級で卒業できるわ……結果を出して、学園を卒業して……そして、家からも出ていくのよ……親から離れて、自由に生きるために……」

　すぐそこにいる、委員長女子だけではない。他ほかの生徒たちも、親元からの脱だつ出しゆつを願う気持ちを呟きながら、何かに取り憑つかれたように勉強している。

　状じよう況きように気付いた母親が、息を飲んだ。

「そんな……私から離れるために、頑がん張ばっているの？……そんな理由で……？」

「元々は、親と仲が良いお嬢じようさんだったのかもしれないわね。だけど、バッジの影えい響きようで、親離れの意い欲よくが強まっているようだわ。教師を排はい除じよしたのは、仲良し親子を推すい奨しようする体制への反発からかしら。……いずれにせよ」

　メディママが、愕がく然ぜんとしている母親の襟えり首くびを摑つかみ、二人ともドアから離れた。

　不安そうに見つめる真々子たちに、軽く微笑ほほえみかけて、メディママは母親に詰め寄る。

「これが、あなたがしたことの結果よ。さて、どうしましょうか」

「どうって……私はただ、娘の成長を願っただけで……私から離れてほしいなんて、そんなことは思っていないから……」

「だったら、怪あやしいバッジなんてさっさと捨てさせて、お嬢さんの気持ちを、あなたのところへ引き戻す必要があるわね」

「でも、どうやって……今いま更さら、どうすれば……」

「そんなもの、こうすればいいのよ」

　メディママは、勢いよくドアを開けて、教室に足を踏ふみ入れた。

「どうも皆さん、ごきげんよう。お勉強中のところ、ちょっといいかしら。……ほら、真々子さん、和乃さん、あなたたちも早くいらっしゃい」

「あ、はい！　今、行きますね！」

「え、ちょっと……まさか、やるの？」

「アイドルの登場だもの、やるに決まっているでしょう。ほら、並んで」

　呆然としている生徒たちの視線を一身に浴びながら、三人で教室の前に整列。今回は特別に、メディママをセンターに、真々子と和乃が両サイドについて。

　せーの。

「「「みんなのお母さんアイドル！〝ＯＫＡ３〟よ！」」」

　ユニットポーズが、ビシッと決まった！　三人とも慣れてきている！

　まあ生徒たちは、相変わらず呆然としたままで、声せい援えんも拍はく手しゆもないが。そんなことは気にも留めずに。

　男子用学生服の襟えり元もとに付けられている学園章風バッジと、女子用セーラー服のスカーフに付けられている同様のバッジを、さりげなく確認して、メディママが呼びかける。

「私たちは、一日教師として招かれたアイドルだと理解なさい。では早さつ速そく、生徒の皆さんに問うわ。……あなたたち、本当にそれでいいのかしら？　折角、学園を占拠したのに、普ふ段だん通りに、ただお勉強しているだけなんて、つまらないでしょう？」

「……でも、今はこれが一番大事なことですから。放ほうっておいてください。へんてこりんな格好で現れて、お母さんアイドルとか、わけわからないこと言う人に、私の人生設計を邪魔されたくないです」

　声を上げたのは、委員長女子。白瀬Ｐとゴッツイ先生と共に、廊下からじっと見守っている母親の娘だ。

　どんよりと淀よどんだ目で睨にらみ付けてくる相手に、メディママは余よ裕ゆうの笑みで応じる。

「お勉強が、一番大事なこと？　それは、なんのために大事なことなのかしら」

「私たちが独り立ちして、社会に出るために大事なことです」

「あらあら。立派なお答えね。……だけど……学園の勉強さえしておけば、社会に出て立派に生きていけると、そう思っているのだとしたら……ふふっ、所しよ詮せんは子供ね」

「な、なんですかそれ。私が言ったことは、何も間ま違ちがっていない……」

「いいえ、間違っているわ」

　ぴしゃりと叩たたきつけるように言って、厳しい視線で委員長女子を黙だまらせて。

　メディママは、黒板に大きく文字を書く。

【遊ぶ】

　ちょっといびつな文字になった。「もしかして、メママさんって、字が下手？」「お黙りなさい！」ちょっと苦手なだけだ。そんなことより。

　指に付着したチョークを払はらい、メディママはあらためて生徒たちと向き合う。

「学生時代は、学ぶための時間であると同時に、遊ぶための時間でもあるの。勉強ばかりしていてはダメ。というわけで、これから遊びなさい。学園を占拠しているのだから、自由にできるでしょう？」

「いや、急にそんなこと言われても困るんですけど……」

「遊びたければ、大人になってから遊べって、うちの親は言うんですけどー」

「それは間違いね。子供の時に遊んでおかないと、遊び方を覚えられないわ。遊びを知らず、遊びの加減がわからないまま大人になってしまうと、取り返しがつかない過あやまちを犯おかすこともある。とても危険なことよ」

「それは……そういう大人も、まあいるみたいだけど……」

「だから今のうちに、保護者という責任者がいるうちに、遊んでおきなさい。……責任を負わされる方は、たまったものではないけど……まあそれも、親でしか味わえない、特別なものよ。一人の母親として、そう思うわ」

「なるほど……それは、お得な話かも」

　遊びについては、やはり気になるのか、生徒たちが次々に声を上げ始めた。

　誰だれもが勉強する手を止めて、メディママの話に食いついている。教室が賑にぎやかになってきて……

「いい加減にしてくださいっ！」

　委員長女子の怒ど鳴なり声で、教室は再び静まり返った。

　だがメディママは動じない。余よ裕ゆう綽しやく々しやくの態度で……始まる……メディママお得意の、一呼吸で猛もう口こう撃げきが始まる！

「あらあら。どうしたの、急に騒さわいだりして。ああ、ごめんなさいね。あなたもしかして、遊びを知らない子なのかしら。あらまあ、そうなのね。ごめんなさいね、気が付かなくて。お勉強はできるのに、遊ぶことに関しては最下位なのね。あらやだ可哀かわいそうだわ」

「なっ!?……ば、馬ば鹿かにしないでください！　私はクラス委員長です！　勉強だって、もちろん遊びだって、クラスで一番です！」

「あら、いいのよ、無理しなくて。あなたにとって学園は、お勉強するところだから、遊ぶなんて考えられないのよね。そうなのね。発想力の欠けつ如じよだわ。遊びを知らないとそうなってしまうのよね。まあ可哀そうに。不ふ憫びんだわ」

「だから！　私だって、学園でも……学園祭とか、そういう機会があれば、ちゃんと遊びます！……でも学園祭なんて、一年に一度だけだし……お母様だって、きっと、勉強を優先するように言うから……」

「へえ？　親おや離ばなれしたい割りに、お母様の言い付けは気になるのね」

「そっ、そんなことは……！」

「安心なさい。馬鹿にするつもりはないわ。むしろ感心しているくらいよ。……これは期待できそうね」

　粘ねん着ちやく質しつな言い方で煽あおられて、委員長女子がぽろっと、本音らしき言葉を零こぼした。バッジの影響を受けながらも、親子の絆きずなは途と切ぎれていないようだ。

　メディママはすかさず行動に出る。

「ゴッツイ先生。ちょっとよろしいかしら。こちらへ」

「は、はい！　ただ今！」

　ゴッツイ先生が慌あわてて教室に入ってきた。すぐに生徒たちが、警けい戒かいした様子を見せるが、大きな手で制して落ち着かせる。

「先生。早速ですけど、学園祭の許可を出していただけるかしら。ああそうだわ。私たちＯＫＡ３のライブステージの許可も。できますよね？」

「学園祭ですか……それでしたら、以前のように、抜ぬき打ちということで可能に……」

「ゴッツイ先生？」

　発言を制して、メディママはそっと目配せをする。気付けと。

　ゴッツイ先生は、ふと察した。

「ああ……いえ、残念ながら難しいかと思います。保護者の方からのご理解もいただかないといけません。例えば、学園ＰＴＡ役員の方の口くち添ぞえでもあれば、あるいは……」

「あら、そうなのね……そうなのね」

　ということで、メディママとゴッツイ先生、ついでに察した真々子と和乃も、それぞれ顔を見合わせて待っていると。




「だったら、私から言わせていただくわ！」




　白瀬Ｐにそっと背中を押されて、委員長女子の母親がずかずか入室してきた。

　あとは、お任せだ。メディママは場を譲ゆずり、母親とゴッツイ先生が対たい峙じする。

「学園祭をやってはどうかしら。私はその考えを支持するわ。ええ支持しますとも。どの子も、いつも頑張っていますからね。今日は特別に、存分に遊ばせてあげましょう」

「左様ですか……でしたら……うむ、わかりました！　本日は、抜き打ち学園祭を行うこととしましょう！」

「ええっ!?　せ、先生!?……お母様!?　本当にいいんですか!?」

「もちろんよ。この母に二言はないわ。今日はもう、とことん遊びなさい。さあ、急いで学園祭の準備よ。……でもその前に、制服が汚よごれてしまうといけないから、動きやすい服に着き替がえるようにね」

「「「やったーっ！　学園祭だーっ！」」」

　男子生徒たちは、制服の上着を放り上げて、女子生徒たちは、スカーフを放り上げて、全力で喜びを表現している。……その拍ひよう子しにバッジが外れて、床ゆかに落ちて砕くだけ散った。

　問題解決を見届けたお母さんアイドルユニットは、とても自じ慢まんげなメディママを中心に、三人でタッチを交かわした。







　冒ぼう険けん者学園ジョコ・アカデミア名物、抜き打ち学園祭の開かい催さいだ！

　ゲーム世界の技術的な力により、飾かざり付けや展示物、模も擬ぎ店などのデータが一いつ斉せい展開されて、小一時間で全すべてが整えられた。

　号ごう砲ほうと共に開始された学園祭に、多くの人が詰めかけてくる。校門から校舎へ続くメイン通りは、凹へこみが修復され、早くも人だらけで、大盛せい況きようである。

　教育ママ軍団に加えて、知らせを聞きつけてやってきた他ほかの保護者たちも来場している。

【親子二人一組で参加されている方には、特別サービス！】

　そんな宣伝文句にそそのかされて、一いつ緒しよに行動している生徒と保護者が多いようだ。「はい、あーん」「やめろって！」男子はやや照れ臭くさそうだが、それはそれとして。

　お母さんアイドルたちは、特設ステージ上に設けられたテーブル席から、学園祭を楽しむ親子の様子を眺ながめている。

　眺める余裕がある人だけ、眺めている。

「それにしても、見事なまでの茶番だったわね」

　和乃は、テーブルに頰ほお杖づえを突いて、ぼけーっと眺めている。

「私は、とっても素す敵てきな演出だったと思うわ。……はい、できたわ。お母さんアイドル〝ＯＫＡ３〟をよろしくね。うふふ」

　真々子は、せっせと手を動かしているので、ちょっと見る余裕がないけど。

「高校生の文化祭の時に、クラスの出し物で演劇をやって以来かしら……今思い出すと、ちょっと恥はずかしいわね」

　メディママも、和乃同様、ぼけーっと眺めている。

　特設ステージでは、お母さんアイドルのサイン会が開催中だ。

　真々子の前にのみ、ずらりと並んでいるファンを見て、和乃とメディママは揃そろってため息を吐ついた。

「……というか、ユニット内で格差ありすぎでしょ。こういうの、よくないわよ」

「真々子さんは既すでに、ワールドクラスの知名度をお持ちなのよ。諦あきらめなさい」

「ご、ごめんなさいね。格差とか、そういうつもりじゃないんだけど……はい、できたわ。応おう援えんよろしくね。うふふ」

「気にしなくていいわよ。冗じよう談だんだから。こういうことで勝てる相手じゃないことは、よーくわかっているから。……とは言うものの……」

「サインを求める人が一人も来ないというのは、やはり寂さびしいわね……せめて和乃さんには勝ちたいのだけど」

「そうはさせないわよ。私の方が先に……」

「ちょっといいかしら」

　と、その時、メディママの前に、委員長女子の母親がやってきた。高こう慢まんな声で呼びかけて、斜ななめに構えて、そっとサイン色紙を差し出してくる。

「あらあら、意外ね。私のサインをご所望だなんて。私の取り計らいに感激して、ファンになってしまったのかしら？」

「勘かん違ちがいしないでいただきたいわ。そうではなくて……自分への戒いましめとして、とても気に食わないあなたから、一言いただきたいの。私への当てつけでも、なんでもいいわ。早く書きなさい」

「あらそう。……だったら……」

　メディママはペンを手に取り、記す。

【母親として、子供に厳しく、自分に厳しく】

　文字のサイズがバラバラで、とても斜めっている縦書きだ。「あなた、やっぱり……」「お黙だまりなさい！」真っ赤になって反論しつつも。

　メディママは、確かに下手な、自身の文字をじっと見つめる。

「この通り、私は完かん璧ぺきな母親ではないわ。常にそこを目指しているけれど、至らない。……だから、子育てでも、多くの失敗をしたわ。娘むすめに大変な思いをさせてしまったの」

「……それで、あなたはどうしたの？」

「謝ったわ。その結果、こっ酷ぴどく怒おこられたわ。親として、偉えらそうなことを言って、散々、押し付けてきたくせに、今さら何を言うのか、って。まったくその通りよ。……でもね、謝るべきだと思ったの。母親として、自分に厳しく、邪じや魔まなプライドなんて捨てて。子供のことを第一に考えるなら、そうするべきだと思ったの」

「それで、お嬢じようさんの反応は？」

「おかげ様で、今まで以上に、仲良し親子よ。少なくとも、私はそう思っているわ。親の独りよがり、という可能性もあるのだけど」

　軽く笑いながら、メディママは色紙を差し出した。

　母親は、色紙を手に取り、じっくりと見つめて、踵きびすを返す。

「正直に言って、あなたのことは気に食わないけれど……参考にさせていただくわ。この色紙は、あくまで戒めとして、常に見えるところに飾らせていただきます。それじゃ」

　離はなれて待っていた娘が、しとやかにお辞じ儀ぎをして、母と娘は腕うでを組んで去っていった。

　と。

「あら？……これは……」

　その時、メディママの前に、輝かがやくクリスタルが忽こつ然ぜんと現れて、胸に吸い込まれた。

　メディママは、親子の絆【厳格】を入手した！

「困ったわね……こんな物を手に入れたら、ますます娘に会いたくなってしまうわ」

「うふふ。そうですね。もう大急ぎで行きたくなっちゃいますよね」

「問題が解決して、メママさんがフラグアイテムを回収できたなら、次の場所へ移動して良さそうね。……というか、私だけ一枚もサイン書いてないから、悲しすぎるんだけど」

　ちょうどファンの列を捌さばき終えた真々子と、とても自慢げなメディママを横目に見て、和乃がふてくされて呟つぶやくと。

「でしたら、和乃さんにはこちらを書いていただきましょうか」

　横から、ぬぅっと出現した白瀬Ｐが、和乃の前にキャンパスノートを置いた。

「いきなり現れるし……書けって、何を？」

「皆みなさんで歌う歌の歌詞をお願いします。学園の軽音部の方にご協力いただき、曲の方は完成しました。あと五分後に、ライブが開始されますので、それまでにお願いします」

「いきなり歌詞を書けって言われても……というか、え？　ライブ？　しかも五分後!?」

「そういえば私、ライブを許可するよう、ゴッツイ先生にお願いしたわね」

「ちょっとメママさん！　どうするの！　五分で歌詞書いてライブで歌うなんて……！」

「やると言ったからには、やるしかないわね。自分に厳しく。それが私という母親の、ひいてはお母さんアイドルとしてのモットーよ。さあ和乃さん、早く準備なさい」

「和乃さん、メディママさん。私たちの初ライブ、成功させましょうね。おー！」

「真々子さんまで、やる気なの!?」

　慌てふためく和乃の隣となりで、真々子が立ち上がった。大量のサインを書いたコリを解ほぐすため、手を組んで、「ん～っ」前に腕を伸のばしてストレッチ……

　すると同時に、【アイドルセンサー】が発動した。向かうべき先の様子が、真々子の頭の中に流れ込んでくる。

「これは……あらやだ、大変！　チャンカーの町で、戦争みたいな騒さわぎが起きてるわ！」

　一同に緊きん張ちようが走った。







　真々子の記き憶おくを頼たよりに、一行は転送魔ま法ほうでチャンカーの町に移動した。

　町の入り口付近は、大荷物を抱かかえた人々でごった返している。

　お母さんアイドルの出現に気付いて、ふと目を向けてくる人もいるが……大半の人は、海側にある、町のシンボルでもあるタワーダンジョンを見つめて、不安そうな表情を浮うかべている。

　天を貫つらぬくようにそびえ立つ塔とう〝ソロゴロシの塔〟の根元付近から、いくつも煙けむりが上がっているようだ。怒ど号ごうと、金属のぶつかり合う音も、かすかに聞こえてくる。

「あらあら！　なんだか大騒ぎだわ！　行きましょう！」

　人ひと混ごみを走り抜ぬけて、海岸沿いの通りに出ると、状じよう況きようが直じかに見えてきた。

　大勢の若い冒険者が、武器を手に、ソロゴロシの塔がある小島を目指して大桟さん橋ばしを駆かけ抜けている。

　一方、ソロゴロシの塔の前には、バリケードが張られていて、殺さつ到とうする冒険者たちを食い止めているようだ。戦いが勃ぼつ発ぱつしているのはそこ。

　和乃とメディママは目を細めて、遠くで発生している戦せん闘とう状況をうかがう。

「おー。派手にやってるわね。……あの塔って、確か……」

「頂上に辿たどり着くと、どんな願いでも一つ叶かなえられる、だったかしら。真々子さんたちが攻こう略りやくなさったのよね。娘たちの近況報告の動画で見せてもらった覚えがあるわ」

「ええ、そうなんです。人数を集めないと上れない塔なので、ギルドを作って、仲間を集めて……そういえば、アマンテちゃんと初めて会ったのも、あの塔で……」

「真々子さん。思い出に浸ひたっている暇ひまはありませんよ。とてもよくない雰ふん囲い気きです」

　ちゃっかり持参していた双そう眼がん鏡きようで、白瀬Ｐは観察する。

　バリケードに殺到している攻せめ手側は〝母〟の字を反転させたマークのバッジ、すなわち反はん抗こう組織製の急成長＆親離れ促そく進しんバッジを装備して、執しつ拗ように攻こう撃げきを繰くり返している。

　それを防いでいるのは、荒あら々あらしい風ふう体ていの冒険者たち数名と、母親の日ひ頃ごろの装よそおいが全ぜん身しん鎧よろい化した特とく殊しゆ装備〝フルマーマー〟を身に付けている母親たちだ。

　真々子たちも双眼鏡で確かく認にんして、息を飲む。

「あらやだ！　お母さんギルドのメンバーさんたちだわ！　お子さんたちも一緒に！」

「攻撃してるのは、ガキっぽいのが多いわね。……となると……」

「ロクでもない思想に感化されて、過激なお願いでもするつもりかしら。それを防ごうとして、真々子さんのお知り合いが立ち上がった、というところでしょうね。となれば」

「急いで応援に駆け付けましょう！　おー！」

「おー、はいいけど……問題は、どうやってあそこまで行くか、よね」

　塔への唯ゆい一いつの通り道である大桟橋は、若い冒険者だらけでぎゅうぎゅう詰づめ状態。

　だったら船で、と言いたいところだが……海岸や港にあった船は、海に大量発生している凹みに落ちてしまっているようだ。一隻せきも残されていない。

　和乃は思案して、その手に魔法書を出現させた。

「ものは試ためしで……絶対グラド・ゼロ零度・アソルート」

　大桟橋から少し離れた波打ち際ぎわに立ち、海に対して魔法を使用した。活力低下により波が立たない平らな海面に、極ごつ寒かんの冷気が吹ふき付けられて、見る見るうちに氷結していく。

　氷結部分は真っ直すぐに延びていき……ソロゴロシの塔がある島へと続く、氷の通路が完成した！

「こんなところかしら。まあ絶対に滑すべるでしょうけど」

「それじゃ、滑って転んだりしないように、気を付けて行きましょう！」

「待ってください、真々子さん。転ばないように蟹がに股また歩きで登場しては、アイドルとして格好が付きません。ここは、ソリで華か麗れいに登場しましょう」

「ソリ？……でも、ソリなんて、どこにも……」

「この白瀬Ｐに考えがあります。お任せください。……メディママさん、これを」

「あなたに考えがあると言われると、たまらなく不安を覚えるのだけど」

　白瀬Ｐは、メディママにデジタル蓄ちく音おん機きを預けて、氷の通路へ踏ふみ出した。

　その瞬しゆん間かん、つるっと滑って転んで、「んがっ」派手に頭を打ち付けた。白瀬Ｐは死んでしまった。倒たおれた白瀬Ｐの体が、棺かん桶おけに収まった。

　棺桶型のソリを手に入れた！

「ものすごく嫌いやなのだけど……白瀬Ｐさんの犠ぎ牲せいを無む駄だにしたら、後で何を言われるか、わからないわね。仕方なく、これに乗って、スピーディに登場することにしましょう」

「それじゃ、デジタル蓄音機のスイッチを、ＯＮにして」

「一気に行くわよ。爆風ボムバ・ベント！」

　猛もう烈れつな風に押されて、お母さんアイドルを乗せた棺桶型ソリが出発進行。

　大桟橋にずらりと並んでいる冒ぼう険けん者たちは目にする。

「ん？　おい、なんだあれ？……何かが、海の上を……」

「そこの坊ぼうやたち！　よく聞きなさい！……って、ちょっと速すぎではないかしら!?」

「と、とりあえず名乗りを！　私はお母さんアイド……ああもう無理ぃぃぃ……」

「私たち〝ＯＫＡ３〟が、すぐになんとかしちゃ……あぁぁ……」

「……今の、なんだったんだ？」

「……さあ？」

　ユニットポーズを決めた真々子たちは、ドップラー効果だけを残して、猛もうスピードで大桟橋の脇わきを通りすぎていく。

　あっという間に、塔の根元付近が肉眼で確認できるところまで来た。

　かつての塔攻略の際に、真々子におもてなしされて改心した、荒あらくれモヒカン野や郎ろうのポッチと、その母親がいる。二人で肩かたを並べて、荒くれ野郎とお母さんギルドの混成チームの先頭に立ち、迫せまりくる冒険者たちを必死に食い止めている。

「こらポッチ！　あんまり酷いことするんじゃないよ！　加減しておやり！」

「大だい丈じよう夫ぶだって！　こいつらも冒険者だ！　手て荒あらに扱あつかったって、そんな簡単には死にゃしねぇよ！　おらぁっ！」

「ちょっ!?　わっ!?」

　ポッチは、バリケードを乗り越こえようとした少年冒険者を捕つかまえて、胸のバッジを剝はぎ取り、冒険者もバッジもまとめて海へ放ほうり投げた。

　と、その時、猛スピードで迫ってくる三人の人ひと影かげに気付いた。

「ん？　あれは……おおっ！　真々子さんじゃねぇか！　思った通りだぜ！……まあ、格好は予想外すぎるけどよ」

「ポッチ君！　皆さん！　今、行くわ！……せーの！」

「どーも初めまして。私たちは、お母さんアイドル」

「〝ＯＫＡ３〟よ。どうぞお見知りおきを」

　小島に到とう着ちやくした瞬間、真々子たちはジャンプして、地面にすたっと着地。すかさず三人でユニットポーズを決めた。お母さんアイドル、華麗に参上！

　その後ろで、勢い余った棺桶型ソリが塔の外がい壁へきに突つっ込んだ。「白瀬Ｐはこっちで面めん倒どう見るわ」「私が蘇そ生せいさせておきますね」そちらは和乃とメディママに任せて、真々子はポッチたちのところへ駆け寄った。

「お久しぶりね！　元気にしていたかしら！」

「おうよ！　おかげさまでな！……そっちは真人たちの姿が見当たらねぇけど……」

「あら、本当に真々子さんだわ！　今日は、いつにも増して素す敵てきな格好ねぇ！」

「いつ見てもお若いわねぇ。羨うらやましいわ。その若さの秘ひ訣けつを教えてもらいたいわぁ」

「そういえば、お茶とお茶ちや菓が子しを持って来てあるわ。ちょっと休きゆう憩けいしながら話でも……」

「おい母ちゃんたち！　くっちゃべってる場合じゃねぇだろ！　状況を考えてくれよ！」

　早さつ速そく、井い戸ど端ばた会議が始められそうになったが、現場は防衛線の最前線だ。バリケード越しに、魔法攻撃の応おう酬しゆうが始まり、炎ほのおや吹雪ふぶきがあちこちで噴ふき上がっている。

「真々子さん、聞いてくれ！　手短に説明するぞ！……ご覧の通り、例の組織に関係した連中が、世界から親を排はい除じよしようとして集まってやがる！　報ほう酬しゆうがリセットされたことを聞き付けたみたいでよ！　こいつらをなんとか押し返してる状況だ！」

「わかったわ！　それじゃ、私たちもお手伝いを……！」

「いや！　真々子さんたちは、塔を上ってくれ！　こんな状況だからな！　きっと真々子さんたちが来ると思って、最上階までクリアして、後は願いを言うだけにしておいた！」

「え？……私たちが願いを叶えて、いいの？」

「この状況がどうにかなるよう願うことも考えたんだけどな！　だが俺たちじゃ、詳くわしいとこまではわかんねぇ！　この騒ぎだけ解決すりゃいいって、そんな問題でもないような気がしてよ！　そこんとこ、どうだ！」

「そうね。ここだけの問題じゃないことは確かよ。私たちは、その全部を解決するために、アイドルになって活動していたの」

「だったら、やっぱ真々子さんたちにお任せだ！　よろしく頼たのむぜ！……母ちゃん！　ワープ床ゆかがあるとこまで案内してやってくれ！」

「そうだね！　母ちゃんに任せておきな！……さあ真々子さん！　シラーセさんに、お仲間さんも早く！　こっちだよ！」

「今の私は白瀬Ｐという名で、などと言っている場合ではありませんね。行きましょう」

　ポッチの母の先導に従って、真々子、和乃、メディママ、蘇生された白瀬Ｐも加わり、五人で塔を目指す。入り口の大おお扉とびらの前に立つと、塔の仕様に従い、人数をチェックするためのカウントが開始された。

「あっ、待てよ！　くっそ！……おいモヒカン！　お前、邪じや魔ますぎるんだけど！　母親と一いつ緒しよに戦ってるとか、頭おかしいんじゃねぇの!?　恥はずかしくねーのかよ！」

「母ちゃんと一緒に冒険して、何が悪い！　親の有あり難がたみもわからねぇガキが、偉えらそうにこいてんじゃねぇよ！　オラアアアアッ！」

　生意気な冒険者を捕まえては、放り投げて、別の冒険者も捕まえて投げる。

　ポッチの雄ゆう姿しを背に、チェックが完かん了りようした真々子たちは塔に突とつ入にゆうした。

「まったくもう。真々子さんたちのおかげで、あんなこと言うようになって……ぐすっ」

「どこに出しても恥ずかしくない、自じ慢まんの息子むすこさんね。うふふ」

　ちょっと涙なみだが出てしまったポッチ母の後に続いて、通路を駆ける。

　報酬リセットに伴ともない、破は壊かいされていた内部は修復され、瓦が礫れきの階段は姿を消している。

「こっちだよ！」別の階段があるが、基本ルートは無視して、奥にある小さな扉へ。

　扉の先は、ワープ床の部屋。こちらも、かつてアマンテに破壊されていた個所が修復されている。２から９まで数字が割り振ふられた魔ま法ほう円えんが床に記されていて……

　離はなれた場所に一つ、不思議な光を放っている魔法円がある。

「これで九十九階へ行けるから！　後は頼んだよ、真々子さんたち！」

「任せてください！　それじゃ、行きましょう！」

　ポッチの母に背を押され、真々子たちは魔法円に乗り、すぐに転送された。







　九十九階通路に到着した真々子たちは、「ひとまずセーブを」「そんなシステム、ないでしょう？」それっぽい場所ではあるが、白瀬Ｐの冗じよう談だんをスルーして、その先にある階段を上がった。

　百階。そこは、さながら天国の宮きゆう殿でんのように、白磁の壁かべに囲まれた美しい空間だ。番人たるボスの姿はなく、最後の扉は開かれ、塔とうの頂上へと続く階段が姿を見せている。

　厳おごそかな雰ふん囲い気きに感化されて、一行は落ち着いた歩みで室内を進んでいく。

　と、部屋の中央に来たところで、真々子がふと立ち止まった。

「真々子さん？　どうかなさったのですか？」

「ちょっと思い出したの。……マー君たちがね、ここで、言ってくれたの。自分たちは、母親と一緒に冒険したいんだ、って。もうすっごく嬉うれしくて、思わず涙が出ちゃったわ」

「そうでしたか。その気持ちは、他ほかの親子さんにも伝わっていたようでしたね。先ほどの……パッチ君でしたか？」

「ペッチ君でしょ。顔は好みじゃなかったけど、いい筋肉していたわね」

「ではなくてポッチ君よ。というか和乃さん。あなたは、人の外見だけでなく、もっと内面を見なさい」

「うふふ。和乃さんは、本当に筋肉がお好きね。……それじゃ……あら？」

　真々子が再び歩き出そうとした時だった。目の前に、温かな光に満ちたクリスタルが忽こつ然ぜんと姿を現し、真々子の立派な胸に吸い込まれた。

　真々子は、親子の絆きずな【融ゆう和わ】を入手した！

「そうね。そう。これが私とマー君の絆。とても温かくて、とても幸せな宝物。うふふ」

「真々子さんも無事にフラグアイテムをゲットしたのね。……ということなんだけど」

「ねえ白瀬Ｐさん。私たち三人とも、親子の絆アイテムを手に入れたわ。これをどうすればいいのか……」

「わかりません」きっぱり

　和乃とメディママが、じーっと、とても不ふ愉ゆ快かいそうに睨にらみ付けるが、白瀬Ｐは平然として揺ゆるがない。そういう人だ。

「この人は、ホントもう……はぁ……まあいいわ。もう慣れたから」

「今は優先すべきことがあるわ。そちらから片付けましょう。さあ真々子さん」

「ええ。行きましょう」

　真々子たちは、頂上へ続く階段を上っていく。

　その途と中ちゆう、和乃がふと口を開いた。

「思ったんだけど……世界中で発生している騒さわぎが収まるようにって、ここで願って、叶かなえられたら、私たちのアイドル活動は終しゆう了りようよね？」

「それは……そうね。私たちの使命は完了となるわね」

「じゃあ、アイドルはもう卒業なのね……」

「ふむ……そうですね……」

　各おの々おの、じっくり考え込みながら、階段を上っている内に、頂上に辿たどり着いた。

　他には何もなく、【願いを告げよ】という文字が刻まれた石せき碑ひだけがそこにある。

「ここはやっぱり、真々子さんかしらね」

「そうね。真々子さんにお任せしましょう。さあ、どうぞ」

「それじゃ……」

　和乃とメディママに促うながされて、真々子が石碑の前に立った。

　さあ願いを！　今こそ！

「どう言えばいいかしら……えっと……」

「りぴーと、あふたー、みー。〝私たちが歌って踊おどる様子を、世界中に配信してください〟さあどうぞ」

「私たちが歌って踊る様子を、世界中に配信してください」

「「……え？」」

「……あら？」

　和乃とメディママが耳を疑い、真々子がきょとんとして、白瀬Ｐが小さくガッツポーズした、その瞬しゆん間かん。

　石碑が台座の中へ沈しずみ込み、入れ替かわりに、様々な設備が浮ふ上じようしてくる。照明器具、マイクスタンド、テレビカメラのような物体などが設置されて。

　音おん響きようブースに、デジタル蓄ちく音おん機きをセットして、「速筆には自信があります。ささささっと」白瀬Ｐが歌詞用のカンペを速そつ攻こうで仕上げれば、準備完了。

　アイドルライブ用のステージセットが組み上がった！

「フフフ。こんなこともあろうかと、棺かん桶おけの中で歌詞を勝手に完成させておいて正解でした。……さあ皆みなさん！　夢のステージへ！」

「白瀬Ｐっ！　あんた狙ねらってたでしょっ！　何がなんでも、やらせる気だったわけ!?」

「ふざけるのも、いい加減になさいっ！　あなたという人はああああっ！」

　和乃とメディママに胸むな倉ぐらを摑つかまれて、白瀬Ｐの首がかっくんかっくん、折れそうになっているが。

　その時。

「うふふ。こうなったら、やるしかないわね。和乃さんと、メディママさんと、私。大切な子供たちが巡めぐり合わせてくれた、三人のお母さんで」

　ステージに立った真々子が、和乃とメディママに向けて手を差し出した。

　白瀬Ｐをネック・ハンギング・ツリーしていた二人は、顔を見合わせて、苦く笑しようした。

「……はいはい、わかったわよ。仕方ないわね」

「ここまでやらされて、歌の一つも歌わずに卒業というのも、面おも白しろくないものね。……それじゃ、白瀬Ｐさん？」

「わかりました。それでは、親子の絆を結び直し、世界に平へい穏おんを取り戻もどすために……ミュージック、スタート！」

　解放された白瀬Ｐが、音響ブースに飛び込んで、ボタンをぽちっ。すかさず真々子たちの前に駆かけ戻って、歌詞のカンペを構える。

　これは、お母さんの歌。

「笑いたけりゃ、笑えば？　ただし、愛のムチは覚かく悟ごの上でね」

　七色のライトを浴びた和乃が、特とつ攻こう隊たい長ちようさながらに、威い勢せいよく踏ふみ出して。

「あなたを思えばこそ、時には厳しいのよ。……だって……」

　凜り々りしく優ゆう雅がに、知性たっぷりに、メディママがマイクを構える。

　そして、真々子が大きく両手を広げて。

「あなたのことが、好きよりもっと大好きな、お母さんだから！」

　軽快な音楽が流れ出し、お母さんアイドルユニットＯＫＡ３のメッセージソングが響ひびき渡わたる！







　真々子たちのライブステージが、世界中に配信されている。

「あらあら。これはまた、随ずい分ぶんと盛せい大だいにやってくれたわね。ほほほ」

　城のテラスに出た女王は、カーサーン王都の空に映し出されたライブ映像を優やさしく見つめている。

　少し離れた、ママン村でも。

「あ！　ママ、みて！　さっきのおばちゃんたち！」

「え、どうなってるの？　え？　え？　え？」

　親子の絆を取り戻した女の子と母親が、空を見上げている。

　学園の町ハハウェでも。

「お母様も、どうぞご一緒に！　せーの、ＯＫＡ３！　ＯＫＡ３！」

「こ、今回だけよ！　あの方のファンになった覚えは、ないのだから！」

　学園祭ステージの前に集まった観客たちに混ざって、委員長女子と母親も、ペンライトを思い切り振っている。

　ライブステージの、遥はるか下、ソロゴロシの塔の入り口付近では。

「え、何あれ!?　歌って踊れる母親とか、すごくね!?　つか、ちょー可愛かわいいんだけど！」

「ちなみに、センターで歌ってる人は、この塔を初めて制せい覇はした人でよ。その活かつ躍やくを讃たたえるため、こっそり作ったグッズがあるんだが、欲ほしいか？　今なら安くしとくぜ」

「言い値でください！」

　押し寄せていた冒ぼう険けん者たちが、バッジ付きの装備品を自ら脱ぬぎ捨てて、真々子の似顔絵が描えがかれた法はつ被ぴを装備した。……裁さい縫ほうが得意な母親たちによって、和乃とメディママの法被も鋭えい意い作成中である。

　お母さんアイドルの歌と踊りは、世界の隅すみ々ずみまで届けられている。

　親から不自然に離れようとする子供の心が引き戻され、母親が再び笑え顔がおを取り戻すと同時に、母なる大地と海が修復されていく。

「我が母、シャリーレ。これが今こん生じようの別れ……かと思ったのですが、もう一いつ泊ぱくしていっても構いませんか？」

「好きなだけ、ここにいなさい。……ところでサリーテ。足あし下もとに気を付けた方がいいわ」

「そのようですね」

　知る人ぞ知る、深い森の奥にあるエルフの里でも。とある親子が手を取り合い、凹へこみが平らになっていく地面を見つめている。

「バッジいらない！」「いらない！」「かーちゃんがいい！」「かーちゃん！」「だっこ！」

「ったく。やっと正気に戻ったんだね。心配かけさせて。……それにしても、水みず臭くさいねぇ。あんな面白そうなことするなら、あたしも呼んでくれりゃよかったのにさ。ふふふ」

　遠く離れた、別サーバーの世界でも。とある獣じゆう人じんの母親が、子供たちに抱だき付かれて、もみくちゃになりながら、あるべき姿を取り戻していく海を眺ながめている。

　その歌は、親子のために。

　だからこそ……







「……ダメだ。どれだけ探しても、何も見つからない」

「何か仕し掛かけがあると思ったんだけど、本気で、なんもないわー……」

「物理攻こう撃げきも無意味。魔ま法ほうによる攻撃も無意味。ただ疲つかれただけでしたね……」

「ここに大きな扉とびらがあったのは、間ま違ちがいないんですけど……うぅぅ……」

　ハハーデス城の、玉座の間の前。

　そこにあったはずの入り口を、徹てつ底てい的に、とことん探し続けた真人たちだったが……数時間にも及およぶ調査の結果、何も発見できなかった。真人も、ワイズも、メディも、頑がん張ばり屋さんのポータさえも、精せい根こん尽つき果てて、壁かべに背を預けてぐったりしている。

　そんな時だった。どこからともなく、歌が聞こえてくる。

「あれ？　これって……ママの声じゃん」

「私のお母様の声も聞こえますね……」

「それに、ママさんの声も聞こえます！」

「うちの母さんと、ワイズの母さんと、メディの母さん、三人で歌ってるみたいだな……なんかアイドルソングぽくて、悪い意味で、鳥とり肌はだものなんだが……どういうことだ？」

　わからない。わからないが……疲れ果てて身動きが取れなかった真人たちは、自おのずと立ち上がって、あちこちに目を向ける。歌は一体どこから聞こえてくるのか……

　と。

「ん？……おわっ、なんだ？」

　真人たちが背中を預けていた壁に、いきなり亀き裂れつが走り、一部が崩くずれ落ちた。

　ポータなら立って通れるほどの穴ができている。

「え、何これ。どゆこと？　玉座の間に行ける感じ？」

「自分が見てみます！……むむむ……これは、向こうの部屋に通じたわけじゃないみたいです！　自分が見たことない空間に繫つながってます！」

「お母様たちの歌声が聞こえた途と端たんに、これですから……もしかして、何か意味があるのではありませんか？」

「そうだな……また母さんに、というか、母さんたちに、してやられた感が半はん端ぱないんだが……進めって、言われてる気がする。この先に、ポータの母さんがいそうな気がする」

「だったら、真人さん！」

　ポータの真しん剣けんな瞳ひとみに訴うつたえかけられて、真人は力強く首しゆ肯こうした。

















第五章　優やさしく、自由奔ほん放ぽうで、時に厳しく、時に難解。その存在は、たまに兵器と化す。









　初めての歌とダンス、初めてのライブを、全力でやり遂とげて。

　お母さんアイドルの三人は、ぺたんっとステージに座り込んだ。

「ふぅ……なんとか、それらしくやれたんじゃないの？」

「そうね。未熟ながらも、納なつ得とくのいく出来だったわ。目的も果たせたのではないかしら」

「そうですね……そんな気がします」

　そっと目を閉じると、豊かさを取り戻した母なる大地と海の力が感じられる。

　耳を澄すませば、世界中から、喜びを分かち合う親子の声が聞こえてくるような……

「真ま々ま子こさん、和かず乃のさん、メディママさん。お疲れ様でした。素す晴ばらしいステージでしたよ」パチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチパチ！

「はいどーも。というか拍はく手しゆが鬱うつ陶とうしいわ」

「あなた、わざとやっているでしょう」

「感動のあまり、つい茶化したくなった白しら瀬せＰですとお知らせＰします」

「うふふ。白瀬Ｐさんらしいわね」

　しきりに拍手していた白瀬Ｐが手を止めて、真々子たちのところへ歩み寄った。

「では、あらためまして。皆さん、お疲れ様でした。ファーストライブは無事終しゆう了りようです。……というわけで」

「ついに、ついでに、とっておきのイベントね！」

　真々子が、すっくと立ち上がり、楽しげに鼻歌を歌い始めた。いきなり元気復活だ。

　横目で眺めた和乃とメディママも、軽く笑いを零こぼして、よっこらしょと立ち上がる。

「そうね。こんなところまできて、やることやったんだから」

「ついでに、我が子の顔を見ないわけにはいかないわね。……ということで、白瀬Ｐさん。〝たぶん〟で結構よ。何かあるかしら」

「了りよう解かいしました。ではこの白瀬Ｐが、とっておきの思い付きで、お子さんたちに会いに行ける方法を……おや？」

　白瀬Ｐが胸を張り、地味に矛む盾じゆんしていることを言った、その時。

　真々子たち三人の胸元から、クリスタルが浮うかび上がった。

　それぞれ入手した、三つの親子の絆きずなが光を放ち、一枚の扉を描き出している。

「私が適当なことを言うまでもなく、皆みなさんの気持ちが、奇き跡せきを起こしてしまったようですね。……では、参りましょうか」

　真々子、和乃、メディママは、互たがいに頷うなずき合い、扉をそっと押した。

　扉がゆっくりと開かれて、途端、猛もう烈れつな風雪が吹ふき付けてくる。

「さむっ……がくっ……」

「ちょっ！　なんなのよこれ！　どうなってるのよ！　白瀬Ｐが即そく死ししたわよ！」

「まるで私たちを拒こばんでいるようだわ……だけど」

「マー君たちは、この先にいる……強く感じるわ……行きましょう！」

　頰ほおを叩たたく雪をものともせず、真々子が、和乃が、メディママが、白瀬Ｐの棺かん桶おけを引きずって、力強く前へ踏み出す。

　扉を抜ぬけた先は、猛もう吹雪ふぶきで完全にホワイトアウトしている。屋外なのか、室内なのか、それすらわからないほどの、真っ白く荒あれた場所だ。

　しばらく進むと、薄うっすらと、城のような建造物の影かげが見えてきた。

「あら？　門のところに、誰だれか立っているみたいだわ。あれは……」

「え、真々子さん？……じゃなくて……」

「ＨＡＨＡＫＯさん、だったかしら。娘むすめの近きん況きよう報告で見せてもらった通りね。本当に、何から何まで、真々子さんにそっくりだわ」

　次し第だいに全体像がはっきりと見えてくる、雪に塗まみれた城の城門前に、浮かない表情のＨＡＨＡＫＯが佇たたずんでいる。

　真々子たちが近くまで来ると、ＨＡＨＡＫＯがおもむろに口を開いた。

「先ほどは、素敵なライブを見せてくれてありがとう。お礼に一つ、お教えするわ。……ここから先、母親は立ち入り禁止よ。残念だけど、引き返してくれるかしら」

「あらあら。困ったわ。どうしても入れないの？」

「城の中では、あなたたちの子供が、自分たちの力で、必死に何かを成し遂げようとしているところなの。だから、任せてあげた方がいいと思うわ。親が介かい入にゆうして、邪じや魔まをするのはよくないから。そうでしょう？」

　自信なさそうに、尤もつともらしい意見を述べて、ＨＡＨＡＫＯは様子をうかがっている。

　真々子は、和乃とメディママと顔を見合わせて、にっこり微笑ほほえんだ。

「そうね、その通りよ。だから……こっそり覗のぞくだけにするわ。近くまで来た、ついでだもの。それくらいは大だい丈じよう夫ぶよね」

「……え？」

　真々子は笑顔で、ＨＡＨＡＫＯの脇わきを通り過ぎて、城門に近寄った。だが、「あら？」見えない壁があるようだ。手で、えいっと押しても、びくともしない。

「ねえＨＡＨＡＫＯさん。ここって、何かあるのかしら」

「え、ええ。結界が張られているんだけど……そ、それよりも、こっそり覗くだけならセーフとか、そういうことじゃなくてね？　私は、〝親はなくとも、子は育つ〟ということを言いたくて……」

「それは私も賛成。ただし、それはそれとして」

「だからと言って、一いつ切さい、接せつ触しよくしてはいけない、というわけではないものね」

　和乃とメディママも見えない壁の前に立ち、あちこちぺたぺた触さわりまくる。「魔法で壊こわせるなら、やるけど……」「どうかしらね……」ここは慎しん重ちようを期したいところだが。

　じゃなくて。

「あの……」

「ああ、そういえば初対面よね。私は、お母さんアイドル二号。馬ば鹿か娘ワイズの母親、和乃よ。隣となりにいるのは、メディちゃんの母親の、メママさん。よろしく」

「略りやく称しようで教えないでもらえるかしら。正式名称は、メディママよ」

「え、ええ。お二人のことは知っているけど……」

「ではご挨あい拶さつ代わりに、一つ教えて差し上げるわ。母親というのはね、わがままな生き物なのよ。子供の成長を願いつつ、でも一方で、子供は子供でいてほしいとも思うから、その両方を叶かなえてしまおうと足あ搔がくの」

「そういう図太い神経がないと、母親なんてやってられないわよね」

「だから、自分の気持ちに正直に。だって、会いたいもの。その気持ちは、どうにもならないわ。だって可愛かわいい我が子だもの。……あ、そうだわ」

　真々子は胸むな元もとに手を添そえて、親子の絆アイテムを出現させた。「なるほど」「可能性はあるわね」真々子に倣ならい、和乃とメディママも、各おの々おのの絆を手にした。

　三つのクリスタルから光が照射される。真々子たちの進入を拒んでいた見えない壁は、薄はく氷ひようのように溶とけ出して、大きな穴が開いた。

　ハハーデス城に入れるようになった！

「あなたたちは、そうなのね……とんでもない母親たちだわ」

　ＨＡＨＡＫＯは、呆あきれたように呟つぶやいて、しかし安心したような笑みを浮かべている。

「私は、あなたたちが言うことを信じたい。だから、あなたたちに協力するわ。……あなたたちの子供が、何を知って、どんなことをしようとしているのか、今どこにいるのか、全すべて説明するわね」

「あら、とっても助かるわ。それじゃ、お願いしちゃおうかしら」

「うちの馬鹿娘のことだから、一回くらいは魔ま法ほうを封ふうじられていそうね……」

「壊した壁かべの枚数が、一枚で済んでいればいいのだけど……」

「さすが母親ね。子供のことをよくわかっているわ。うふふ」

　先導するＨＡＨＡＫＯに続いて、真々子たちはハハーデス城に足を踏ふみ入れた。







　その時、突とつ然ぜん。

「「「……はっ……来る!?」」」

　えも言われぬ悪お寒かんが全身に走った。真まさ人と、ワイズ、メディの三人が一いつ斉せいに立ち止まり、首だけ、ぐいんっと振ふり返った。

　後方には、真人たちが入ってきた入り口、玉座の間の壁に空いた穴がある。

　それだけだ。何も来ていない。

「何か、やたらヤバいものが迫せまってきそうな気配を感じたんだけど……」

「そ、そうね。あたしも、そんな気がしたけど……気のせいだったみたいね」

「そうですね。そのようです。そう信じましょう」

「だったら、先へ進んでいいでしょうか！」

「おう。大丈夫だ。出発進行」

　全員が前を向き、再び歩き出した。

　真人たちが足を踏み入れた場所は、星が瞬またたく宇宙のような空間だ。美しく、しかし寂さびしさが感じられる暗さで満ちている。

　星のように見えるものは、本当に星なのだろうか……真人はじっと目を凝こらすが。

「こら、よそ見してんじゃないわよ。危ないでしょ」

「お、おう。そうだな……見てる場合じゃないか」

　丸い星ではなく、四角い何かが光っているようだが、遠すぎてわからない。

　はっきりと見えるのは、道路の白線のように細い、屈くつ折せつした一本の通路だけ。ポータを先頭に、一列になって、綱つな渡わたりさながらに慎重に進んでいく。

「ここってさ、なんなんだろうな」

「わかんないけど……なんとなく、温かいような、不思議な感じよね」

「暗いですけど、完全に闇やみではなく、ちゃんと光も見えていて……」

「あ！　何かありました！　自分、先に見てきます！」

　不意にポータが走り出した。通路を一気に進んで、その先にある、広い足場に、ぴょんっと飛び乗った。真人たちも、慎重に追いかけて、足場に飛び乗る。

　真人たちが辿たどり着いたのは、サッカー場の半分程度の広さがあり、四角い舞ぶ台たいが設しつらえられている場所だ。

「ここは……なんだか、闘とう技ぎ場みたいなとこだな」

「言われてみれば、それっぽいけどさ……でも、ちょっと変じゃない？」

　舞台の四よ隅すみには、女の子の石像と、女性の石像が、対ついになって置かれている。

　いずれも、女の子の像は、女性の像に何かを求めるように手を伸のばし、だが女性の像は背を向けているという、奇き妙みような配置なのだが……

「真人君！　これを見てください！」

「どうかしたのか！……って……おい、これ」

　石像を調べていたメディが声を上げた。駆かけ寄った真人は、一目で気付いた。

　女の子の像の顔は、ポータの顔。

　女性の像の顔は、手配書で見た顔、ポータの母親の顔だ。

　走り回って、他ほかの三対の像を確かく認にんしてみると、全すべて同じ。

「これ、どういうことだ？　なんでポータと、ポータの母さんの像が……」

「もしかしたら……ここは、自分のお母さんの、心の中かもしれないです」

　自分を模した像をじっと見つめながら、ポータが元気のない声で言った。

「星みたいに見えるのは全部、自分の写真です。すごく遠いですけど、自分の目には見えました。……それで、この像は、自分とお母さんの、いつもの様子です」

「……そっか」

「お母さんは、自分が話しかけようとすると、こんな風に背を向けて、どこかへ行っちゃいます。追いかけようとすると、走って、どんどん……ぐすっ……遠くへ……」

「いいよ。言わなくていい」

　真人は、ちょっと目がじわじわしてきたポータの頭を抱だき寄せて、自分のお腹なかに顔を埋うずめさせた。しきりに頷いている頭を、撫なでてやって。

「でもさ、そういうことなら。俺に考えがある。ちょっと待ってろ」

　様子を見に来たワイズとメディにポータを預けて。

　真人は、母親の像へ駆け寄って、台座の部分をがっちり摑つかんで、回す！「ふぬぬぬっ！」ぐるりと百八十度、水平回転させて、ポータの像と向き合わせた。

「どうだポータ！　いいだろ、これ！」

「は、はい！　自分、それがいいです！　すっごく嬉うれしいです！」

「だよな！　よしよし！　それじゃ、あと三つも……ん？」

　次の標的を目指して走り出そうとした時だった。

　向き合う親子の像の間に、ぽわんっと、奇妙な物体が出現した。

　毛糸で、ぐちゃぐちゃに編まれている、丸っこい何かだ。

「なんだこれ？……ポータ、鑑かん定ていを頼たのめるか？」

「はい！……むむむ、これは……これは……えっと……何かの一部みたいです！」

「何かの一部……ふむ……」

　真人はひとまず、残り三対の像も、あるべき姿になるよう動かしてみた。母親の像を回転させると、親子の間にぽんっと、それぞれアイテムが出現した。

　入手できたのは、いずれも毛糸で編まれた何かだ。丸っこい何か。もう一つ、丸っこくて耳のようなものが生えている何か。細い腕うでのようなものが二つ。細い脚あしのようなものが二つ。

「全部、同じ毛糸ね……なんか、編みぐるみのパーツぽくない？」

「なるほど。可能性はありますね。……なんとなくですけど、ピータちゃんに似た何かが作れそうな、そんな気がします」

「あ、そうかもしれません！　ピータよりも大きいですけど、色はそっくりです！」

「ふむ……」

　ポータのショルダーバッグに付けられているマスコットと、編みぐるみのパーツ。

　親子の像を向き合わせた途と端たん、用意されていたように出てきたそれ。

「（もしかして、これって……ポータへのプレゼントか？）」

　何気なく上を見ると、遠くで星が輝かがやいている。その星は全て、ポータの写真。

　ここが本当に、ポータの母親の、心の中だとすると？

「（何気に、ポータだらけだよな……これで嫌きらってるとか、ないよな）」

　少し、希望のようなものが見えてきた気がする……

　その時だった。

「わわっ！　ま、真人さん！　お母さんの像が！」

「え？……おいっ！　なんだよ！」

　母親の像が四つとも、勝手に回転して、元の体勢に戻もどっていく。

　同時に、真人たちの頭上に真っ黒な雲が渦うず巻まいて……頭から、ズルズルと、巨きよ大だいな人の形をした物体が、逆さまに姿を現した。

　頭の先から、手の平にまで、全身に棘とげが生え揃そろっている鬼き女じよが、般はん若にやの形相で雄お叫たけびを上げた。

「うわわわっ!?　お、怒おこってるみたいです！……自分たちがアイテムを取ったから、怒っているんでしょうか！」

「かもな！　でも返す必要はないぞ！　集めたパーツを大事に持って、ポータはすぐに避ひ難なんしろ！　俺たちでなんとかする！」

「はい！　わかりました！」

　石像の陰かげに隠かくれようと、走り出したポータを、棘般若が目で追っている。

「そっちじゃなくて、こっちだ！　こっちを向け！」

　真人は剣けんを抜ぬいて、すかさず攻こう撃げきを……

「（いや待て！　相手は、もしかしたら……くっ！）」

　一いつ瞬しゆんの迷いから、攻撃目標を変えて斬ざん撃げき波はを放ち、棘般若の腕に命中させた。

　相手の注意を軽く引き付けて、舞台の中央へ移動する。

「くっそ！　あんま効いてないみたいだな！」

「空の敵は、あんたの獲え物ものでしょ！　しっかりしなさいよ！」

「それで天空に選ばれし勇者だなんて、聞いて呆れますね」

「いや、そうじゃなくて！……あれはもしかして、ポータの母さんなのかなって、ちょっと思ってさ！　だから加減しただけだって！」

　合流したワイズとメディが、本当に仲間なのかどうなのか、疑いたくなるが。

　それどころじゃないほど、棘が雨のように降ってくる。「くっ、速い！」真人は左手を突つき出し、防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを展開する。ほんの数発で打ち砕くだかれてしまったが、まずは防いだ。

　隙すきを見て、ワイズが魔法書を掲かかげた。

「こうなったら、あたしが……！」

「やるのか！　よし好きにしろ！　俺は責任を持たないけどな！」

「ポータちゃんの目の前で、やってしまうわけですね？　それでいいのですね？」

「うっ、そんなこと言われたら……やっぱメディに任せる！　こういうの得意でしょ！」

「あ、急に眩暈めまいが……すみません。退たい避ひします」

「逃にげるんじゃないわよっ！」

「よしワイズ！　メディを捕つかまえ……いや、みんな、逃げろおおおっ！」

　ぐだぐだ言い合っていた、真人たちの頭上から、棘だらけの手の平が降ってくる。回かい避ひを呼び掛かけたが、どう足あ搔がいても間に合わない。

　こうなったらもう、やるしかない。「二人とも、伏ふせろ！」「「きゃっ!?」」真人はワイズとメディを捕まえて、地面に押し付けた。せめて二人だけでも無傷でいられるように。

　真人は足を踏ん張って立ち、串くし刺ざし覚かく悟ごで、背中で受け止める……！




「やれやれだわ。何を遊んでいるのかしら」




　刹せつ那な、目にも留まらぬ速さで飛び込んできた人ひと影かげが、連続で刺し突とつ攻撃を繰くり出し、棘般若の手の軌き道どうを逸そらした。

　舞台を串刺しにした巨大な手の平の前に、華か麗れいに着地したのは、アマンテだ。

「お前、どうして……」

「ここぞという場面で登場してあげると、そう宣言しておいたわよね。いちいち説明してあげないと、思い出せないのかしら？」

「な～んて、偉えらそうに説明してたら～、危ないよ～。……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……大アルト・豪フオルテイ風・ベント～！」

「油断大敵じゃ。んゃっ」

　アマンテに向けて放たれた棘の一撃を、突とつ風ぷうが巻き上げて、小さな拳こぶしが殴なぐり飛ばした。

　軽い身のこなしで、フラテロが真人の傍そばに着地した。ソレラは巨大な魔ま法ほう書に乗って、ゆったり優ゆう雅がに飛んでくる。

「あんちゃん、礼は要いらんぞ。助けてやったんは、菓か子し代の代わりじゃけぇの」

「菓子代って……？」

「これだよ～。真人君の忘れ物～。はいどうぞ～」

　ソレラが、菓子折りの箱を一つ、放ほうり投げてきた。ポータの母親へのご挨あい拶さつ用に、真々子が用意して、真人たちがずっと所持していたものだ。

「あ、これ！　どこかに置いたまま、完全に忘れてた！」

「一箱だけ？　確か二箱……あーはいはい。一つは勝手に食べたわけね」

「落とし物を食べてしまうなんて、いい根こん性じようをしていますね。率直に、意い地じ汚きたないです」

「う、うるさいわね！　サイコロを振ふるのに疲つかれて、お腹なかが減っていたのよ！　おかげで完全回復したわ、どうもありがとう、なんて、いちいち言わないけれど！」

　真々子が選んだだけあって、かなり高品質な菓子だったらしい。「ポータ。急いでこっちへ」「はい！」手の棘が舞台に刺ささったまま動けない棘般若を横目に、真人たちのところへポータが駆け付けた。大事な菓子折りを、ちゃんとショルダーバッグに保管して……

　と。

「それじゃ、忘れ物を届けてあげた貸しを、今すぐ返してもらうわ！　あなたたち、この場を私たちに譲ゆずりなさい！」

「え？　譲れって……」

「見た感じ、このモンスターは、マスターそのものではなくて、マスターと関係ある何かのようだわ。これは心の表れかしら……逆さまの、天あまの邪じや鬼く……欲ほしいものを手にできない、棘だらけの手……まあいいわ。いずれにせよ、マスターと関係しているのであれば」

「ん。これは、ワシらの獲物じゃ」

「というわけで～、真人君たちは邪じや魔まだよ～。どっか行ってね～。……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……大アルト・豪フオルテイ風・ベント～！」

「ちょ待っ……!?」

　ソレラの魔法によって発生した猛もう烈れつな風が、真人たちをまとめて巻き上げた。「ちょっと!?」「きゃぁっ!?」「ひゃわわわ～っ!?」風に乗って、舞ぶ台たい上から、さらに足場の外へ、真人たちは飛ばされていく……







　真人たちは、空間の遥はるか先まで吹ふき飛ばされて、その姿がもう見えなくなった。

「ちょっと思ったんだけど～……これで実は～、上手うまい具合に～、目的地の方へ飛んで行ってて～、結果的に助けたことになっちゃうとか～……ないよね～？」

　ない？　ある？

　アマンテたちは顔を見合わせて、ちょっと考えて、鼻で笑った。

「あり得ないわよ。敵である相手を、うっかり拠きよ点てんに招き入れた挙句に、移動まで手伝ってあげるなんて、そこまで馬ば鹿かな話はないわ」

「ん。さすがに馬鹿すぎるじゃろ。ないな」

「うんうん～。ないよね～。おまけに中ボスまで引き受けちゃったのかな～、なんてちょっと思ったけど～、ないよね～。あっはは～」

「馬鹿げた話は、ここまでにして……戦せん闘とう準備を整えなさい！」

　棘般若は、舞台に刺さっていた棘を強引に引き抜き、再び動けるようになっている。

「こちらは、固有スキルを奪うばわれて、戦力がかなり低下しているけれど……それならそれで、それでも勝ってみせるわ！　いくわよ！」

　アマンテは自じ慢まんの身体能力を活いかして、ソレラを肩かたに担かついで、フラテロを脇わきに抱かかえて、絶え間なく降り注ぐ棘の中を逃げ回る。

　棘の雨が止やんだ、一瞬の隙を見み逃のがさずに。

「フラテロ！　今よ！」

「ん」

　アマンテは、小脇に抱えていたフラテロを、アンダースローで放り投げた。

　フラテロの攻撃。ぼんやりとした目つきで、空中の暗雲から逆さまに生えている棘般若の横顔を見み据すえて、猛スピードで突っ込んで拳を叩たたき込んだ。

　ぺちっと、１ダメージを与あたえた！

「むう。スキルがないけぇ、ダメージが出ん。最悪じゃ」

「すぐにこちらへ飛びなさい！　回収するわ！……次、ソレラ！　さっさとアンデッド兵を召しよう喚かんして！」

「それがね～、この空間はアンデッド向きじゃないみたいで～」

「だったら魔法で！」

「はいは～い。……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……溶霧フジオネ・ネビア～！」

　ソレラの頭上で巨大魔法書が開き、魔法が発動。棘般若の体に、強きよう烈れつな酸性の霧きりがまとわりつき、全身の棘をみるみる溶とかしていく。鼻を突く臭においが立ち込めて……

　棘般若が全身ツルスベ肌はだになった、それもつかの間、棘はじわじわと再生していく。

「棘のせいで攻撃しにくい上に、あの再生力……厄やつ介かいにも程ほどがあるわね……だけど！」

「頑がん張ばれアマンテ～」

「頑張れアマンテ」

「頑張ってるわよっ！」

　棘の発射速度は速い。神速を誇ほこるアマンテの脚きやく力りよくでも、ギリギリ避よけるのがやっとだ。移動速度が遅おそい魔法職のソレラはもちろん、格かく闘とう家かのフラテロでも厳しいため、アマンテが二人を抱えてとにかく逃げ回る。

　さらに攻撃の起点も担になう。「いくわよ、フラテロ！」「ん」フラテロを棘とげ般はん若にやに投げつけて、攻撃させて、落ちてきたところを回収。また走る。

　続けてソレラに魔法攻撃を……

「次は私だね～。次はどんな魔法に……んぎゃっ!?」

「ソレラ!?　くっ、しまった！」

　死角から降ってきた、一本の棘が、頭上に展開されていた巨大魔法書を貫つらぬいた。

　棘の先が、アマンテの肩に担がれているソレラの背中まで、到とう達たつしている。

「い、痛いよ～……なにやってんのよ～、アマンテの馬鹿ぁ～……」

「しっかりしなさい！　早く回復魔法を……ああ、ソレラは攻撃魔法しか使えないから、私がやるわ！　私は魔法剣けん士しだもの！　簡単な回復魔法なら使えるから……！」

「いちいち説明しとる場合か。馬鹿もん」

「え？……あっ……!?」

　ソレラの容態に気を取られたアマンテへ、棘だらけの張り手が正面から叩きつけられる、その刹那。

　フラテロが、アマンテを横へ蹴け飛とばした。「フラテロっ！」「ふん」危あやういところで攻撃を回避できたアマンテの、すぐ目の前で、フラテロに棘張り手が直撃する。

　弾はじき飛ばされ、舞台の端はしまで転がって、フラテロは動かなくなった。

「やってくれるわね……私たちには、仲間意識なんて、そんなものはないのだけど……ないのだけど……かなり頭に来たわよっ！」

「だよね～……アマンテ～……あいつ、ぶっ飛ばしてきてよ～……」

　自らアマンテの肩から降りたソレラは、仲間意識なんてない相手の背中を、何か託たくすように叩いて、舞台に倒たおれ込んだ。

　アマンテは細さい剣けんを握にぎり、背中に感じた温かさを原動力に、一気に飛び出した。

「こういうのは、私らしくないのだけど……あなただけは、絶対に許さないわっ！」

　何がなんでも攻こう撃げきを当てる。その意志を最優先に、必要最低限の回避しかせず、棘の豪ごう雨うを浴びて全身に裂れつ傷しようを走らせながら、アマンテは棘般若の顔面をめがけて飛びかかった。

　敵の眉み間けんに、渾こん身しんの一撃を、叩き込んでやりたかった。

「これでも食らいなさ……うぐっ!?」

　一いつ瞬しゆん、遅かった。細剣よりも早く、棘般若の眉間から突き出された棘が、アマンテの肩を貫いた。感じるのはただ激痛だけ。

　バランスを崩くずしたアマンテへ、左右から、さらに棘張り手が迫せまってくる。

　蚊かでも叩き潰つぶすように、ばちんっとされたら、終わりだ。

「（……ああもう、最悪だわ……）」

　空中でもんどり打ったアマンテの目に、倒れているソレラとフラテロの姿が映った。

　泣いているつもりはないのだが、少し滲にじんで見える。

「（……誰だれか……）」

　誰かに助けを求める？

　真人たちか、あるいは……

「どうせ出てくるなら、こういう時に出てきて、助けなさいよ……ＨＡＨＡＫＯ……」

「手を貸していいのね！　だったら頑張っちゃうわ！　えいっ！」

「……え？」

　地面への落下を開始していたアマンテは、ぽふんっと、大きくて柔やわらかいマシュマロみたいな感覚に受け止められた、その瞬間。

　棘般若を何重にも取り囲むように、活き活きとした水の流れが発生して、水すい弾だんの一いつ斉せい発射を開始した。全方位からの猛烈な攻撃により、棘も本体も、恐おそろしい速さでハチの巣にされ、棘般若が消しよう滅めつしていく。

「この空間は、母なる力に満ちているみたいね。思いっきり攻撃できちゃったわ。うふふ」

　左手に濃のう蒼そう色しよくの聖剣を握り、右手でアマンテをしっかりと抱だきしめて。空中に平然と立っているＨＡＨＡＫＯが、にっこりと微笑ほほえんだ。
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「……ＨＡＨＡＫＯ？」

「ええ、私よ。最初はね、邪魔しない方がいいと思って、隠かくれて見ていたんだけど、もう居ても立ってもいられなくなってたの。お手伝いするのを許してくれて、とっても嬉うれしかったわ……なんて、お話ししてる場合じゃないわね！　怪け我がの手当てをしないと！」

「え、ええ……」

「メディママさん！　回復魔ま法ほうを……ああ、もうやってくれているわね！」

「……え、誰？」

　舞台に目を向けると、フラテロの傍かたわらで杖つえを掲げている人がいる。

　その人と、隣となりで偉えらそうに腕うで組ぐみしている人には、見覚えがないのだが……別の一人、ソレラの手を握って、心配そうに見つめている人には、はっきりと見覚えがある。ついでに傍らに置かれている棺かん桶おけにも。

　それは敵。アマンテたちを都合よく利用して見捨てた憎にくい相手と、同じ存在。

　だが一方で、ここぞという場面に駆かけ付けて、救いの手を差し伸のべてくれるとか。

「まったく……なんなのよ、母親って……というか、なんなのよ、あの格好は……」

　最後の力を振ふり絞しぼり、言葉を吐はき捨てて、苦く笑しようして。

　アマンテは、温かさと柔らかさに抗あらがうことを止やめて、そっと目を閉じた。







　その頃ころ、魔法の暴風で吹き飛ばされた真人たちは、ある地点まで到達していた。

「こうなることを狙ねらってたわけじゃないと思うけど……いちいち説明してくれたり、結果的に送り届けてくれたり……ホント助かる敵だよな、あいつら。……よっと」

　ワイズの浮ふ遊ゆう魔法で足場に降り立つと、そこに。

　反はん抗こう組織のシンボルマークが刻まれている大おお扉とびらがある。

「これは、玉座の間の扉と、同じのだと思います！　形も大きさも、全く一いつ緒しよです！」

「てことは、どゆこと？　あたしたち今まで、どこをどう移動してたわけ？」

「謎なぞの異次元空間に、普ふ通つうの方向感覚や距きよ離り感かんを持ち込んでも意味がありませんよ」

「だな。とにかく、この扉が、ポータの母さんがいる場所への入り口かも、ってことで」

　扉の前に立った真人たち一行は、まずは呼吸を整えて、落ち着いて。

　真人は、腰こしに佩はいている剣の柄つかに手を添そえたが、すぐに手を放した。

「ポータ。さっきの菓か子し折おりを出してくれるか？」

「はい！　すぐに用意します！」

「ちょっと真人、マジなの？　菓子折り持って乗り込んで、挨あい拶さつするつもりなの？」

「もちろん、私たちは戦いを望んでいるわけではありませんけど……相手方は、そうではないかもしれませんよ？　城の中に配置されていたモンスターや、先ほどの異様な怪かい物ぶつを見た限りだと、穏おん便びんに済むとは……」

「わかってる。だからこそだ。……この菓子折りは、母さんが俺に、あえて持たせたものだからな……もしかしたら、何か意味があるんじゃないかって、ちょっと思ってさ」

「へぇ……」

「ほぉ……」

「な、なんだよ。言いたいことがあるなら言えよ」

　真人を見て、菓子折りを見て、あらためて真人を、しげしげと見つめて、ワイズとメディは普通に感心しているようだ。

「真々子さんの言い付けを、素す直なおに守るなんてさ」

「真人君も、大人になったものですね。成長を感じます。ふふふ」

「う、うるさいな！　そういうのはいいから！……ほら、行くぞ！」

「はい！　行きます！　せーのっ！」

　ポータによって扉が開けられた。

　その瞬間だった。

「下取トレイデインヌ」

　室内から声が聞こえて、同時に、真人が手にしていた菓子折りが一瞬で飛び去った。

　空になった手に、ぽとっと、１マム硬こう貨かが落ちてきて。

　菓子折りは、格調高く設しつらえられている室内を一目散に飛んで……玉座に座っている女性の手元に降り立った。

「あら。装備している武器を回収したつもりだったのだけど、どういうことかしら」

「こっちこそ、どういうつもりなのか、聞きたいところですけど……とりあえず、親の言うことを聞いておいて、よかったなって、俺は心の底から思ってますよ」

　とっさに武器を構えようとしたワイズとメディを、そっと手で制して。

　確かく認にんの意味を込こめて、真人はポータに視線を送った。ポータは、はっきりと頷うなずいた。

「（あれがポータの母さん……いや、今はまだ、冥めい母ぼハハーデスって感じだな）」

　鎧よろいとコートを身にまとい、玉座にゆったりと腰かけている姿は、魔ま王おうさながらの雰ふん囲い気きを放っている。頰ほお杖づえを突き、適当にその辺を眺ながめて、真人たちに目を向けようとしない。その不ふ遜そんな態度も様になっている。

　冥母ハハーデスの頭上に浮うかんでいる、怪物の頭のようなショルダーバッグに警けい戒かいしながら、真人は玉座の間に入った。

「こんにちは。俺たちは、ポータの仲間の……」

「真人君、ワイズさん、メディさん、ね。いつも娘むすめがお世話になっているわ」

「ふーん？　ちゃんと、あたしたちのこと知ってて、一応、挨拶してくれるのね」

「多少なりとも、親としての自覚がある、ということでしょうか」

「っ……！」

　女子二人の言葉に、少し慌あわてた様子を見せた冥母ハハーデスだったが……すぐに気を取り直して、玉座から立ち上がった。

「それじゃ、始めましょうか」

「え？……はじめるって、何をですか？」

「戦せん闘とうに決まっているでしょう？　あなたたちは、私を倒しに来たのだから」

「待ってください。違ちがいます。俺たちは……」

「自分が、お母さんに言いたいことがあるので、来ました！」

　ポータが一歩前に出て、冥母ハハーデスを真っ直すぐに見つめた。

　もう我が慢まんできなくて、溢あふれてくる気持ちを、目に一いつ杯ぱい溜ためて、呼びかける。

「自分は、お母さんのことが大好きですっ！」

「な、何を急に……待ちなさい。そんなわけがないでしょう？　だって私は……」

「お母さんは、自分のことが嫌きらいかもしれないですけど……それでも、自分は……嫌われてたって、お母さんのことが……！」

「待てポータ。それな、やっぱ違う気がする」

　ポータの肩かたに手を置いて、真人は冥母ハハーデスをじっと見つめる。

「な、何よ……」

「さっき、あなたの心の中を模したものかもしれない空間を通ってきて、思ったんです。……もしかしなくても、あなたは、ポータのこと、少しも嫌っていないですよね？」

「そんなこと、どうでも……」

「どうでもよくないです。だって、娘のことだらけでしたよ」

「そういえば、そうよね。星みたいに見えたのは、全部ポータの写真だったんでしょ？」

「しかも、どれもこれも、明るい光を放つ一等星に見えましたね。……まるで、一番大切な思い出を、心の中の宇宙一杯に、大事に飾かざっているような……」

「あなたたちがどこを通ってきたのか、知らないけど、勝手なことを言うのはやめなさいっ！　あなたたちは、私という敵と戦えばいいのっ！　それだけでいいのよっ！」

　怒ど鳴なり声を上げて、冥母ハハーデスは手を振り上げた。

　頭上のショルダーバッグが大口を開ける。中から、赤黒い刃やいばの剣、鎖くさりで封ふうじられている魔法書、血ち塗ぬられた杖、毒々しい形状の小こ瓶びんなど、見るからに危険な武器やアイテムが次々に吐き出されて、真人たちの周囲に整列する。

「あなたたちの武器では、非戦闘職である私に攻こう撃げきできないわ！　だけど、そこに並べた禁断の品であれば、制限を無視して攻撃することが可能よ！　そちらの装備は、高値で引き取ってあげるから、武器を持ち替かえてかかってきなさい！」

「いや待ってくださいよ！　俺たちは、あなたと戦いに来たんじゃないですから！　戦う理由がないですから！」

「いいえ、理由はある！　私は反抗組織リベーレの創始者であり支配者！　あなたたちが倒たおすべき最大の敵よ！……そうでしょう、ワイズさん！」

「言っておくけど、あたしのママに変な力を与あたえたことだったら、別に気にしてないわよ。あれはママが馬ば鹿かすぎただけのことだし。結果的に、親子で仲直りできたわけだから」

「なっ……だ、だったら、メディさんはどうかしら！　あなただったら、こう、何かドス黒い気持ちを抱かかえているわよね！　根に持っているはずよ！」

「あなたがしたことについては、むしろ、感謝しているくらいですよ。辛つらい思いもしましたけど、おかげで思いの丈たけを打ち明けることができました。お母様と、それまで以上によい関係を築くに至りましたから」

「そんな優等生な答えはいらないわ！　正直に言いなさい！」

「正直に申し上げたつもりですが……一つ、不満を申し上げるとしたら、あなたが私のことを、腹黒で根に持つタイプだと思っていることですね」

「いやそれ正解だろ。……おっと」

　メディが笑顔で繰くり出してきた、杖による横よこ殴なぐりの攻撃を回かい避ひし「がっ!?」そちらはフェイクで、脛すねへの蹴けりが本命だった。真人はダメージを受けた。さておき。

「だったら、真人君！　勇者である、あなたに問うわ！　その二人だけじゃなく、もっと多くの親子が被ひ害がいを受けたわ！　私は世界に混乱をもたらしたの！　だから……！」

　戦えと、挑ちよう発はつするように、刃のある武器が真人を囲み、切っ先を向けてくる。

　だが真人は目もくれない。

「俺は、魔王を倒して世界を救うとか、そういう勇者じゃないんで、別にいいです」

　きっぱり言って、歩き出す。

「別にいいって、そんな……」

「まあダメかもしれないんですけどね。でもいいですよ。罰ばつがどうとかは、やるべき人、運営とかに任せておけばいいかなって、思うんで。……そんなことより俺は、普通の勇者として……いや、違うな。俺は俺として、どうしても気になることを、はっきりさせたいです」

「何を……」

「あなたという母親は、娘のポータのことを、本当はどう思っているのか……聞かせてください。正直な気持ちを」

　真人の隣となりに、真しん剣けんな表情のポータが並んだ。ワイズとメディも後に続き、四人で、絶対に退ひかない気持ちで前進する。

　冥母ハハーデスは、子供たちの真っ直ぐな視線から目を背そむけて……

「……わかったわ。教えてあげる。これが、私の気持ちよ」

　懐ふところから取り出した闇やみ色いろの宝石を掲かかげて、唱える。

「モンスタークリエイション……武具ノ阿修羅ブグノアシユラ！」

　真人たちの周囲にあった危険な武器たち、さらに、ショルダーバッグから続々と吐き出された盾たてや鎧の数々が、冥母ハハーデスのもとに集結する。

　鎧のパーツが分解されて、細身の胴どう体たいと、浮ふ遊ゆうする六本の腕うでが形成された。

　手の甲こうは、複数の盾で覆おおわれ、指は刃や杖。手の平には魔ま法ほう書が埋うめ込まれている。

　全身が武器防具で構成されている巨神ブグノアシュラが、真人たちの前に顕けん現げんした。

「くっそ！　どうあっても戦わせる気かよ！……ポータは早く安全な場所へ！」

「は、はい！　自分、隠かくれてます！」

「正直な気持ちを言わないまま、引きこもって、だんまり決め込むとかさ！　まるで誰だれかみたいよね！」

「誰のことをおっしゃっているのか、わかりませんけど！……とにかく、来ますよ！」

　六本の腕が不規則に飛び回り、鋭えい利りな指先を真人たちに向けて、突とつ撃げきしてくる。

「させません！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……大障壁アルト・バリエーラ！」

　メディの防ぼう御ぎよ魔法が発動。堅けん固ごなドーム状の防御壁へきが、真人たちを包み込んで。

　剣けんの指の一ひと突つきで、易やす々やすと貫つらぬかれて、あっけなく砕くだけ散った。

「そんな……たったの一撃で……!?」

「まずは避よけろ！」

　上から、左右から、六つの手の、剣の指が一いつ斉せいに切りかかってくる。呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていたメディを、真人が抱だきかかえて、横っ飛びでギリギリ回避した。

「あ、ありがとうございます！　助かりました！　若じやつ干かんセクハラですけどね！」

「変なところは触さわってないから許してください！　というか素直に感謝しようぜ！」

「こら、そこ！　遊んでる場合じゃないでしょ！」げしっ

　メディを抱えて転がっている真人を、軽く蹴っ飛ばして、ワイズが魔法書を開いた。

「要は、武器防具の寄せ集めなのよね！　なら吹ふき飛ばしてバラバラにしてやるわ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……大アルト・爆ボムバ・球スフエラ！　さらに！　大アルト・爆ボムバ・球スフエラ！」

　連続魔が発動。爆ばく発はつの力が込こめられた、大玉のエネルギー弾だんが二つ、轟ごう音おんとともに放たれた。螺ら旋せんを描えがく二つの球体が、標的に命中する……！

　と、その瞬しゆん間かん、ターゲットとなっていた個体が、くるりと手の平を返した。

　手の甲を覆っている盾に直撃した魔法は、炸さく裂れつすることなく、吸い込まれるように消えてしまった。

「……え？　マジで？」

「魔法は吸収される感じか！　だったら俺に任せろ！　空の敵は、俺の獲え物ものだああっ！」

　すかさず、真人の攻撃。ワイズが狙ねらった個体に狙いを絞しぼって、天空の聖剣フィルマメントを思い切り振ふり抜ぬいた。巨きよ大だいな斬ざん撃げき波はが放たれて……！

　刹せつ那な、標的としていた腕の前に、別の腕が割り込んできて、手の甲の盾で斬撃波を受け止めた。真人の渾こん身しんの一撃もまた、吸い込まれるように消えてしまった。

「おいおい……まさか物理攻撃も吸収するのか？」

「全すべての攻撃を吸収するなんて、そんな絶望的なことは、やめていただきたいですけど……せいっ！」

　攻撃のため飛来した手を、メディが迎げい撃げきする。杖をフルスイングして、手の甲に強きよう烈れつな打撃をお見み舞まいするが……音すら響ひびかない。衝しよう撃げきが完全に吸収されているようだ。

「残念ながら、最悪の状じよう況きようですね！　攻撃しても意味がありません！」

「とはいえ、攻撃しないわけにはいかないけどな！　追い払はらわないと、どんどん来るぞ！」

「あーもう！　なんなのよ、こいつ！」

　六つの腕が各自、無軌き道どうに飛び回り、次々に攻撃を仕し掛かけてくる。

　真人たちは、斬撃波、火魔法や風魔法、打撃や即そく死し魔法まで織り交ぜて応戦するが、全て吸収されるばかりで……

　と、その時、六つの腕が真人たちを取り囲んだ。およそ六十度ずつ、均等に並んで、手の平を向けてくる。

「……おい。なんかさ、嫌いやな予感がするんだが」

「あたしも。……あたしたちの攻撃を吸収してさ、エネルギーとか蓄たくわえてさ……」

「一定のレベルまでエネルギーが溜たまったら、ドカン、ですか？　絶対にやめてほしいのですけど……」

　六つの手の平に埋め込まれている魔法書が、各おの々おの、光の筋を放出した。真人たちを中心に、六ろく芒ぼう星せいを基調とした魔法円が描かれた。

　くる。

「あーもう、ふざけんじゃないわよっ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……大障壁アルト・バリエーラ！　さらに！　大障壁アルト・バリエーラ！」

「……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……大障壁アルト・バリエーラ！」

「持ち堪こたえてくれよ！　頼たのんだぞ、俺の左腕！」

　三枚の魔法障しよう壁へきに、真人の防御障壁も加えて、全力の防御態勢を整えたのと同時に。

　魔法円の内部が、真っ白に染まった。六つの手から一斉に放出されたエネルギーが、ぶつかり合い、尋じん常じようではない圧力と震しん動どうが真人たちに襲おそい掛かった。

　四重の障壁バリエーラが砕け散り、ポータの叫さけび声が聞こえたような気がしたのも、つかの間。

　体の感覚が全て壊こわされたような、あり得ない衝撃を浴びて……真人たちは、糸が切れた操あやつり人形のように、その場にくしゃっと倒れ込んだ。

「くっ……そ……おい、ワイズ、メディ……生きてる、か……？」

「……ちょい、無理……死んだ、かも……」

「す、すぐに回復、しますね……スパーラ・ラ・マジーア……ペル・ミラーレ……大アルト……回復クーラ……」

　軋きしむ体に無理やり力を込めて、立ち上がり、真人たちは武器を構える。

　六つの腕は、魔法円を解除して、再び無軌道に飛び回っている。真人たちの攻撃を今か今かと待っているようだ。

「さんくす、メディ。マジ感謝な」

「珍めずらしくヒーラーらしい仕事ができましたけど、正直、あまり嬉うれしくありませんね」

「殴なぐり平ひらの回復魔法に頼たよることになるなんて、どんだけピンチなのよ。ったく。……んで、真人？　どうする？」

「どうするか……たぶん、手の甲についてる盾がヤバいと思うんだけど……」

「そうですね。ただ、六つとも全てが、あらゆる攻撃を吸収する、というわけではなさそうです」

「あー確かに。あたしの魔法を吸い込んだやつを、真人が攻撃しようとしたら、別のが飛び込んできたわよね。……だったらさ」

「攻撃が吸収されないやつを判別して、それぞれ攻撃だな。……つっても、見分けなんか付かないんだけどな」

　六つの腕は、外見的に、どれも同じに見える。構成素材となっている武器防具の、色や形、配置されている場所にも、違ちがいは見当たらない。

「（こうなったら、とりあえず、攻こう撃げきしてみるしかないか！）」

　攻撃エネルギーの蓄ちく積せきを覚かく悟ごで、まずは手近なところにいる一本の腕に狙いを……

　と。

「待ってください！　それに付いてるのは、物理吸収で、魔法攻撃に弱い盾です！」

　ポータの声だ。

　真人は咄とつ嗟さに攻撃を止めた。剣の切っ先を、ターゲットに向けて固定する。

「ワイズ！　こいつをやれ！　外すなよ！」

「それね！　おっけー任せて！　今度こそ……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……大アルト・爆ボムバ・球スフエラ！」

　真人が示した個体に、魔法のエネルギー弾が唸うなりを上げて突撃する。

　咄嗟に、別の腕が庇かばおうとするが、「させません！」メディが素す早ばやく踏ふみ込み、杖つえで殴りつけて弾はじき飛ばした。

　ワイズの魔法は無事、ターゲットに命中。大爆発を起こした。構成素材の武器防具は、それぞれの形状を保ったまま、バラバラに飛び散った。

　その拍ひよう子しに、爆発の近くにいたメディの頭に、「いたっ！」吹き飛んだ盾が命中したようだが、ダメージは軽けい微びだ。たんこぶができた程度だ。

「ワイズさん、わざと狙いましたね？」……ゴゴゴゴ……！

「いやいやいやいや！　あたし、そこまで器用じゃないけど!?」

「何はともあれ、ナイスコンビネーション。……なおＭＶＰは……」

　真人が振り返ると、大おお扉とびらの陰かげに退たい避ひしていたポータが、一目散に駆かけ寄ってくる。

「真人さん！　もしよかったら、自分も……！」

「もちろんだ。ポータがいないと、どうにもならない。……こんな奴やつ、さっさと蹴け散ちらしてさ……ポータの母さんの正直な気持ちを、聞かせてもらおうぜ！」

「はい！　自分、頑がん張ばります！　お母さんの気持ちを聞かせてもらうために、めちゃめちゃ本気で頑張りますっ！」

「おう！　その意気だ！　頼りにしてるぞ！」

　相手は武器や防具の集合体。ポータの鑑かん定ていスキルなら、性能を見抜くことができる。

　残る腕は五本。鑑定されることを警けい戒かいしているのか、周囲を高速で飛び回っている。

「ちっ、速いな……なんとか動きを止めたいところだけど……」

「自分にお任せください！　動きを止めてみせます！」

「お、おう……？」

　ポータは、ショルダーバッグから小こ瓶びんを取り出し、マスコットのピータを手に取って、輝かがやく液体をぐびぐび飲ませた。

　見る見るうちに巨大化した、びっくりビッグサイズ・ピータが、飛び回る腕うでの方へ、ぐらりと倒たおれ込む。

　逃にげ遅おくれた腕が二本、上手うまい具合に手の甲こうの盾たてを覗のぞかせた状態で、下した敷じきになった。

「ナイス！　じゃあ俺が攻撃を……！」

「待ってください！　どっちも斬撃を吸収します！」

「え？……あ、そうなんだ……じゃあ……」

「ピータの顔の下敷きになってるのは、水と氷が弱点です！　お腹なかの下敷きになってる方は、打撃に弱いです！」

「了りよう解かいよ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……大アルト・氷ギアツツオ塊・グルーモ！」

「では、こちらは私が。せいやっ！」

　上空に生成された巨大な氷の塊かたまりが落下して、水氷弱点の盾を押し潰つぶし、メディが打撃弱点の盾を叩たたき割った。ピータの下敷きになっていた腕が、すぐさま分解された。

「よ、よし！　これで三本撃げき破は！　あと半分！……残りは俺が……！」

「ワイズさんの近くにいるのは、二つとも火が弱点です！　メディさんの方にいるのは、即そく死し耐たい性せいがありません！」

「火ね！　まとめて片付けてやるわ！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……豪フオルテイ・炎フイアーマ！　さらに！　豪フオルテイ・炎フイアーマ！」

「逝いかせて差し上げます。……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……死亡モールテ！」

「あ、ちょっと……」

　飛行していた腕が二本、灼しやく熱ねつの炎ほのおに包まれて、墜つい落らくと同時に大破した。

　さらにもう一本。死神に襲われた腕も、空中分解してバラバラになった。

　六本の腕を、全て撃破した！

「ポータすごすぎでしょ。指示が的確で、ちょー余よ裕ゆうだったわ」

「ピータちゃんを巨大化させて押さえ込んだところも、お見事でしたね。ポータちゃんには、指揮官としての素質があるのかもしれません」

「きょ、恐きよう縮しゆくです！……えへへ……」

　縮小したピータを、再びショルダーバッグに戻もどして、ポータは照れ笑いを浮うかべた。可愛かわいい。とっても可愛い笑え顔がおだが、「……ああ、うん。いいんだ、これで」真人は涙なみだでよく見えない。

　影かげが薄うすくなって消えそうな真人はさておき、これで戦せん闘とう終しゆう了りよう……

「……あれ？　わわっ、気を付けてください！　まだ終わってないみたいです！」

　その時、周囲に散乱していた武器防具が、カタカタと動き出した。

　一つ、また一つと、宙に浮かび上がり、再び集結しようとしているようだ。

「ちょっと！　真人、じゃなくて、ポータリーダー！」

「真人君、ではなく、ポータリーダー！　これは、どういうことでしょうか！」

「なあ二人とも。もうちょっと俺に優やさしくしようぜ？　な？……なんて言ってる場合じゃなさそうだな」

「えっと、えっと……あ！　あれが原因だと思います！」

　ポータは目を凝こらして、ブグノアシュラの胴どう体たい部を指さした。

　鎧よろいパーツで覆おおわれている胸の中央に、闇やみ色いろの光が細く漏もれ出ている箇か所しよがある。

「闇色の宝石がコアとなって、全体を動かしてる感じか……だったら……」

「ポータ、と見せかけて、真人！」

「ポータちゃん、と思いきや、真人君！」

「真人さん！　今こそ出番です！」

「はいはいポータな……じゃなくて俺!?　ここで俺!?」

　闇色の宝石自体は見えない。鎧パーツの隙すき間ま、おそらく剣けんも通らないほどの細い隙間に、攻撃を通す必要がありそうだ。

「さあ真人、いいところ見せなさいよね！……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……当昇コルピーレ！　さらに！　当昇コルピーレ！」

「信じていますからね。……スパーラ・ラ・マジーア・ペル・ミラーレ……当昇コルピーレ！」

「嬉しそうに押し付けやがって……ったく」

　プレッシャーと、命中率を上じよう昇しようさせる魔ま法ほうの重ね掛けを受けて、真人は聖剣を構える。

　すぐ傍そばに、真人を信じてじっと見つめている、ポータの真しん剣けんな顔がある。

「（わかってる。なんとかしてやるさ）」

　一念、岩をも徹とおす。隙間が空いているなら、なおのこと徹す。

　親が、伝えるべき気持ちを隠かくしていて、子供がそれを聞きたがっているのだから。

「すいません。ちょっと暴言吐はきます。……娘むすめのポータが、こんな素直に、こんなに真っ直すぐに、愛情を求めてるのに、なんで応こたえてやらないんだよっ！　さっさと出てきて、何か言えよっ！　あんた、親だろっ！」

　全力で振ふり抜ぬかれた剣から、細く鋭するどい斬ざん撃げき波はが放たれて。

　ブグノアシュラの胸を、真っ直ぐに貫つらぬいた。

　再び腕を形作ろうとしていた武器防具が、力を失ったように落下し、胴体部を形成していた鎧パーツも崩くずれ落ちていく。

　砕くだけ散った闇色の宝石の下で佇たたずんでいる、冥めい母ぼハハーデスの姿が露あらわになった。

　とても疲つかれた目で、じっと足あし下もとを見つめている。







　冥母ハハーデスは黙だまったまま、真人たちに顔を向けようとしない。

　だったら、ちゃんと視界に入るところまで行って、顔を突つきつけてやるだけだ。

「ポータ、行くぞ」

「はい！」

　ポータの手を握にぎって。ワイズとメディも引き連れて、進む。

「さあ聞かせてください。あなたの正直な気持ちを。あなたは、本当は、ポータのことをどう思っているんですか」

　浮かび上がった武器防具が、真人たちめがけて、猛もうスピードで迫せまってくる。

　だが、直撃しそうになると、相手の方がすっと方向転てん換かんして、当たってこない。

「（本当は、誰だれかを傷つけるとか、できない人なのかな……）」

　冥母ハハーデスは、優しい人なのだろう。そう思える。

　これまでずっと逸そらされていた目が、不意に動いて、近付いてくる娘をじっと見つめた。

　その目からは、嫌けん悪おは一いつ切さい、感じられない。

「（やっぱり、嫌きらってなんかいない。冷たい態度には、何か理由があるんだ）」

　それさえなんとかできれば、ポータ親子の関係は上手うまくいくと、真人は強く確信した。

　だが、だからこそ、その理由を知らないまま、追い詰つめてはいけなかった。

「もうやめてっ！　これ以上、苦しい思いをさせないでっ！」

　突とつ然ぜんだった。

　冥母ハハーデスが、両手で顔を覆い、その場に膝ひざをついて。

「私の正直な気持ち？　娘をどう思っているか、ですって？……そんなの……」

　ふと、天を仰あおいで。




「大好きに決まっているわよっ！　誰よりも愛しているわよっ！」




　心からの叫さけびだった。

　期待していた通りの言葉だったが、異様な気配に圧おされて、真人たちの足が止まる。

「お母さんは、自分のことを……？」

「大好きって……だ、だったら！」

「だけど、私はそれを伝えられないっ！　示すことができないっ！　最愛の娘にしてあげたいこと、大切な娘と一いつ緒しよにしたいこと、いくらでもあるのに、何一つできないっ！」

「ちょ、ちょっと、落ち着いてよ……」

「暇ひまがないのよっ！　時間がないのっ！　仕事仕事仕事仕事っ！　生きるためだから、娘に貧しい思いなんてさせたくないからっ！　パート、契けい約やく、正社員っ！　必死に働いて、駆け上がって！　だから時間がなくなって、何もできないって、なんなのよっ！」

「どうか落ち着いてください！　冷静に！」

「しかも、何よ!?　母親同どう伴はんで、ゲーム世界で冒ぼう険けんですって!?　問題がある親子関係を修復ですって!?　お互たがいに歩み寄ればいいだけなのに、何をやっているのよっ！　そんな親子を管理して、昨日も今日も明日も娘と一緒にいられない私は、なんなのよっ！……親子で一緒にいられるだけで、幸せじゃないのっ！　どうしてそれがわからないのよっ！」

　冥母ハハーデスが、がっくりと項うな垂だれて、立ち上がる。

「これが私……最初は、ただの八つ当たりよ……他ほかの親子が、妬ねたましくて、悔くやしくて、悲しくて……もう何もかも滅め茶ちや苦く茶ちやにしてやりたかった……でも計画は失敗……せめて最後に、こんな浅ましい私と、他の母親もまとめて消し去って……母親がいなくて当然の世界を作り上げて、子供たちだけで幸せに生きられるようにしてあげたかったけど……それも、真々子さんたちに止められてしまったわ……やはり私は、何もできない、どうしようもない母親だわ……だから……さあ勇者たち。私を倒しなさい」

「だから！　倒すとか、そういうことじゃなくて！」

「いいえ、倒しなさい……私という、無様な母親を始末しなさい」

「そんなこと、できるわけないでしょ！　だってポータのママじゃん！」

「ポータちゃんへの気持ちも、しっかりとお持ちです！　倒さなければいけない相手ではありません！……ポータちゃんのためにも、思い止とどまってください！」

「娘は大だい丈じよう夫ぶ。だって、こんなにも親身になってくれる、あなたたちがいる。何もしてやれない私よりも、ずっとずっと頼たよりになるわ。……私のような、不適格な母親のもとを去った方が、娘は幸せになれる。そうよ。私から離はなれて生きるべきなのよ」

「だから、ポータのことを溺でき愛あいしてるくせに、冷たくして、離れさせようとしてたってわけか……ったく……そんな、こじれたことするくらいなら、もっと他にやり方があったと思うんですけど！」

「かもしれないわね……だけど、他に思い付かなかったの。考える時間もなかった。私にあったのは、母親として最低であるという自覚だけ……こんな私に育てられたら、娘の人生が台無しになってしまうかもしれないという、恐きよう怖ふ感だけ……だから……」

　寂さみしげに笑った冥母ハハーデスの手元に、危険な色をした小こ瓶びんが飛来した。

「あなたたちという、素す晴ばらしい仲間たちに、最愛の娘を託たくして……愚おろかな母親は、ここで消え去るわ。娘のこと、どうかお願いね」

「待ってくださいっ！　お母さんっ！」

　優しい瞳ひとみでポータを見つめて、冥母ハハーデスは小瓶を呷あおった。

　口元から、一筋の鮮せん血けつが流れ落ち、その体が力を失って頽くずおれた。

「おい、待てよ……何を飲んだんだ!?」

「あれは毒です！　は、早く解げ毒どく剤ざいを飲ませないと！　お母さんっ！　お母さんっ！」

　ポータは慌あわてて薬瓶を取り出し、急いで駆かけ付けようとするが。

　浮ふ遊ゆうしている武器や防具が行く手を遮さえぎる。「通して……いたっ！」ポータが強引に押し退のけようとすると、手に裂れつ傷しようが走った。立ちはだかっているのは、いずれも、通常なら攻こう撃げきできない非戦せん闘とう職にさえダメージを与あたえられる禁断の品々だ。

　それでも止まろうとしないポータが、みるみるうちに傷だらけになっていく。

「ポータ、無茶するな！　俺たちが道を開く！　ワイズ！　メディ！　やるぞ！」

「もちろんよ！……って、うわっ!?　ちょっと待って!?」

　ワイズが魔法書を手にした瞬しゆん間かんだった。鎖くさりで封ふう印いんされた魔法書が飛来して、ページを開き、いきなり魔法のエネルギー弾だんを放った。「これ、爆球ボムバ・スフエラ……!?」直撃を食らったワイズは、後方へ吹ふき飛ばされた。

「開いたら即そく魔法って、反則すぎるだろ！……メディ！　ワイズの回復を！」

「す、すみません……こちらも、少々、厳しい状じよう況きようですので……くっ……」

　血ち塗ぬられた杖つえが、メディの頭上に浮うかんで呪じゆ詛そを振りまいている。体に絡からみ付く束そく縛ばくエフェクトに抗あらがおうとしていたメディだったが、ついに膝をついてしまった。

「そっちもヤバい武器かよ！　叩たたき落とすから、ちょっと待ってろ！」

「いえ、待って……真人君も……気を付けて……上から……！」

「え？」

　見上げた瞬間、真人の脳天をめがけて、赤黒い刃やいばの剣が振り下ろされた。「ぐっ!?」咄とつ嗟さに聖剣を抜いて受け止めるが、攻撃が重い。真人も身動きが取れなくなってしまった。

「勘かん弁べんしろよ！　止まってる場合じゃないんだよ！　早くしないと……！」

　苦しげに身をよじっていた冥母ハハーデスは、徐じよ々じよに動かなくなっていく。

　解毒剤を持っているポータは、武器防具の群れに押し返されて、近寄れない。

　ワイズは再び魔法攻撃を浴びて、煙えん幕まくの中に沈しずんだ。メディは拘こう束そくされて動けない。

「なんとかしないと……くそっ……こんな時、母さんがいてくれたら！」

　真人は、素直に、最も頼りになる人の姿を思い浮かべて、叫ぶことしかできなかった。

　その時だった。




「出演ＯＫが出ました！　ミュージック、スタート！　ＧＯ、ＯＫＡ３！」




「……え？」

　真人たちの後方、大おお扉とびらの陰かげからひょっこり顔を出した白瀬Ｐが、デジタル蓄ちく音おん機きのスイッチをＯＮ。現場状況に、まったく似つかわしくない、ポップなＢＧＭが流れて。

　玉座の間に、駆け込んでくる。

「厳しさは愛情の裏返し！　娘にしっかり寄り添そい、共に高みを目指す、お母さんアイドル三号！　メディの母、メディママ！」

「素直じゃないのは、お互い様！　文句があるなら、かかってきなさい！　親おや子こ喧げん嘩か上等の、お母さんアイドル二号！　玄げん夜やのママ、和乃！」

「大きな愛で、大好きなマー君をぎゅーっと抱だきしめちゃう、お母さんアイドル一号！　マー君のお母さん、真々子よ！　うふふ！」

　三人合わせて、せーの。

「「「お母さんアイドル〝ＯＫＡ３〟！　来ちゃったわ！」」」

　真々子たちは、しゃきーんと、ユニットポーズ！　決まった！

　アイドルコスチューム着用で、アイドルポーズを決めている、実の母親たちだ！

「「「……ごふっ……」」」

　唐とう突とつに母親が現れる系特とく殊しゆスキル【母、来たる】の効果により、真人、ワイズ、メディの三人が、白目をむいて、盛せい大だいに吐と血けつしたが、それはそれとして。

　さらに、お母さんアイドルの限定スキル発動！

「それじゃ【撫なで撫で会】を始めましょう！」

「えー、これより、お母さんアイドルに撫で撫でしてもらえる、撫で撫で券の配布を行います。ご希望の方は整列してください。数に限りがありますので、お早めに」

　アイドルと握あく手しゆできる、いわゆる握手会の、撫で撫でしてもらうバージョンである。

　呼びかけを聞いて、真人たちを抑おさえ込んでいた危険な武器、さらにポータの前を塞ふさいでいた武器防具も、先を争うように白瀬Ｐの前に集まって整列した。

　道は開かれた。

「ポータちゃん、今よ！　急いで！」

「は、はい！……お母さんっ！」

　解毒剤を握りしめたポータが、冥母ハハーデスの傍そばに駆け寄った。







　ふと目を開けると、真々子の穏おだやかな顔がある。

「……やはり、あなたたち親子なのね……幸せな親子の姿を見せつけて、私の計画を全すべて阻そ止しして……なんて親子なのかしら……」

「普ふ通つうの勇者と、普通の勇者の母親ですよ。うふふ」

「どこが普通だと……はぁ……まあいいわ。ここまで完全な敗北を喫きつすると、いっそ清すが々すがしいわね。あなたたちへの妬みも、悔しさも、もうどうでもよく思えるわ」

「親子のことは、勝ち負けじゃないと思いますけど、気持ちが落ち着いてくれたなら、よかったです。……起きられますか？」

　真々子に背中を支えられて、冥母ハハーデスは上体を起こした。

　近くで聞こえた物音に、目を向けると……和乃とメディママが、冥母ハハーデスのショルダーバッグに武器防具を押し込んで、紐ひもで縛しばり上げている。

　正面には、ポータがいる。ボロボロの姿で正座して、抱き付きたい気持ちをぐっと堪こらえて、堪えつつ、辛しん抱ぼうたまらず、ぐぐっと身を乗り出しているようだが。

　ポータとは目を合わせず、冥母ハハーデスは深く俯うつむいた。

「どうして助けたの……こんなお母さん、嫌きらいでしょ？」

「嫌いじゃないです！　自分は、お母さんが大好きです！」

「おかしなことを言わないで。好きになる理由がないわ。……私は、何もしてやれなくて……それどころか、冷たく突つき放すようなことまで……」

「そんなことは、別にいいです！　お母さんは、自分のことが大好きって、言ってくれました！　それでいいです！」

「それでいいって……」

「まどろっこしいわね。お互いに大好きなんだから、それでいいじゃないの」

「好きという気持ちに、明確な理由を求めることほど、無む駄だなことはないわね」

　作業を終えた和乃とメディママが歩み寄り、呆あきれたように言った。

　真々子も苦く笑しようして、しきりに冥母ハハーデスの背中をさすっている。

「ハハーデスさん……いいえ、堀ほつ田たさん。あなたは、とっても真ま面じ目めな人で……親というより、一人の大人として、ずっと仕事してきた社会人の一人として、子供と向き合っていたのかなって、思います」

「社会人として……？」

「義務とか、対価とか、そういう感じかしら？」

「無む償しようなんて、あり得ない……親子の間にあるものに対して、いわば対極にあるものに深く関かかわってきた影えい響きようで、親としての部分が未熟なのでしょうね」

「親として未熟……だったら、私はどうすれば……どうしたら、親として、子供の気持ちに報むくいることができるようになるのか……」

「そういう考え方が、すでに間ま違ちがってる気がするんだけど」

「これは地道にやっていくしかなさそうね。というわけで」

「早さつ速そく、鍛きたえましょう！」

　ぐっと、力ちから瘤こぶを作って、真々子がにっこり微笑ほほえんだ。

「親がなくとも、子は育ちますけど、親は子がいないと育たないんですよ。だから、ポータちゃんに育ててもらいましょう。……それじゃ、ポータちゃん」

「わかりました！　自分、お母さんを育てます！」

「え……？」

　大好きなお母さんは戸と惑まどっているようだが、遠えん慮りよなく、ぐいぐい詰つめ寄って。

　ポータはショルダーバッグから、四種類のアイテム、不格好な編みぐるみのパーツを取り出した。

「これは、お母さんの心の中で見つけたものです！　見覚えはありますか！」

「え、ええ。これは、私が作っていた、編みぐるみの部品だわ。ゲーム世界に同どう伴はんできないから、防犯ブザーの他ほかにも何か持たせたいと思って、作り始めたんだけど……結局、時間がなくて、オフィスの引き出しに……こんな物が、どうしてここに？」

「わからないです！　でも、そういうことだったら決まりです！……自分、お母さんにおねだりします！　これを作って、自分にプレゼントしてください！」

「ちょ、ちょっと待って？　何かプレゼントが欲ほしいなら、もっとちゃんとした物を買うわよ？……こんなの、自分でも下手すぎると思うから……」

「他のは嫌いやです！　これがいいです！　これを作って、プレゼントしてくれたら、自分はもっともっと、お母さんが好きになります！」

「……そういうものなの？」

「そういうものです！　お願いします！」

「わ、わかったわ。……それじゃ……」

　もう魔ま王おう然とした風格はどこへやら。冥母ハハーデスから一転、最愛の子供にせがまれて表情が緩ゆるんでしまった堀田佐さ央お理りは、編みぐるみのパーツを受け取って。

　その視線を、真っ直すぐ、ポータへ向けた。

「作る前に……一つだけお願いしていいかしら」

「はい！　なんでしょうか！」

「嫌だったら、断ってくれてもいいんだけど……一度、思い切り、抱きしめていい？」

「はいっ！」

　ポータは母親の胸に、思い切り飛び込んだ。もう無我夢中で。

　受け止めた佐央理も、無我夢中で、腕うでの中にいる我が子を感じている。

　ちょっと貰もらい泣きしてしまった真々子に、和乃とメディママが寄り添い、微笑みを交かわしている。

　少し離はなれた場所でも。

「かなりの被ひ害がいが出ましたが、とにかく一件落着ですね」

　白瀬Ｐが、相変わらず白目をむいて昏こん倒とうしたままの真人たちをつつきながら、薄うっすらと微笑んでいた。
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　お母さん屋の窓をぶち破りそうな勢いで、怒ど鳴なり声が響ひびいた。

「ママって、頭おかしいの!?　いや頭おかしいのは知ってたけど！　でもさ、あれはなくない!?　アイドルコスで登場するとか、娘むすめを殺す気なの!?」

「いいじゃないの、別に。似合ってたでしょ？　まあ最初は抵てい抗こうがあったけど、案外、慣れるものよ。玄げん夜やも着てみれば？　貸してあげるから……あー、ちょっと待って？　ママの方が胸、大きいから、玄夜だとスッカスカかも。ぷぷっ」

「ほっほーう。喧けん嘩か売ってるわけね。よし買った！」

「いいわね！　久しぶりに、親子の語らいをしようじゃないの！」

　ワイズと和かず乃のが、胸むな倉ぐらを摑つかみ合って、取っ組み合いの親子喧嘩を始めた。せめて外でやってくれればいいものを、店の中をごろごろ転がって、とにかくうるさい。

　その傍かたわらでは。

「ね、ねえメディ？　お茶のおかわりはいかがかしら？　とっても美味おいしいわよ？」

「……そうですね。いただきます」……ゴゴゴゴ……

「だ、だからね？　何度も説明したでしょ？　あれは、お仕事だったの。アイドル活動を通じて、世界を救い、ついでに大切なあなたの様子を見られるようにと、女王陛下が取り計らってくださったの。お断りできないでしょう？　ええそうなの。だから……」

「……お母様。そろそろお帰りの時間ではありませんか？」……ゴゴゴゴ……

「まだまだ滞たい在ざい期間は残されているわよ!?　ねえメディ!?　お願いだから機き嫌げんを直してちょうだい!?　その昏くらい目で母を見るのはやめてちょうだい!?」

　テーブル席の一角に、強きよう烈れつなダークパワーが立ち込めている。もはや闇やみと一体化しそうなメディを、メディママが必死にもてなしている。あからさまに危機的状じよう況きようだが。

　別のテーブル席では、周囲の騒さわぎなんてお構いなしに、穏やかな時が流れている。

「ここの毛糸を、編み棒に引っかけて、くるって……すればいいの？」

「はい！　そこを、くるってして、次のところに、くるってします！」

「ここを、くるっと……ああ、外れちゃったわ……やっぱり難しいわね。萌も子こに作ってもらった方が効率的だと思うんだけど。アイテムクリエイションで、ぱぱっと……」

「ダメです！　自分は、お母さんの手作りじゃないと、納なつ得とくしません！」

「わ、わかったわ。そうね。これも親としての訓練だものね。お母さん、頑がん張ばるわね」

「はい！　自分、応おう援えんします！」

　編みぐるみの製作に四苦八苦している佐さ央お理りに、ポータがぴったりと寄り添そって、親子の時間を過ごしている。

　ポータは佐央理の腕に頰ほおを摺すり寄せて、本気でぴったりとくっついているので……

「なんか、余計に手が動かしづらそうなんだけどな……」

「うふふ。そうね。でも、そこがいいと思うわ」

「余計なことを言ったら、野や暮ぼになるだけですよ」

「ですね。自重します」

　カウンター席から様子を眺ながめていた、真まさ人と、真ま々ま子こ、シラーセの三人は、三者三様の親子劇場に背を向けて、「へいお待ち」モーネが差し出してきたティーカップを受け取った。あとはご随ずい意いにと。

「というか、ポータの本名って、〝もこ〟っていうんだな」

「ちょっとキラキラしてるよね。可愛かわいいー」

「最近の名前は難しいよなぁ……時代を感じるぜ……」

「最近の子供が何か言っているようですが。まあいいでしょう。……それでは、今回の事件の総そう括かつを」

　姿勢を正したシラーセは、真人をじっと見つめて……くいっと、首の角度を変えて、真々子にお辞じ儀ぎした。

「真々子さん。この度たびもお見事でした。子供たちの不自然な親おや離ばなれを止め、大地と海を修復し、反はん抗こう組織のボスであった堀ほつ田たさんを説得。ついでに真人君たちの度ど肝ぎもも抜ぬいてしまうという、八はち面めん六ろつ臂ぴの大立ち回りでした」

「女王陛下からも、お礼の手紙が届いてたよね。すごいよねぇ」

「はいはいわかってました。今回も母さんの、というか、お母さんアイドルユニット三人の力に、完全にしてやられたな」

「そんなことないわよ？　マー君たちも大活かつ躍やくだったわ。マー君たちの成長ぶりが、すごく感じられたもの」

「それは確かに。……打つ手がなく、ピンチに陥おちいった状況で、真人君が『大好きな母さんがここにいてくれたら！』と素す直なおに叫さけんだあの瞬しゆん間かん。まさにあの時、私は真人君の成長を感じましたね。素晴らしかったです」

「勝手に言葉が足されてるんですけど。そこまで叫んでないですけど。……あれは……」

　ちらりと振ふり返って、佐央理に寄り添うポータの笑顔を見て、真人は軽く苦く笑しようした。

「ポータの素直さに影響されて、まあたまには頼たよるのもありかなって。それだけですよ」

「うふふ。お母さんを、いつでも頼ってくれていいのよ？……と言いたいんだけど……」

「だけど、なんだよ」

「お母さんもね、マー君のためを思えば、そろそろマー君離れした方がいいのかしらって、ちょっと考えさせられたから……」

　難しい顔をして考え込んだ真々子は、真人の顔をじっと見つめて。「でも、もうちょっと先でいいわよね」「おいっ！」真人の腕を抱だきしめて、お母さんの大きいので、むにゅむにゅした。お母さん、とっても幸せ。

「真々子さんの真人君離れについては、極きわめて慎しん重ちように対応したいところですね。……仮に真々子さんが、取り返しがつかないほど落ち込んでしまうようなことがあれば……」

「大地と海が凹へこむどころじゃ済まないような気がするねぇ……」

「ちょ待って!?　俺たちの親子関係が原因で、世界が崩ほう壊かいするとか、マジ勘かん弁べんだぞ!?」

「その可能性も、無きにしも非あらず……ということで、世界が破は滅めつする前に、必要な連れん絡らくを済ませてしまいましょう」

　不安を煽あおっておきながら、ケロッとした顔で、シラーセは数枚の書類を取り出して目を通す。

「まず、堀田さんの処しよ遇ぐうについては、ワイズさん親子やメディさん親子と同様に、上手うまい具合に処理されます。規模が大きい事件であり、堀田さんが内部の人間であることも関係して、査問会への出頭や大量の始末書を求められるわけですが……親子で過ごす時間を最優先に、こつこつ処理していただく予定です」

「運営の寛かん大だいな処置に感謝です」

「続いて、堀田さんが率いていた、反抗組織リベーレについて。データ改ざんなど、複数のシステムエンジニアが関かん与よしていたことが明らかになっていますが、いずれも堀田さんの指示に従っていただけであり、トップを押さえたことで、その活動が停止しました」

「それじゃ、ゲーム世界で発生していた問題は全部、解決したのね。よかったわ」

「その通りです、と言いたいところなのですが……実は一点、問題がありまして……」

「問題？　何か残ってるの？」

「組織の主要構成員である、アマンテさん、ソレラさん、フラテロさん、以上三名の行方ゆくえがわかっていません。……組織が壊かい滅めつした今、彼女らがどのような行動に出るのか……」

「あのさ、その三人だったら……そこにいるよ？」

「「「え？」」」

　モーネが指さしている。真人たち三人が、そちらへ振り返ると。

　激しい親おや子こ喧げん嘩かと、静かな親子危機と、仲良し親子時間が繰くり広げられている、その向こう……窓の外に、本気で、アマンテたち三人の姿がある。

　アマンテが、真人を指さして、〝来なさい〟と、指をくいくいっとしている。

「……え？　俺？」

　真人をご指名だ。







　仲間たちが窓に貼はり付いて、外の様子をじっとうかがっている。気になるなら出て来いよと、言ってやりたいところだが、言っても来そうもないので。

　お母さん屋から出た真人は、一人きり、アマンテたち三人と対たい峙じした。

「よう。三人とも、元気そうだな」

「おかげさまで。あなたたちの戦いを横取りしたけど、固有スキルを奪うばわれたせいで手も足も出なくて、ＨＡＨＡＫＯに助けてもらってなんとか生き延びたのよ、なんて、いちいち説明しないけれど」

「え、マジで？」

「マジなんだよ～。気付いたらね～、アマンテが～、ＨＡＨＡＫＯさんに抱っこされて～、スヤスヤ眠ねむってたの～。驚おどろいちゃったよ～」

「安らかな子供の寝ね顔がおをしとったけぇ、ワシは本気で吹ふいたぞ」

「二人とも黙だまりなさい！　いちいち言わなくていいのよ！　そうではなくて！」

　アマンテは、真人の胸倉を摑んで、鼻先が触ふれそうな距きよ離りで睨にらみ付けてくる。

「ねえ大おお好すき真人。あなたたちのせいで、反抗組織リベーレは壊滅してしまったわ」

「いいことだな。感謝してくれていいぞ」

「馬ば鹿かなことを言わないで。実は母親だったマスターなんて、どうなろうと知ったことではないけれど……おかげで私たちは、帰る場所も、生活資金も、何もかも失ったわ」

「ちょうどいいじゃんか。組織のことなんて忘れて、新しい生活を始めればいいだろ。……ほら。お前らの面めん倒どうを見たくて、うずうずしてる人が、そこにいるぞ」

　アマンテたちの後方……建物の陰かげから様子をうかがっているＨＡＨＡＫＯがいる。

　アマンテも気付いているようだが、目を向けず、それまで以上に真人を睨み付けてくる。

「不覚にも恩を受けた部分はあるわ。だけど、だからといって、全すべてを受け入れるつもりはないの。私たちの意志は揺ゆるがない。……だから……」

「だから？」

「私たちは、母親に抗あらがう者として、あなたたちに最終決戦を申し込むわ！」

　アマンテ、ソレラ、フラテロ。三人の真しん剣けんな眼まな差ざしが、真人に突つき刺ささった。
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　お世話になっております。井い中なかでございます。

　縁えん起ぎの良い数字、次第に繁はん盛じようするとされる、末広がりの〝八〟を冠かんする巻まで到とう達たついたしました。これも偏ひとえに皆みな様さまのおかげです。ありがとうございます。

　今回は、お母さんたち大集合。そして、ついに、あの子のお母さんも登場ということで、盛大に巻き起こる親子物語をお楽しみいただけたら幸いです。




　この度たびも、飯いい田だぽち。さんをはじめ、担当編集Ｋさん、編集部や出版社の方々、販はん売ばい店の皆様など、多くの方からお力ちから添ぞえをいただき、出版と相あい成なりました。篤あつく御おん礼れい申し上げます。

　コミック版お母さんでお世話になっております、冥めい茶ちやさんにおかれましては、二巻が発売ということで、お礼と共に、お祝いの気持ちもお送りいたします。

　さらに、アニメ版お母さんでお世話になっております、製作スタッフの皆様。二〇一九年七月に放送開始予定とのことで、非常に楽しみです。お忙いそがしいことと存じますが、何なに卒とぞよろしくお願いいたします。




　お便りを送ってくださった読者の方々へも、この場にて、ご挨あい拶さつさせていただきます。

　ありがとうございます！　まさか自分宛あてに届く日が来るとは、夢にも思っていなかった！（井中だけに）

　事細かに書かき綴つづっていただいたご感想や、ご意見ご要望など、確かに拝はい見けんしました。全ての期待にお応えするのは、なかなか難しい部分もありますが、参考にさせていただきます。精しよう進じんいたしますので、この先もどうぞ、お付き合いください。




　さて、最後に。

　真まさ人とと同じ、高校一年生になった甥おいっ子こへ。

　高校生活の中で、遠えん慮りよなく黒歴史を作って、こっそり教えてください。ネタにします。

　身内には容よう赦しやしない、作家の叔お父じさんより。





二〇一九年・浅春　井中だちま
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